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会 場 国 立 極 地 研 究 所 講 堂
主 催 国 立 極 地 研 究 所
12月3日(水)
挨 拶 国立極 地研 究所 長(9:50～10:00)
A.口 頭発表
1.海 洋環境(10:00～10:45)
座 長 奈 須 敬 二(東 海区水 研)
1.南 大洋 の15svE・170eW線沿 い におけ る海洋 構造 の特徴
(10:00～10:15)
永 延 幹 雄(東 大 ・海洋 研)
2.南 極海 に おけ る リンの分 布(10:15～10:30)
福 井 深(清 水市 ・環 境 部)
角 谷 伸 之(東 海大 ・海洋)
岡 部 史 郎(東 海 大 ・海洋)
討 論(10:30～10:45)
II.　海洋一 次生産(10:45～15:50)
座 長 谷 口 旭(東 北大 ・農)
3.南 極海 イン ド洋区 に お けるクロ ロフ ィル 量の鉛 直分 布
(10:45～11:00)
服 部 寛(東 北大 ・農)
福 地 光 男(極 地 研)
4.表 面 海水 モニ タリング システム に よる南大洋 イン ド洋区表層 ク ロ ロ
フ ィル量 の微細 分布(JARE271985/86)
(11:00～11:15)
福 地 光 男(極 地研)
服 部 寛(東 北大 ・農)
5.南 大洋 にお け るサ イズ 分画 された表 面 クロロ フ ィル 量 の分布
(11:15～11:30)
服 部 寛(東 北大 ・農)
福 地 光 男(極 地研)
一1一
座 長 福 地 光 男(極 地 研)
6.バ レ 二 一諸 島 域 で 観 られ た 植 物 プ ラ ン ク トン の ブル ー ム に つ い て
(11:30～11:45)
山 口 征 矢(埼 玉 大 ・教 養)
佐 藤 博 雄(東 水 大)
7.　 Dis七ribution　 of　chlorophy日 －a.　part,iculate　 organic　 carbon　 and
nitrogen　 in　七he　sou七heastern　 Beaufor七Sea　 ln　la七e　summer
(11:45～12:00)
Ka2uo　 lseki　 (Ocean　 Chem.　 Dvs　 on.　 lns七.　i〕cean　Sc　 .)
Robie　 W.　Macdonald　 (⑪cean　 Chem.　 Dvs　 on.　 lns七.　Ocean　 Sc　.)
　 　 　 　 Eddy　 Carmack　 (Ocean　 Chem.　 Dvs　 on.　 lnst.　 Ocean　 Sc　 。)
討 論(12:00～12:20)
～ ～ ～ ～ ～ 昼 食(12:20～13:30)～ ～ ～ ～ ～
座 長 半 田 暢 彦(名 大 ・水 圏)・ 佐 々木 津(東 北 大 ・農)
8.係 留 ア イ シ ス テ ム に よ る現 場 ク ロ ロ フ ィル 量 の長 期 連 続 測 定
(南 極 、 ブ ラ イ ド湾:1985年12月 ～1986年2月)
(13:30～13:45)
福 地 光 男(極 地 研)
服 部 寛(東 北 大 ・農)
星 合 孝 男(極 地 研)
9.昭 和 基 地 周 辺 の 一 次 生 産 に つ い て(13:45～14:00)
佐 藤 博 雄(東 水 大)
渡 辺 研 太 郎(極 地 研)
10.南 極 定 着 氷 下 に お け る沈 降 粒 状 有 機 物 の 周 年 観 測
(14:00～14:15)
松 田 治(広 島 大 ・生 物 生 産)
石 川 慎 吾(高 知 大 ・理)
川 口 弘 一(東 大 ・海 洋 研)
一2一
座 長 山 口 征 矢(埼 玉大 ・教 養)
11.昭 和基地定 着氷 下部 の　ice　algae種 組 成の 季節変 化
(14:15～14:30)
渡 辺 研 太郎(極 地研)
12.サ ロ マ湖海 氷下 に おけ る植 物プ ランク トン と微小 動物 プ ラ ンク トン
の現存量(14:30～14:45)
谷 口 旭(東 北大 ・農)
西 山 恒 夫(ア ラスカ大 ・海洋研)
谷 村 篤(極 地研)
渡 辺 研 太郎(極 地研)
13.サ ロマ湖 海氷中 のice　 algae　 (14二45～15:00)
渡 辺 研 太郎(極 地研)
福 地 光 男(極 地研)
谷 村 篤(極 地研)
星 合 孝 男(極 地研)
14.氷 中 エン ド トキ シンの微量定 量
一サ ロマ湖海氷 のエ ン ド トキシ ンー(15:00～15:15)
黒 沢 努(阪 大 ・医 ・動物 実研)
谷 村 篤(極 地研)
星 合 孝 男(極 地研)
15.南 極 及び 周辺海 域の リボ 多糖の 分布(15:15～15:30)
冨 永 裕 之(名 大 ・水圏研)
福 井 深(清 水市 ・環境 部)
田 中 重 則(生 化学工 業)
討 論(15130～15:50)
～～ ～～～ 休 憩(15:50～16:00)～ ～～ ～ ～
m.動 物 プラ ンク トン(16:00～18:05)
座 長 池 田 勉(日 本 海区水 研)
16.夏 季ベ ー リング海北 部大 陸棚 に おけ る尾 虫類Oikopleura　 vanhaeffeniの
分布(16:00～16:15)
志 賀 直 信(北 大 ・水産)
一3一
17.「 し らせ 」 の 航 路2地 点 に お け るN70Vネ ッ トの採 集 結 果(1983/84)
(16:15～16:30)
河 村 章 人(北 大 ・水 産)
18.オ ー ス トラ リ ア海 区 南 大 洋 に お け る動 物 プ ラ ン ク トン 群 集 の 水 平 分 布
(16:30～16:45)
山 田 智(北 大 ・水 産)
19.南 大 洋 の サ ル パ 類 と くに　WWSl　　 七hompsoniとS.　 gerlacheiに つ いて
(16:45～17:00)
ベ ア トリ ス ・エ ス テ ラ ・カ サ レ ト(東 大 ・海 洋 研)
根 本 敬 久(東 大 ・海 洋 研)
座 長 志 賀 直 信(北 大 ・水 産)
20.　 Paralabidocera　 antarctica　 (続 脚類)の 胃内容 物 につ いて
(17:00～17:15)
谷 村 篤(極 地 研)
渡 辺 研太 郎(極 地 研)
星 合 孝 男(極 地研)
21.サ ロマ湖海 氷 下 におけ る動物 プ ラ ンク トン現 存量
(17:15～17:30)
西 山 恒 夫(ア ラスカ大 ・海洋研)
谷 村 篤(極 地 研)
渡 辺 研 太郎(極 地研)
福 地 光 男(極 地研)
22.サ ロマ湖海 氷下 の キタヤ ム シの現 存量 と鉛 直分布(1986年2月)
(17:30～17:45)
小 鳥 守 之(道 立 中央水 試)
西 山 恒 夫(ア ラ スカ大 ・海洋 研)
谷 村 篤(極 地 研)




IV.　 オ キ ア ミ類(10:00～11:20)
座 長 寺 崎 誠(東 大 ・海 洋 研)・ 小 鳥 守 之(道 立 中 央 水 試)
23.南 大 洋 の 各 セ ク タ ー に お け る　.El.,.　S!,lll1er!bl@　の 生 態 分 布 の特 徴 と そ の
比 較(10:00～10:15)
永 延 幹 男(東 大 ・海 洋 研)
小 牧 勇 蔵(遠 水 研)
24.ナ ンキ ョク オ キ ア ミ群 の 日 周鉛 直 移 動 と天 空 照 度 の 関 連
(10:15～10:30)
一 井 太 郎(遠 水 研)
25.　 Extremeiy　 long　 lives　 of　An七arc七ic　 kril1(旦 山 主S!!Pg!r:pgba)
as　shown　 in　七he　labora七 〇ry　experimen七
(10:30～10:45)
　　　　　　　　　　　　 T.　 lkeda　 (Jap.　 Sea　 Reg.　 Fish.　 Res.　 Lab.　 )
P.　G.　Thomas　 (Aus七ralian　 Antarc七ic　 Division　 )
26.ツ ノ ナ シ オ キ ア ミ(C,.一)の 摂 食 機 構 と食 性
(10:45～11:00)
徐 海 笠(東 大 ・海 洋 研)
寺 崎 誠(東 大 ・海 洋 研)
根 本 敬 久(東 大 ・海 洋 研)
討 論(11:00～11:20)
V.魚 類 ・底 生 生 物(11:20～12:30)
座 長 川 口 弘 一(東 大 ・海 洋 研)
27.JARE-26に よ って ビ ー ム トロ ール で 採 集 さ れ た 頭 足 類
(11:20～11:35)
奥 谷 喬 司(東 水 大)
沼 波 秀 樹(東 水 大)
一5一
28.底 生生 物分布 に及ぼ す氷 山底部 擦過 の影響
(11:35～11:50)
沼 波 秀 樹(東 水大)
浜 田 悦 之(東 水大)
内 藤 靖 彦(極 地研)
谷 口 旭(東 北大 ・農)
29.南 極 海産底 生 小型 甲殻類 、特 に クマ類 と等脚 類 につ いて
(11:50～12:05)
蒲 生 重 男(横 浜 国大 ・教育 ・生 物)
30.昭 和基地 周辺 に棲息 す る魚類等 の腸 内細 菌 叢 につ いて
(12:05～12:20)
佐 々木 武 二(北 里 研究所)
星 合 孝 男(極 地研)
討 論(12:20～12:30)
～～～ ～～ 昼 食(12:30～13:45)～ ～～ ～～
VI.　海鳥 ・海 獣 ・生態 系(13:45～15:45)
座 長 河 村 章 人(北 大 ・水 産)
31.天 売 島に お けるウ トウの繁殖生 態 と食性(13:45～14:00)
綿 貫 豊(北 大 ・農)
阿 部 永(北 大 ・農)
32.北 太 平洋 に おけ るマダ ラシロハ ラ ミズ ナギ ドリの分 布
(14:00～14:15)
小 城 春 雄(北 大 ・水産)
吉 田 秀 嗣(北 大 ・水 産)
田 中 博 之(北 大 ・水産)
藤 村 仁(日 本 野鳥 の会)
白 鳥 戦 一(北 大 ・北星 丸)
M.　V.　Newcomer　 (ス タン フォー ド大)
一一6一
33.海 鳥の ヒナ はオ キ ア ミバ イオ マ スの変 動指 標 とな り得 るか
一八 シボ ソ ミズ ナギ ドリの ヒナの 成長 と 日本沿 岸 での 大量死
(14:15～1430)
岡 奈理 子(山 階 鳥類研 究所)
丸 山 直 樹(東 京 農工 大)
座 長 嶋 津靖 彦(遠 水 研)・ 河村 章人(北 大 ・水産)
3　4.　 Breeding　 ecology　 of　 the　 Antarctic　 Petrel　 Thalassoica　 an七arc七ica
in卜1Uhlig-Hofmannfjella.　Dronning　 Maud　 Land
(14:30～14:45)
F.　 Mehlum　 (Norwegian　 Polar　 Research　 lns七itu七e)
35.南 半球産 ミンク クヅ ラの摂 餌量(14:45～15:00)
加 藤 秀 弘(鯨 類研究 所)






～ ～ ～ ～ ～ 休 憩(15:45～16:00)～ ～ ～ ～ ～
W.生 物濃 縮(16:00～17:15)
座 長 綿 抜 邦 彦(東 大 ・教養)
37.エ トピリカに おけ るPCBsの 蓄積 特性(16:00～16:15)
田 中 博 之
小 城 春 雄
立 川 涼
(北 大 ・水産)
(北 大 ・水 産)
(愛 媛大 ・農)
一7一
3　8.　 Use　 of　 organochlorines　as　 chemical　 tracers　 in　 determing　 cer七aln
reproductive　 parame七ers　 in　 Dall,s　 porpoises
(16:15～16:30)
An.　 Subramanian　 (愛 媛 大 ・ 農)
田 辺 信 介(愛 媛 大 ・ 農)
立 川 涼(愛 媛 大 ・農)
39.南 極 海の オ キ アミに おけ る重 金属 蓄積(16
山 本 義 志(愛 媛大 ・農)
本 田 克 久(愛 媛 大 ・農)
立 川 涼(愛 媛大 ・農)
30～1645)
40.海 産 ホ乳 類のCd　・　Hg蓄 積 の生 体内 動態(16
本 田 克 久(愛 媛大 ・農)





座 長 田 村 浩 志(茨 城大 ・理)
41.パ タゴニ アの氷 河生 物
幸 島 司 郎 (京 大 ・理)
(1715～1730)
懇 親 会 (1800～2000)
L-8一
12月5日(金)
D(.淡 水 藻 類 ・湖 沼 (1000～1200)
座 長 高 橋 永 治(神 戸大 ・理)
42.南 極 に おけ る富栄 養化 現象(10
秋 山 優(島 根大 ・教育)
神 田 啓 史(極 地研)
大 山 佳 邦(極 地研)
00～1015)
43.陸 ・水域 の藍藻 被構造 の比 較????
???
???????? (10






松 本 源 喜
綿 抜 邦 彦







座 長 秋 山 優(島 根 大 ・教育)
45.南 極陸 水域の 藻類 の研究
1.東 オ ングル島 の池沼 につ いて?????
?
??????????????? (11
(神 戸 常磐短 大)
(神 戸常 磐短 大)




46.南 極氷 河域 に おけ る蘇 類の付着藻 類(11
大 谷 修 司(極 地 研)
神 田 啓 史(極 地研)
15～1130)
一9一
47.南 米パ タゴニ アにお ける蘇苔 類群 落中 の藻類
(11
関 太 郎(広 島大 ・理)
中 野 武 登(広 島 大 ・理)
討 論(11:45～12:00)
:30～11:45)
～ ～ ～ ～ ～ 昼 食(12:00～13:15)～ ～ ～ ～ ～
X.蕪 菜頁(13:15～14:45)
座 長 岩 月 善之 助(広 島大 ・理)
48.大 陸性 南極 に おけ る蘇類 の分 布特性(13:15～13:30)
神 田 啓 史(極 地研)
49.富 士 山頂 にお け る蘇類の 住み 分 け と微気 象環境
(13:30～13:45)
丸 田 恵美子(東 大 ・理)
50.富 士 山火 山荒原 にお ける蒔類群 落の 微気象 と光 合成
中 坪 孝 之
伊 野 良 夫
(13
(早 稲 田大 ・教 育)
(早 稲 田大 ・教 育)
:45～14:00)
51.刈 取法 お よび 光合 成活性 か ら推定 した タマゴケ 成長量 の比較
伊 藤 伸 二
伊 野 良 夫
(14
(早 稲 田大 ・教 育)
(早 稲 田大 ・教育)
:00～14:15)
討 論(14:15～14:45)
閉会の挨拶 神 田 啓 史(極 地研)
一10一
B.展 示発表
1　.　 Environmen'tal　con七rol　 of　 lichen　 epiphytism　on　 some　 へn七arc七ic
　　　 mOSS　 speCles
R.　 Hancock　 and　 R.　 D.　 Seppelt(　 Aus七ral.　 へn七.Div.)
2 ■ Habitat　 specifici七y　 and　 ecophysiology　 of　 Usnea
Usnea　 an七arc七ica　 near　 Casey　 Sta七ion.
　　　　 R.　 D.　 SepPelt.　 R.　 Hancock　 an・I　 M
(へus七ral.　 Ant.　 Div.　 )






abundance　 of　 chroococcoid　yanobac七eria　 in
and　 へ.　T.　 Davidson(へus七raL　 An七.Div.)
4.しorica七e　 choanoflagella七es　from　 Ellis　 Fjord.　 Antarc七ica
H.　 J.　 Marchan七.　 J.　 van　 den　 Hoff　 and　 H・　 R・　 Bu「 七〇n
(Aus七ral.　 An七.Div.)
5　.　Obse　 rvatio　 ns　 on　 七he　 struc七ure　 of　 七he　 七helycum　 and　 sperma七 〇phore
in　 七he　 An七arc七ic　 euphausiids,　 Euphausia　 S1,U2ep_cp_a,rba
and　 旦.,一－
P.　 Thomas　 (Aus七ral.　 An七.Div.)
6.　 Three　 new　 200plank七 〇n　nets　 designed　 for　 under-ice　 sampling:
with　 preliminary　 results　 of
　Antarctica　 during　 1985.
　　　　　　J.　 M.　 Kirkwood　 and　 H・
CO
R.
1ections　 made　 frorn　 Ellis　 Fjord.
Burton　 (　 Aus七ra1.　 An七.Div.)
7.昭 和基 地周辺 の湖 沼の藻 類相 、 クロロ フ ィル量 と環境 要因 につ いて
8.
大 野 正 夫
村 山 治 太
綿 抜 知 彦
福 田 靖
(高 知 大 ・海洋生 物セ ンタ ー)
(横 浜 国大 ・教育)
(神 奈川県 衛生研)
(熊 本 大 ・教育)
Results　 of七he　 visual　 observation　 of　 sea　 birds　 in　 七he
sec七 〇rs　 of　 the　 Southern　 Ocean　 in　 1983-1985
　　　　　 Mikio　 Takayanagi　 (　 Japan　 Fisheries　 Agency　 )
　　　　　 Mikio　 Naganobu　(　Ocean　 Res.　 lnst・.　 Univ・ 　Tokyo　 )
Yosikuni　 Ohyama　 (　Naもl　 lnst.　 Polar　 Res.　 )
　 　 Kazue　 Nakarnu　 ra　 (　Kanagawa　 Pref.　 Museum　 )
three
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南 大洋 の物 理環 境 は周極 構造 を と る。 ただ し、周極 構造 を形 成す る各子 午線 ごとに その
南 北勾 配 が異 なる。 マ ク ロに み れば、大 西 洋、 イン ド洋 、太 平洋 の各 セ ク ター で の相 違が
大 きい。 その相 違 を さらに検 証す る ため に、 各セ ク ターで の代 表的 な経度 線で の海 洋 観測
を謂演 者 らは 開洋丸(水 産庁)に よ りお こな い、水 温 ・塩 分 ・密 度 ・地 衡流流 速 ・流 ■に
つ い て報 告 して きて い る。 図1に 示 す?5'E・90'W・ ドレー ク海峡 ・30°W線 沿い につ
いて であ る。 本発表 では 、 これ らに くわ えて 、既存 の 観測 資料 を もちい た二つ の 経度 線、
155°E・170'Wに つ いて 述べ る。 資料 は 白鳳丸(東 大海 洋研)観 測tt　Ocean　Research
Institute,　 Univ.　 of　Tokyo　 (197【〕)　:　Oceano8raphic　 Data　of　KH-68-4　 (Southern
CrossCruise)　 of　The　Hakuho　 Maru　 "で あ る。 この観 測 は170'W線 につい て は30'N
～70°S闇 で あ るが、 こ こでは 南大 洋に 関連 す る38'S～70'S闇 に絞 った。155'E線
は全 銀測 点を も ちいた3E'S～63'S闇 。 観測 期 間は196B年12月25日 ～1969年2月1日 。
155°E線:0°C以 下 の低 水温 、水 温極 小層 で特 徴づ け られ る南極 表層水 は、鰻 測点
の最 南端 で ある63'Sか ら59'Sま で北 方へ 張 りだす 。南 極表 層水 での 水温極 小 は、-O.
B8'C(53m)を 示す 。南 極表 層水 の下 層に 、深 層暖 水の1.?5'C以 上 の水温 極 大層(20
0～300m)が み られ る。54'Sか ら62°S闇 で は、 表面 で7.8°Cか ら1.3'Cへ と比
較的 に急 な水 温勾 配 を示す 。極 前線 域は こ の範 囲内に 位置 す る。51°Sか ら56'S闇 の20
0m～1000mで も、B.0'Cか ら2.5'Cへ と急 な水 温勾 配を 示す。 この水温 勾 配の 大 き
い 水域 で 、34.50%o以 下 の塩分 極小 層 が表面 か ら1000mに か けて 下降 し、90～120c1/t
の等 δT線 も対 応 した分布 パ ター ン を示 す。 一方 、34.?2%o以 上 の塩分 極大 層 が、38'S
か ら63°Sに お いて、3000mか ら500mに かけ て上 昇す る。流 速 は、全 体的 に 東向流 が 卓
越 して お り、51'S～57'S闇 で最 大値 の14
3Cザe'
.9cm/s(表 面)を 示す」38°S～63°S闇
で の総 沈 黙は、 東向流 で162.65x10監/sで
あ った。
1?0°W線:南 極 表層水 は、 鰻測 点 の最 南
端 で あ る70'Sか ら63'Sま で 北方 へ張 りだ
す(図2)。 南 極表 層水 で の水温 極小 は一1.
?8(44m)を 示す。 南極 表層 水 の下層 に、 深
膚暖 水の1.25°C以 上 の水 温極 大 層(200～
500m)が み られる。34.50%o以 下 の塩分 極
小庸 が59'Sの 表面 か ら沈 降 し、3B°Sで10
00mま で達 し、70～120cl/tの 等 δT線 も
対 応 した分 布パ ター ンを と る。 一方 、34.72
y.以 上 の塩 分極 大層 が、38'Sか ら70'Sに
おいて 、3500mか ら500mに か けて上 昇す る。
流 速 は、全 体的 に東 向流 が卓越 して お り、60
'S～62°S闇 で最大 値の12.4cm/s(表 面)
を示す(図3)。38'S～70°S闇 で の総 流
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2南 極 海 に お け る リ ン の 分 布
幅 井 深 角 谷 伸 之 岡 部 史 郎
(清水 市環 境 部)(東 海大 ・海洋)(東 海大 ・海 洋)
1.梧 鷺 南 極 海 に お け る リン の 分 布 に 関 す る 研 究 は0・46-0.73Pt9-at/2、全 リ ン2.53・-2.87μ9-at/2)は
Discovery　 Report(1940)以 来 、 無 機 態 の リ ン 酸 塩 を 基 海洋 構 造 と よ く一 致 し、 均 一 な鉛 直 分 布 を 示 し て い る
に した 報 告 が多 い 。 リン の 分 布 及 び 挙 動 を明 らか にす(図 一1)・ ま た ・ 全 リン に 対 す る有 機 態 リ ン の 割 合 も18～
る に は 有 機 態 及 び 全 リン も含 め て 検 討 す る必 要 も あ る 。27%と 変 動 は 少 な い ・ 一・方 ・ 大 西 洋 の 亜 熱 帯 収 束 線 付
演 習 らは 開 洋 丸(水 産 庁)に よ るBIOMASS-SIBEX・n　近(Stn・73)で は1000m以 深 の 全 リン 濃 度 が'一定 に も か
(1984/85)航 海 に お い て 溶 存 リ ン の3態(リ ン 酸 塩 、 有 か わ らず リ ン酸 塩 及 び 有 機 態 リン 濃 度 が 大 き く変 化 し
機 能 リン 及 び 全 リ ン)を 分 析 し水 塊 と の 関 連 に つ い て 検 て い る ・ 特 に ・2500m付 近 に お け る3態 の 濃 度 は 全 リ
討 し た の で 報 告 す る 。 ン2・56μ9-at/2・ リ ン 酸 塩1・58μ9-at/2及 び 有 機
2.力 決 採 水 後 、 直 ち に ろ過(WhatmanGF/C)した 態 リ ン0・98μ9-at/2と な り ・全 リ ン に 対 す る有 機 態
試 水 を用 い以 下の 方 法 に よ り分 析 した 。 リ ン 酸 塩;リ ン の 割 合 は38%と 深 層 で の 割 合 と し て は 大 き い ・ こ
Hurphy　 andRiley　 (1962),有 機 態 リ ン 言 保 田 、 柳 の傾 向 は 海 水 の 年 令 が 比 較 的 若 い と さ れ る北 大 西 洋 深
(1977)ら の方 法 に よ る 紫 外 線 照 射 後 前 述 の 方 法 に て 測 層 水 に 起 因 す る も の と考 え ら れ る ・ 南 東 太 平 洋(Stn・2)
定 、 全 リ ン;凍 結 保 存 しMenzel　 and　Covin　 (1965)の に お け る 全 リ ン の 分 布 は1000-2000mで 最 大 値(2・5μ9一
湿 式 分 解 後　 Aut。　Analyzer　 Iに て 測 定 した 。 紫 外 線at/2)を 示 し2500m以 深 で は 一 定 と な っ て い る ・ 有 機
照 射 で 得 られ る有 機 態 リン は 主 に 有 機 一 リ ン 酸 で あ る
の で 、 溶 存全 リ ン か ら リ ン 酸 塩 と 有 機 一 リ ン 酸 を 差 し
引 い た 残 りが 有 機 ポ リ リン 酸 と さ れ る 。
3.結 果 南 極 海(Stn.114)の100m以 深 に お け る溶
存 リ ン3熊(リ ン 酸 塩2.OO・ ・2.22μg-at/2、 有 機 態 リ ン
態 リ ン は0.06・-0.47μg-at/2の変 動 を し め す が 有 機
一 リ ン酸 は す べ て0.1μg-at/2以 下 と 低 い 値 と な っ た 。
これ ら の 傾 向 か らす る と 、 有 機 態 リ ン の 分 布 は 水 塊 の
層 歴 と比 較 的 合 致 して い る こ とが 推 定 さ れ る 。
図一1南 東 太 平 洋.大 西 洋 及 び ウ ェ ッ デ ル 海 に お け る 溶 存 リ ン の 鉛 直 分 布 。
IOP　:　リ ン酸 塩 、M-OP:有 機 一 リ ン酸 、P-OP:有 機 ポ リ リン 酸
T-P:溶 存 全 リ ン
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3《は じ め に 》
比 べ 大 変 低 く
い て 海 洋 観 測 が 開 始 さ れ る と
き て い る こ と が 観 察 さ れ て き た 。
型 を 比 較 す る こ と は 、 従 来 よ り 言 わ れ て き た 南 極 海 の 低 い 植 物 プ ラン外 ン現 存 量 の 原 因 を 説 明 す
る 一一っ の 方 法 で あ る と 考 え ら れ る 。 こ の た め 、 ブ ライド 湾 を 含 む 南 極 海 に お い て 植 物 プ ラン外
ンの 鉛 直 分 布 を 知 る 目 的 で 観 測 を 実 施 し た 。 又 、 南 極 海 の 植 物 フ'ラン外 ンの サイズ 組 成 を 知 り 、
ど の サイズ の 植 物 が 現 存 量 で 優 先 し て い る か を 観 察 す る 目 的 で サイズ 分 画 を 行 っ た 。
《材 料 ・ 方 法 》　 Van　 Dorn　 採 水 器 を 用 い た 採 水 は プ ライド 湾 内 に お い て1985年12月25日か ら
28日 の 間 にSt.1の 一一日 間5回 の 観 測 を 含 み 計9回 、1986年2月14日 か ら15日 に か け て 一 日 間 に5
回 行 一)た.帰 路 上 の 南 極 海 で は 、　 St.llに お け る 一 日 間 に5回 を 含 む 計to回 行 い 、 亜 熱 帯 海
域 に お い て も3回 鉛 直 採 水 を 行 っ た 。 採 水 層 は 水 深200mか ら 表 面 ま で の 間 で10層(0,10,
20,3〔}t50,75,100,125.150&200m)で あ る 。 試 水 の 濾 過 に は 網 目 幅20pm,5pmの
スクリー ンと ワッF?ンGF/Cを 用 い 、 試 水 を 連 続 的 に 濾 過 し サイズ 分 画 し たPnnフ ィrvを測 定 し た 。 クロロフln抽
出 に は90%ア セトンを 用 い た が 、 そ の 際 、20i]m,5pm面分 に っ い て は10分 間 の 超 音 波 抽 出 を 行 っ
た 。 か ロブ禍 測 定 に は 蛍 光 法 を 用 い た 。
《結 果 と 考 察 》1985年12月 と1986年2月 の 二 回 の 観 測 と も に プ ライド 湾 の ク口口フ禍 値 は 他 の 地
点 に 比 べ 約10倍 の 景 を 示 し た 。 昼 夜 観 測 を 行 っ た 二 地 点 の 鉛 直 分 布 は 、12月 に お い て5
メ1ml1以 上 の 極 大 値 が20-30m層 に 現 れ 、150m層 に 向 か い 漸 減 す る 傾 向 に あ っ た(画 一1;
上)。2月 に な る と5pgl-1前 後 の 極 大 値 は12月 と 同 様 に20-30m層 に 観 察 さ れ た が 、 ほ ぼ
50-IUO　 m　 に か け て 急 激 に 減 少 し て い た(図 一1;下)eこの 分 布 型 の 違 い が200m水 柱 内 の 現
存 量 の 差 に 現 れ,12月,2月 各 々408.9,331.4mgm-2とな っ た 。2月 に な り 約80mgm-2
減 少 し た 原 因 と し て は 、 第 一 に12月 と2月 の 海 水 の 密 度 分 布 型 の 違 い で あ ろ う 、 即 ち、12月 の
密 度 躍 層 は 小 さ く 緩 や か で あ る こ と に 比 べ 、2月 は 大 き く 急 激 で あ っ た た め'植 物 プ ランハ ンの 分
布 がVlに50m以 浅 に 限 ら れ た 為 と 考 え ら れ る 。 ま た 、12月 の 期 間 は 太 陽 が 沈 ま ず 一 日 じ
ゅ う 明 る い こ と に く ら べ 、2月 の 時 期 に な る と 約6時 間(2144-0418)ほど 太 陽 が 沈 み 日 照 時 間 が
減 少 す る こ と と 、 こ れ に よ っ て 表 面 水 温 が 低 下(-0.8→-L4℃)し た こ と も 原 因 と 考 え ら れ る 。
ブ ライド 湾 の 大 き な 現 存 量 は 主 に100m以 浅 に 現 れ 、 主 に20,pm以 上 の 植 物 フ'ランクトンに よ り 形 成
さ れ て い る 。12月 と2月 の 各yイ ズ 面 分 の 占 め る 割 合 を み る と2011iM以 上 は 各 々83.2,770
%、2〔}-5ilmは3.6,4.7%、5,um以 下 は12.7,18.3%で あ っ た 。
帰 路 上 の グ ンネ照 バ ンク域 の 四 つ の 地 点 は 従 来 か ら 認 め ら れ て い た よ う に バ ンクの 西 側 と 東 側
で は 水 温 、 塩 分 の 鉛 直 分 布 型 が 異 な り 、 海 洋 の 物 理 環 境 が 異 な る 水 域 に 属 し て い る が 、 植 物
フ'ラン外 ンの 鉛 直 分 布 は30-75m層 に0.3pgl-1前後 の 極 大 が 現 れ 、150m層 に 向 か っ て 漸 減 す
る 傾 向 の あ る 分 布 型 を 示 し た 。200m水 柱 の 植 物 プ ランeFン 現 存 量 は 、26.2-40.1mgm"2
(平 均30.8mgm+2)で20　 pm,　 5　pm,　 GF/C　 画 分 の 占 め る 割 合 は 各 々3.6,2.6,93.8%で 、 圧
倒 的 にlanoplanktonが優 先 し サイズ 組 成 の 面 か ら す る と 、 こ の 海 域 が 最 も 外 洋 的 で あ っ た 。
昭 和 基 地 北 方 南 緯65度 に お け る 鉛 直 分 布 型 は 図 一2の 如 く 、 クロロフx　rv極 大 は75-100ra層 に 現
れ 、O.3-0.4pgl-1の 濃 度 に 達 し て い たeク 口口フィn極 大 が 出 現 す る 層 は 常 に 、30-100m層 に
存 在 す る 中 冷 水 の 居 中 で あ り 、 密 度 躍 層 下 部 で あ っ たeO-200m水 柱 内 の ク口口フ/n現 存 量 は
28.4-37.3pgl-1(平 均33.3pgl--1)、20,um以上,20-5畑,5ρm以 下 の 面 分 の 占 め る 割
合 は そ れ ぞ れ32.2,14.4,53.4%で あ っ た 。 グ ン瓢 スバ ンク域 の 四 つ の 地 点 よ り も 外 洋 域 に 位
南 極 海 イ ン ド 灘 区.に お け る
ク ロ ロ フ ィ ル 量 の 鉛 直 分 布
0服 部 寛 ・ 福 地 光 男
(東 北 大 ・農)(極 地 研)
南極 海 の 植 物 プラン外 ン現 存 量 は 、 海 水 中 の 栄 養 塩 濃 度 が 同 等 な へ㌧ リング 海 に
そ の原 因 が 色 々論議 さ れて き た 。 しか し、25次 南 極 観 測以 後 プ ライド 湾 に お
、 南極 海 に お い て もベ リーング 海 の 春 のグ ルー ミング に 等 しい 現象 が起
プ ライド湾 に お け る植 物 フ'ラン外 ンの 分布 型 と他 の 海 域 の 分布
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置 す る こ の 地 点 で の20ρm以 上 の 面 分 の 割 合 が グ ンネre　xパ ンク域 の 値 に 比 べ 高 い こ と は 注 目 さ れ
る,,
南 極 海 と 比 較 の た め 亜 熱 帯 海 域 の 三 地 点 に お い て 観 察 し た 結 果 、 亜 熱 帯 収 束 線(Sub-
tropical　 convergence;　 STC)　 内 で 高 い 植 物 プ ラン州 ン現 存 量 を 観 察 し た 。LO7pg1-1の極
大 層 は30m層 に 現 れ 、50m以 浅 は0.91刃gl-1以上 の 濃 度 を 示 す が 、　 leO　 m以 深 で は
0.11ノ}g1-1以 下 に 減 少 す る 。0-200m内の 現 存 量 は80.2mgm"2、20μm以 上,20-5,pm,
51]m以 下 の 画 分 の 割 合 は 各 々39.7,t7.5,42.8%で、 植 物 フ'ラン外 ンサィズ 組 成 面 で は 昭 和 基 地
北 方 の 地 点 と 同 等 で あ っ た.他 の 二 地 点 で は511m以 下 の 面 分 が93%以 上 を 占 め 、 典 型 的 な 亜
熱 帯 外 洋 の サイズ 組 成 と な っ た 。 現 存 量 は 北 の 地 点 ほ ど 減 少 し0-200m水 柱 で 各 々3L7.19.3
mg　 m　τ存 在 し た 。 各 々 の クロロフィn極 大 は75mで0.29,ugl→1,tOOmで0.29μgl-1の 水 深 に
出 現 し 、 こ の 三 地 点 で み る と 北 方 の 地 点 ほ ど ク口口フ砕 極 大 層 の 出 現 深 度 が 増 す 傾 向 に あ っ た 。
こ の こ と は 、 従 来 述 べ ら れ て い る よ う に 強 光 に よ る 影 響 で あ ろ う 。
以 ヒの よ う に 今 回 の 調 査 結 果 に お い て も プ ライド 湾 の 植 物 プ ラン外 ン現 存 量 は 他 の 測 点 に 比 べ
10倍 程 度 高 い 結 果 を 得 た 。 衛 星 写 真 に よ る と プ ライド 湾 は 早 い 時 期 か ら 開 水 面 が 形 成 さ れ 定
着 氷 の 巾 に 出 来 た 湖 の よ う に な る 。 こ の 結 果 、 氷 で 覆 わ れ た 他 の 海 域 に 比 べ あ る 程 度 充 分
な 光 を 植 物 フ'ランクトンは 早 期 か ら 受 け る こ と が 出 来 る 。 同 時 に 、30-100m層 に は 密 度 躍 層 が
形 成 さ れ 表 面 海 水 は 成 層 化 し 、 植 物 プ ラン外 ンに と り増 殖 の た め の 条 件 が 整 う 。 元 々 海 水 中 の
栄 養 塩 は 充 分 存 在 し て い る 上 、 嵐 等 で 上 下 混 合 が 起 き て も 水 深 が150-300mと 浅 い た め 一 度
増 殖 し た 植 物 は 深 層 へ 運 ば れ る 事 な い 。 以 上 の 条 件 が 重 な り プ ライド 湾 に お け る 夏 期 の 大 増
殖 が 維 持 さ れ る も の と 考 え ら れ る 。 現 に プ ライド 湾 内 に お い て も 密 度 盟 層 が 形 成 さ れ て い な
い 地 点 で は 、 現 存 量 が 三 分 の 一 程 度 の131.3mgm-2で あ っ た 。
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5《1ま じ め に 》
65/66)以 来 、 表 面 バ ケツ採 水 法 に よ り 実 施 さ れ て き た。
船 「し ら せ 」 に 変 わ る と 同 時 に 、 さ ら に 水 深 約8mのrし ら せ 」 船 底 か ら 連 続 の ポ ンフ'採 水
法 も 実 施 可 能 と な っ た 。 そ こ で 、 本 報 告 は27次(1985/86)海洋 生 物 定 常 観 測 の 一 環 と し て
実 施 さ れ た 表 面 ク口口フ砕 量 測 定 に 加 え 、 船 底 よ り 採 水 さ れ た 試 水 中 の クロロフィル量 の 測 定 結 果 と
を 比 較 し 、 さ ら に 近 年 注 目 さ れ て い る 植 物 プ ラン外 ンサィズ 組 成 の 面 か ら 海 域 毎 の 分 布 型 を 観 察
す る こ と を 目 的 と し た 。 尚 、 ポ ンプ 採 水 連 測 測 定 結 果 に っ い て は 、 本 シンポ ジ ウムに て 別 報 と
し て 発 表 す る 。
《方 松 》*'ン フ'及 び 表 面 採 水 の 比 較 は1985年12月3日 フリー マンFre(t-XFラ リア)出 港 後 か ら12
月19日 ブ ライド 湾 沖 に 到 着 す る ま で の 往 路 間、 及 び1986年2月18日St,6か ら3月13日 ポ ート晰 ス
(モ リーシャス)沖 に 到 着 す る ま で の 帰 路 間、 原 則 的 に 一 日 に 三 回(OSOO、1300&1900LMT)行 っ た 。
試 水 の 濾 過 に は 網 目 幅20,llm,5,umの スクリー ンと ワットマンGF/Cを 用 い、 試 水 を 連 続 的 に 濾 過 し た 。
各 サイズ 両 分 の クロロフィルは アセトン抽 出 法 に よ り 抽 出 し た が 、 そ の 際20/um,5μm画 分 に っ い て は10分
間 の 超 音 波 抽 出 を 行 っ た 。 クロロフィル測 定 は 蛍 光 法 に よ っ た 。
《結 果 と 考 察 》 「し ら せ 」 の 往 路 及 び 帰 路 上 の 採 水 地 点 は 図 一1、 画 一2に 白 丸 で 示 し た
如 くtl1地 点(往 路)・ 　 3qtte点 ㈱ 路)で あVJ,　各 地 点 に お け る サイズ 分 画 さ れ た ク・・フ、・A量 及 び
表 面 水 温(黒 丸)は 緯 度 、 経 度 方 向 か ら み て 示 し て い る 。 オー ストラリア南 方 の 海 域 は 亜 熱 帯 収 束
線(S・b… 　 pi・ ・I　C・nve・gance・ 　 STC)、 亜 南 極 前 線(S・bant・ …　 i・　F・。。t、　 SAF)友 び 南 極 収 束
線(Antarctic　 Convergence;　 AC)に よ り 三 海 域、 アフリカ南 方 の 海 域 はSTC及 びACに よ り 二 つ の
海 域 に 分 け ら れ る と 言 わ れ て い る 。 表 面 水 温 及 び 栄 養 塩 の 変 化 か ら も と め たSTC,　SAFと
ACを 図 中 に 斜 線 で 示 し た 。
往 路 上 のSTC,　 SAF　 と　 AC　 は そ れ ぞ れ 南 緯38度、46度 、55度30分 に 位 置 し 、 表 面 水 温 は
16.1→14.4℃ 、10.6→7.4℃ 、2.7→0.9℃ と 横 断 の 際 下 降 し た 。 横 断 の 際 の ポ ンプ 及 び
表 面 採 水 に よ り 得 ら れ た ク口口フ砕a量 の 最 大 値 は 、O.38,0.36pg上1(STC),0.44,0.48
2igl'1(ASF),1.32,L38pg1-1(AC)を 示 し 、 各 海 域 で の 最 大 値 と な っ た 。　 ACを 通 過 し
南 極 海 に は い る と す ぐ に 表 面 水 温 は マイナス温 度 と な る 。 エンダ ーヒ"一 ランド 沖(東 経52度)ま で の
、
;t・dンプ 及 び 表 面 ク口口フ杣g量 は 地 点 間 で 大 き く 異 な り、 両 者 と も 東 経85度 、69度 、57度 に お い
て ヒ㌧ クを 形 成 し ・ 濃 度 は そ れ ぞ れ ・・7・ …72P・1-1,q.76,・.76N,1-1 ,1.15,1.18
11911に 達 し た ・ ・ンタ㌧ ヒ"一 ラ・ド 沖 か ら プ ライド 湾 ま で の ク・・フ・砥 は 急 激 に 減 少 し、 東 経50
度 に お い て 南 緯65度20分 ま で 南 下 し た 時 の ポ ンプ 試 水 値(O .41pg1'1)以 外 は 、 ポ ンプ 及 び 表
面 共 に0.20pgl"1前 後 で 一 定 し た 値 を 示 し た.各 サイズ 面 分 毎 に 往 路 に お け る 分 布 を 通
覧 す る と ・ク゜°フ・槻 存 量 を 高 め て い る 西 分 は 近 年 言 わ れ て い る よ うe・ 、2・P・ 以 上 のN。 ・-
plankt・nで あ り 、 高 い 現 存 量 を 示 し たSAFか ら エンダ ービ ラーンド 沖 に か け て は 現 存 量 の 約70%
を 占 め て い た ・ し か し ・　 STce・ お しナ る ・'一 クの 主 要 画 分 はGF/Cで 捉 え ら れ た5
,ll。 以 下 の
Nan・prankt・nで あ っ た 。　 ACか ら エンダ ーヒM-_ラ ンド 沖 に 認 め ら れ た 三 つ の ヒ'一クは 旧 来 よ り 認 め
ら れ て い て 、 成 因 が 種 々 論 じ ら れ て き た が 、 毎 年 同 様 な 地 点 に ヒ'一 クが 観 察 さ れ る こ と か ら、
南 極 発 散 線(A・ …　 cti・ 　Di…　 g・nc・)等 の 海 洋 環 境 が 影 響 し て い る も の 鵠 え ら れ た.
帰 路 に お け るAC及 びSτCの 位 置 は そ れ ぞ れ 南 緯52度、44-41度 に 認 め ら れ た 。　 AC,　 STC
を 横 断 す る 際 の 表 面 水 温 は 各 々3 .9→4.8℃ 、10.4→19.4℃ に 上 昇 し 、 ポ ンプ 及 び 表 面 のPnロ
フィrv　e量 の 最 大 値 は 各 々0.59,0.94pgt"'1,0.79,1.00pgl-1と 高 い 値 を 示 し た 。 し
南 大 洋 に お け る サ イ ズ 分 画 さ れ た
表 面 ク ロ ロ フ ィ ル 量 の 分 布
○ 服 部 寛 ・ 福 地 光 男
(東 北 大 ・農)(極 地 研)
クロロフィna量 を指標 と した南 大 洋 の 植 物 フ'ランハ ン水 平 分布 は第7次 観測 隊(19
25次 観 測 隊(1983/84)以 降 新 観 測
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か し 、 往 路 に お い て 観 察 さ れ た 値 と 比 較 す る と 全 体 的 に 帰 路 に お い て は クロロフィル現 存 量 は 低
く な っ て い る 。 こ の 差 は 従 来 季 節 変 化 を 反 映 し た も の と 考 え て い る 。 一 方 、　 STCとAC間
に お け る5/1m以 下 のGF/C両 分 の 割 合 を 往 路 と 帰 路 で 比 較 す る と 、 後 者 に て 増 加(63%)し て
い る こ と が 明 か で あ る 。 こ の こ と は オー ストラリア南 方 と アフリカ南 方 の 海 域 の 海 流 系 等 の 海 洋 構 造
の 差 に よ り 生 じ た も の か 、5/lm以 下 の 植 物 プ ランeFン の 増 殖 反 応 速 度 を 反 映 し た 季 節 変 化 な
の か は 不 明 で あ る が 、 何 れ に せ よ 往 路(12月)と 帰 路(3月)に お け る 植 物 プ ランtP　Fン現 存 量 の 大
き な 差 は20Nm以 上 の 両 分 と5,pm以 下 の 画 分 に 含 ま れ る 植 物 プ ランクトンの 増 減 に よ る こ と は
明 か で あ る 。
ポ ンプ 及 び 表 面 の 各 サイズ 面 分 毎 の 相 関 は ど の 海 域 に お い て も 高 く(有 意)、 そ の 上 、 有 意
な 差 も 認 め ら れ な か っ た 。 こ の こ と か ら 海 洋 生 物 定 常 観 測 の 際 、 甲 板}こ 出 て 表 面 採 水 を 実
施 す る 必 要 性 は 認 め ら れ な い う え 、 安 全 面 か ら も ポ ンプ に よ る 採 水 が 勧 め ら れ る 。 し か し 、
往 路 上 の 一 時 南 下 し た 地 点(南 緯65度20分)の よ う な'Nンモ・クアイス、 定 着 氷 中 で は 図 の よ う に ポ
ンプ と 表 面 の 値(0.41.0.20ρgl-1)は 著 し く 異 な っ た 。 両 者 の 差 は プ ライド 湾 に お い て も
同 様 に 認 め ら れ た こ と か ら 、 全 て の 地 点 で ポ ンプ 試 水 を 観 測 に 用 い る こ と は 、 過 去 の デ ターと
比 較 の1二 で は 危 険 で あ ろ う 。 又 、 水 温 に 関 し 、 ポ ンプ 試 水 は 表 面 試 水 に 比 べ 常 に0.8℃ 高
か っ た 。 こ の 理 由 は ポ ンプ 試 水 が 船 内 通 過 の 際 に 昇 温 し た 結 果 で あ る と 考 え ら れ る.
ヰCHL
.atμ91)












O`岬 一 ・ ・ 一 ・ ...弘 ・一■ ・■・・一..…








































6バ レ二 一諸 島t或 τ 潅見 られ 尺 ネ直物 フ ラ゜ ンク ト ン の
ブ ル ー ムー(っ い て
燃 離○山口 征矢 ・
(埼国大 ・纏)(東 水犬・R工)
菊 詠 産博 通 戯1く 鵠_、.ea_。._.phy,(f1。 。,e,CenCe)
BlbMA　SS　-F)　BEX航 海 時ドk,
ロス海 面締 毎口峡 の)Rし ニー言看2。
島付近 の用事重海において,埴 卿
プ ラ)ワ トンo)ブ)し一ムガぐ観 う4°
JKアく。驚 き{よこ1乙レ《,/各「種 の海_6・
況 調査や,茄 直 自然 寿蕨 施1,。
で きrJカ＼っ尺たグ)K,詳 細 なブ.E・
? ?? ?? ??
?? ?? ???? ??????????
67(bo'S
」翻
図ユ麟1勧 献 酬 フづノ゜°)ebN直
〔ブ/レ ム構 成種 の繊 〕
,し_ム の表ノ曽2k中.に,ま月≡藻類 が覆 出 して
光甜 藤 西 ・・mで1相 朔 畷 協 程度Kお り、その主珊 坂 ほ麹 鋪 う之あ ・ft。
3て ラ取哀 し尺。同道乙の→丈男Z刀'ら見 て,7圃 乏 これE)の種 の1手ヒん ど1ま,ラiぐ縁 σ)群集 －Xpvrlつ
扁 う三緋 噺 解 散 し殖 後て"tET・6rl,ヵ＼とvlpg　 ice-a・9・eと{て 蝦 鴨 勧 描 リ/
織 さ庶 ブ)レ ム1詠 の消 歎 坪っ て,ラK労 え弘3。
中の ・・e-a・gaeが賭 せ干 時的醸 ・礪 に〔植 物 プラ
ンクト ンの現 容量 と分布 〕 ヒとこ守っZい きカ＼,}で中、らをも?レcngsj亘しτく永 殉
なブ/レ ムの規摸`瑚 確 で仰 力・・ 藤 類 に わ て形旋 れ姓 の ヒ考 訪 れ夜
ftが、バ し二一端 厳 南端 ス9つ 高調 ゜
でほ,表 層5・mま で綱 立海勘(<5バ 着
しく、高震 度のワ口口フ今1レが測足され,そ0)表 ユ,表 層}永ヰ のーイ憂罐 、(Jan.30,10・00)値
ほ麦、面通 ㎏ て"2-4.5mg/m3ご あ)た。
まk,ス9一 ジ鳥 よ1月晒 方向 へ,鳥ka西 　 　 　 Species　ce…　/・i…
i6い め梅 香ニヒの ワ 口 口 フ ・llし綴{♂,スg,　 Thalassiosiragravida
ジ'島 よ り童 ざガ3K従 って1徐}《 に1減 少 し ノ、さ7　 Ni亡zschiacurta
)ワ 島i動 但'1三毎域 で1ま0。5　 mg/m3　 jlliil、度 に 寺て諏 　 Nitzschia　 obloquecostata
少 しk.こ れ うの値 は,ロ ス麺 」6岸 域1識11て 　 Thalassi・ ・ira　・p・
㌘ 競 譜18凝 禮蟷 篇1;;;羅;;;罵繧













7Distribution of chlorophyll-a, particulate organic carbon and 
  nitrogen in the southeastern Beaufort Sea in late summer
Kazuo Iseki, Robie W. Macdonald 
                 and 
           Eddy Carmack
Institute of Ocean Sciences 
       P.  0. Box 6000,
         Sidney B. C., 
          V8L 4B2 
           CANADA
      Forty-two stations were occupied for measurements of 
chlorophyll-a, particulate organic carbon(POC), particulate 
organic nitrogen(PON), total particulate matter and nutrients in 
the southeastern Beaufort Sea in the middle of September 1986. 
Productivity and light transmission were also measured at several 
stations. The results indicate that the Mackenzie River 
suspended matter and resuspended  bottoin sediments in shallow area 
(about 5 m) are two major particulate sources to the surface 
layer of the shelf. Further, near-bottom nepheloid layer was 
normally observed in the shelf and the slope. Compared to data 
collected from the central Arctic Ocean, the Beaufort Sea POC and 
PON concentrations are almost one order of magnitude higher 
throughout the water column (from surface to 350 m depth).
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南 極 定 着 氷 下 に お け る 沈 降 粒 状
有 機 物 の 周 年 観 測
o松
田 治 ・
(広 島 大 ・生 物 生 産)
は じめ に
南 極 定 着 氷 域 で は 海 水 中 の 植 物 プ ラ ン ク トン と ア イ
スア ル ジ ー が 基 礎 生 産 の 重 要 な担 い 手 で あ る が 、 活 発
な有 機 物 生 産 が な さ れ る 時 期 は 季 節 的 に 限 られ て い る 。
・方 、 ベ ン ト ス を 主体 とす る 一・定 面 積 下 の バ イ オ マ ス
は か な り 大 きい の で 、海 洋 上 層 で 生 産 さ れ た 有 機 物 が
周 年 ど の よ う に 下方 に 供 給 さ れ る の か 、 即 ち 沈 降 粒 状
宥 機 物 の 「鼠 と 質 」 の問 題 は 食 物 連 鎖 と 物 質 の 垂 直 輸
送 を 考え る ヒで 基 本 的 にiR要 で あ る 。 し か しな が ら定
着 氷 ドで の 沈 降 粒 状 有機 物 の 周 年 に わ た る観 測 例 は極
め て 少 な い 。 そ こで 我 々 は 沈 降 粒 状 有 機 物 の 性 状 と そ
の フ う ック スの 季 節 変 化 を明 ら か に す る た め 、 第25次
南極 観 測 隊(」ARE-25)の 越 冬 期 間 中 に 、 海 氷 ドの セ デ
ィXンF・ トラ ッ プ実 験 を 約1年 間 継 続 的 に 実 施 した 。
な お 、 この 観 測 は　JARE-BIOHASS　 計 画 の 一'環 と して 行
なわ れ た も の で あ る 。
石 川 慎 吾 ・ 川 口 弘 一
(高 知 大 ・理)(東 大 ・海 洋 研)
再 び30　 mg/mZ・day以 上 に 達 した 。
方 法
セ デ ィ メ ン ト ・ト ラ ッ プ に よ る観 測 は1984年1月 か ら
1985年lllま で 昭 和 基 地 周 辺"北 の浦"のStn.3を 中 心 に
12回 実 施 し た 。 口径15㎝ の2連 の 円 筒 型 トラ ッ プ は 海
氷 ド5m屑 と25m層 に 設 嗣 さ れ 、 揚 収 ま で の 期 間 は2週
間 か ら20日 間 程 度 で あ る 。採 集 され た 粒 状 試 料 の 乾 重
敲、　F'OC、　PON、　PP、　chlorophyll　 a、　pheopigments　 を
測 定 し 、各 成 分 の 垂 直 フ ラ ッ ク ス を 算 出 した 。 ま た 、
これ らの 各 指 標 間 の 比 お よ び そ の 変 化 か ら沈 降粒 状 物
の 熊 本 的性 状 を 検 討 した 。
結 果 お よ び考 察
全fi機 物iilの 指 標 とな るPOCの フ ラ ッ ク ス は1月 か ら
3Jlに か け て は 最 大383　 mg/mZ・dayを 示 し、 非 常 に 大 き
か っ た が 以 後 急 減 し 、6-9月 に は10　 mg/m2・day以 下 と
な っ た 。 し か し 、10月 か ら漸 増 を開 始 し、 翌1月 に は
PONフ ラ ッ ク ス の 季 節 変 化 は 概 ねPOCと 同 じ傾 向 を 示
し た がC/N重 量 比 で3・-8程 度 の 変 動 を示 し た 。 ま たPPフ
ラ ッ ク ス も ほ ぼ 類 似 の 季 節 変 化 をみ せ 、 そ の 最 大 は2、
最 小 は お よ そ0.05mg/m7・dayで あ っ た 。 こ の 際C/P重
磧 比 は40-170と 変 動 した が8月 以 後 で は50前 後 に 安 定
し て い た 。
一 方 、ch1.aフ ラ ッ ク ス の 変 動 はPOCの そ れ よ り も は
る か に 大 き く、1-3月 に1000以 上 、 最 大4500μg/m2・
dayで あ っ た も の が 、6-9月 に は10以 下 ま で 激 減 し 、 そ
の 後10月 か ら1月 に か け て 急増 し た 。 従 っ てPOC/ch1.a
比 の 変 動 は 著 し く、50か ら2000に お よ ん だ 。 こ の 結 果
か ら 、5--g.月 頃 の 冬 場 の 沈 降粒 状 有 機 物 はch1.a　 含 有
率 が 極 め て 低 い の で 、 植 物 プ ラ ン ク ト ン や ア イ ス ア ル
ジ 自ー 体 で は な い と考 え ら れ る 。
乾 重 量 で 表 し た 沈 降 物 の 全 粒 子 束 は1-3月 に は600mg
/mZ・day以 上 と 大 き い が5月 に は 急 減 し た 。9月 に 微 増
した も の の 、 顕 著 な 増 大 が み られ た の は11月 に な っ て
か らで あ っ た 。 今 、 仮 にPOCの2倍 を有 機 物 景 と して 試
算 し て み る と、 全 粒 子束 に 占 め る有 機 物 の 割 合 は　POC
フ ラ ッ ク ス の 小 さ い 時 期 に は か な り小 さ い 。 これ は 非
有 機 態 沈 降 物 が 少 な くな い こ と を示 唆 す る も の で あ る 。
以 ヒか らch1.aの フ ラ ッ ク ス は ア イ ス ア ル ジや 海 水
中 植 物 プ ラ ン ク トン の 変 動 を反 映 して 著 し い 季 節 変 化
を示 す が 、　POC・PON　 フ ラ ッ クス の 変 化 は こ れ 程 に は 極
端 で な い こ と が 判 る 。 即 ち 日射 の殆 ど な い 厳 冬 期 の 海
氷 下に お い て もch1.a　 を 含 まな い 、 お そ ら く デ ト リ タ
ス的 な 粒 状 有 機 物 が5-10mgC/mZ・day、1-1.5mgN/m2・
day程 度 の フ ラ ッ ク ス と して 定 常 的 に 下 方 に 輸 送 さ れ
て い る こ と が明 ら か とな っ た 。 こ の 粒 状 有 機 物 中 の 起
源 の 詳 細 は 明 ら か で な い が 、 捕 葉 物 に か な り の養 親 が
見 ら れ る こ と か ら、 今 後 動 物 プ ラ ン ク トン の 糞 粒 形 成
能 や そ の 餌 料 価 値 に っ い て も 検 討 の 必 要 が あ ろ う 。
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之お パ 確 脇,第7躰 ジ ボ釣 ム)・4結 果 ヌ 出現 した藻類 雄 藻類,蒲 鞭毛藻
・しかLie.e.at2aeの 繊 蝋zつ ・・エ1古1巻 か5類 珪質鞭 毛藻類 などだ.び.latt目 の珪
夏i三かけZの 個 個di標 本か5得9れ た知 見 し 藻類 力綱 て高t畷 占度 を示 した.年 間 左通
晦 く 鷹 合 ・加 颯1個 なピ),年 間gtsし し咄 癖 の為 か 、た種 は.〃2sCh'b
罐 雄 の跳 は不明iあ5・ 　icea亀αe"種 鱒 励14eSμ!・ ω油w∫ とe〃ata、
慧諾諾舞鷲欝欝曇鷲蕪二㌶惚惚齋纏1轡 忽霧竺纒
関偲 を解 ρ財5xi極 めて重要であ る・ 目σ)種1守蒼 から鉄 の,　rcealg久e群 集の環海
瀦1‡1q8坪3月 か5評 岬 にか1ナ,1詔 量6曝 丈ヒな 譲 蜘 塙 ・出癖 株 し.現
和 基地駆 確 点 散 擬 採集 し,海*中 の 寿星 ⑦増tnに 短 く・寄与 して・・3Cと 芳潤5
織e躍 鑑犠し‡纈 齎驚 霞疇㌫蹴鮮麟 瓢
部 ・瑚 過 ろ喋 中む ニ ヒば明 らb＼ヒな・ て 験 ・た.難 蝋 下ぜ いまU鉄 腕 弍3
杏 り・てσ・結果をふ9jLて 趣来下部 に見出t本 縫fX、rvab－中か3趨 沫 中 へ総 行す3こtE十、
煽 徽(・ ・hrp}・ 噛 副 へ1磯 紬 螂 唆 しz・・3・ 託 潮(融 直後 の∫91DA
H。rn・ぽ 必 ・n　p岬)噌 蜘 成 の翻 障 化 の裡 本にφみPte6珪 藻類 獺,め ら幟。 こ
につ鴎 組 討3・ 貼 り.獅 噛 の溺 ・下網 藁 類群集1よ,
蝋 親 親 コ 繍 ・1蟻糠 婦 加.1(水 一部 噸 殖 轄 註 な(.他 ・BIAHqgqヒ
藻nの で擦 集 した・k柱畷 榔(2・v10c・・」1)峰 な弘 仁 ズ吐 よ り影戯 厩 ゴ カ遜'$
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Table 1. Standing crops of phytoplankton and zooplankton groups 
         in the water samples collected under the sea ice in Lake 
         Saroma, February 1986 (cell or individual number/liter)
Station and sampling depth (m)
Plankton group (species number) 
                                          0.3
Station 3 Station 11
2 5 10 0.3 2 5 7
Diatoms (25 spp.) 
 Dinoflagellates (12 spp.) 
 Coccolithophorids* 
Silicoflagellate (1 sp.) 
Monads and  p-flagellates* 
Benthic  foraminifera (1 sp.) 
Holotrich ciliate (1 sp.) 
Oligotrich ciliates (10 spp.) 
Tintinnid ciliates (9 spp.) 
Copepod 
  Nauplii* 
  Copepodites (2 spp.) 
Benthos larvae (1 sp.)
16,367 
   413 
   10 
   20 
   14 
  274 
46(2) 
   11 
   10
10 ,288 7,943 11,385 
299 105 513 
 19 28
20
       1 
   1 1 
360 248 70 
84 135(1) 31(1)
9 8 4 
8 10 7
8,933 11,384 
 290 177 
          16









  408 150 






   79 
54(4) 
   4 
   4 
    2
* Species were not identified .
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サ ロ マ 湖 海 うk中 の　 Ce　 alZαe
渡辺 研 太郎 ・福 地 光 男 ・谷 村 篤 ・星 合 落 場
(極 地 研)
4降 道 オホ 」燐 三鵠 ぼ 酵 素 来 状 繊 ・,こ 肩 ブ に サ・マ・fifiin)k中力哨 報 告1・KF-
sx　¥laQて"1瞳 海 北 却 の勤 海{・7x・,?v南 にあ5・htα の最 大 値 は.　 lqワ8年2R8日s…7に、.
締 と ・ て 知 ら 娘 い る.　 V'・・iliHで't;1肺 お 鳴 ・5、8BMe・m'3(H・Sl・ …iS`F"k・e;fi;,t98t)マ
[b4-Hじ 伽 丁 酬 内 状 継 ・ 、 ・・-cau"1=rsA;)t)、Sヒ・2欄 ら 緑 最 高 イ直t・'Eの 約5倍
孟 し 時 氷 の 千 都 に ・謙 褐 色 講 鮭 里 言}舳,r・.肉 眼 的1諸 色 力湿 励 ボ ∫ カ・・r=
、・e・ls・e群 集 や硯 ら 嶋 。tS)k期 ・ サ・マIH・("他 の3点 で も 三 麻 手 獅 に1摘 濃 厚 ・ 剥 α桁{
⑦ ラ毎#生 物 調 査ll、 　 こ 淑 ま で あ ‡ リtrl・JtO・h.検 分 さvl・・r=。 海 氷 中 のdhLα{26量tl.最－F書6
マ 晒 ず.vazaと し マtＬH・g,・o,},gNr・1(uclfi;(1・8Dの3.,tscV?"・.S・・4-4・ ・9・2'㎡21達 しr・.前
袖5aみ で 耐 。 編h1"984nzH中 旬 、記 の 報 告 η・ら9th・r・ ・;M)k中 の ・hl…　 aＬr}i
サ。マ.fttHPti'-kH.とiS*AT　1〈 を 採 集 し.ク 叩 α・34一 し・3噌 ・㎡2に 上ヒ ベ マ も'm〈 ・ 氷 高 詠 中
,,,、(Chl.。)量 地 を 測 定 し ε の で.・,h.2?"の{Ets量・.64・ ・6・・"{・"・M'2(…6・n7ihfig値)
得9".F,ffaと のt慮 詰 め 報 靹5.と 比 べ マ 倒 輻 射 い し 約7・AEtuうMい 値
(k料 お よ び 方 法 〕?あ っ 「=・
1994耳2日,・.'6極 目,・7'・ マiEfldヒ 醐 のas　 → 海 ラk直 千 綿 ・c"1・al摘 記 雛 の 値
栄 森 漁 港 のkく の4.e..(図)1・ お ・1マ　 SIPRE　 α・9-・ 」4呼 ㎡・1・比 べ ・1ケ9"・6Zケ9「aく・
千 フkを 採 集 レ.{止 しそ㌦hク ラス77イ 八一7イ ルター
(ワ ットマンG・F/C)ぎ 炉 」亀 し!三 〇 フィル9-1‡Stv;ck-
la!n(18へParsonS　 (tq「12)の ナ7ラ敷tミ ミ準 じ,t'ヒ 大7k
産 学 昔時 遊 生 物 韓 諺 の 日t23日 型 分 光 光 度
言十|二 敬 うヒ ゲトソ6ユ_ニッ ト を 耳スイ寸t† 「三≡接ミ置1二 よ')
cちtαs・ 」 ぴ7エ 才 色 素 量 が 測 定 ユth.r=。
〔結 果 〕
各 ‡采集 魚 に お1†}締 雪 、 うk厘 、 海)k千 部 の
築 色 、 毎 夕k千 都3伽 層}づ 」 び 海 氷 直 下 メく中 の
CkL　a濃1夏(寧 均 値.土3検 体 の 、標孝 偏 差)、
色 素tt((凱 α の 、晶aと フェ1色 桑 と ¢kOに 対 可
5比)を 表 に 示 す 。

























pigment　 ratio　 of　 lowest　 3cm
layer　 of　 sea　 ice　 and　 sea
water　 beneath　 the　 sea　 ice



















水 中 エ ン ド ト キ シ ン の 微 量 定 量
一 サ ロマ瑚 海 氷 の エンドトキン ン 一 一
罵睾 萄 ・疹未f蔦 ・星合 青男
(IIZiE.ii・産)(極 地;研)
〈t'まじあ に 〉
エ ンド トキ シ ンばタ ラム陰性 菌あ外 膜 成分 ンは 平均49.3柏F渕 であ っ†ヒ。
であ るが ・それが 多彩 か つ強 力雄 物 字性 呈 サ・マ湖 の港 樋*の エ ンドトキ シンぼ上
t;"っこヒ妨 ち く筋 広 範 な研 究ザ進 鵬 れ 方 か ら下 方へ の違 い蜆 ら紳.平lig3.346
た(黒 蜜・前 島.t`?s3)。 その微量定量 は 困 噂/劔 であ 。た 。麹 ト遍 ラkも上 下の違 いぼ小
難で あっ†ミが ・1近年合 成 基質 乞用 い罹微量定 さ く. 平均t,ワ36仇 鞠 であ ・往。楚 内外 で・
量素 噺 鞭 糺 広 い分 野 に却 て エ ン叫 就 中 エ ンド トキシ ン濃 艶 平 均 値1こはft計
キ シ ンの定量 解キ斤が開tSlkた(黒 澤 ら・19学 的虜 煮ン陛(Ct二 〇.ot8)の あ る違 いザ見 られ
95)。 われわ れ はこの 方1去でP多/d乏 の エ ンド た 。
トキ シ ン起是 動 き るこ ヒに着 目 し、地 球上 工)ド トキシ ンフ リー ヒ喜煉 る鵠 梱 蒸
で最 姓 物 ヒの関 り合い が少な い ヒ考 え られ 留*:の)購 試 料 は 那 轍 の エシ ド トキ シ ン
る極iVSSIの －bktpめエ ンド トキ シ 沌 定量eWltr　R度gx.し 長ガ トエ トコ漁港 周辺 の翻k申
し・生態 系 ヒの相 関 につ き検 討 するこ ヒを企 のエ ラド トキ ヲツ値 は敬 弔鞭 のか ダレ であ
画 しヒ・ リ、エ フドトキ ラン7リ ー の!ぐック7,・ラ ウγ
賀 纐 ・ そ 畷 蟻 紅 斑 紳 エ ン ド ド値 駄 き く上 回 ・てい脈 め 、それ鰭 礪
トキ シンの測 起 去の確 醜 目論 み そ繍 度 した補 鴎 の罐 は認 醐 か 乖 .微 らく
ヒ限 界 乞確 認 し・氷 および そめ周 辺の 生態条 米 中エ ン ド トキ ラ ンの測 定 に関わ る今 回 の試
が比較的 明 ら""「xサ ロマ」胡の海氷中 エ ンド ト 料 処 理ラ去て:・IZ　:d)IS,lliのコ ンタミネ ー ヲ9ン
キ シ ン定量 琶試み 尺 。 は遅しけられ ないもの ヒ思われ る 。
ラ昼肉 では港外 に比 レ、よ リ高濃度 に エン ド
〈材 料 ヒ方法 〉 トキ う)が 存 在 し島 た 惨 しと 下の 間 にぼか
測 定ラ勧 確 立:エ ンド ト・eシン71J－ ヒS刺 均 一 にエン ドトキ=v)が 含 まMる もaヒ
われる;主帥 用蒸歓(大 塚 製薬)を 凍結 し 、PvわMrz　 。海氷 中のエ ン ド トキ シ ンラ則這の報
その割 断面 か ら、加 熱 した外科 用メ ス(フ ェ 告はノ揮 いが 麹水 中⑦エ ンド トキ シンで・は
サ・一)で ・エ ンド トキシ)フ リー ヒ して試料 太 平ヲ羊1.11鰍 、 イ ン ド弾1.64噂!紬('ci5
セ採取 した。試 料 は ただ ちに2与oセ ・3hいsリ 、南極氷縁 に向 が う1て従 い、低 濃 度 ヒぼ・
乾 熱}処理 した試験 管に 収容 し.エ ンド トキ シ てゆ く ヒσ)報告(富 永 ら、rg8ら)げ あ る.う ≡
ンも測定 した 。同 様の方 法 によ リサeマ 瑚 で た 二・ジマ ス 芝≡/飼菅守 る脚 水 中エ ン ド・トキ シ
採 取 しr-:sep}〈.)y中 の エ ン ドトヤ=7ンE測 定 ンb・198Pg/daeで あ,蔦 ヒUう 糖(ve"4.
しE。 コアの採取 は1995if2月24日 に、 トエ1995)な ビから考 え合 わ せる ヒ.サ ロマ刻 の
トコ港内 および そ(力西方 のラ巷外の二.ケ所 で行 通水 中エ ンド トキ シン はやや 高 い もの ヒ考 ラし
っr-一。採 取 コァ ほそれ それ5て)c凧、お'よぴ'31crntち れた 。ま た港 内で は港タトのラtesdくよ リェ シド
であ り・こMgl910・v15cm¢ 長 さに分割 した。ト キラフ値は高 いニヒか ち港 内 では老 外 よリ
前 者は4分 割 ・後者 は3分 割 され1ミ 。エ ンド・生態 系 一－maの語性 が 高 い ニヒが予測 され 伝 。
トキ三ノン定量|まPNA合 ぢ)ミ基濯ぎラ去、てyあるト・ヤシ
カう 一(生 化 学 工業)乞 用 いて行.た(黒 澤
ら、tg8S)。
〈結 果ヒ着鼻 〉
エ ンド トキ5ン フり一の米 中エンドトキシ
一20一
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南 極 海 及 び周 辺海 域 の リボ 多 糖 の分 布
冨 永 裕 之 福 井 深 田 中 重 則
(名 大 ・水圏研)(清 水市環境部)(生 化学工業)
1.緒 言
南極海 の物 質代 謝 の研究 の一環 と して、 海洋
細 菌 のバ イオマ スの 分布 を明 らか に し、低 温海
域 の微生 物 に よる物質 代 謝 の特色 を明 らかにす
る 日的 で木 研究 を実施 した 。海洋 細菌 の算定 法
には様 々な手法 が用 い られ て来 て いる。蛍 光発
色に よる 直接 計測 法 な どが一 般 に普及 され てい
るが 本研究 に おいて は正確 で測定 に比 較的 時間
を要 さな い リボ多 糖(LPS)に よ る測 定法 を用
いた 。
LPSは グ ラム陰性 菌の細 胞壁 外膜 を構 成す
る物質 で あ り、 こ の物 質 の様 々な生物 学的 活性
が報 告され て きた 。海洋 の細 菌 の大部 分 がグ ラ
ム陰性 菌で構 成 さ れて い る。 これ らの知見 か ら.
LPS量 測 定 は海洋 の細 菌 バイ オマ スの指 標 と
な るこ とが明 らか にな った 。
LPS測 定 は、　Levinら が カブ トガ ニの血球 抽
出液(ラ イセ ー ト)を 凝 固させ る現 象 を利用 した
ゲル 化 リムラ ステ ス トに立脚 してい る。ゲ ル化
現額 の機作 の生化 学 的研究 の発展 に伴 い発 色合
成基質 の開 発 がな され 、 リム ラステ ス トは 客観
性、 高感度 の面 です ぐれた定 量法 となった 。 し
か しなが らカ ブ トガニ凝 固 酵素 に関す るご く最
近の研 究結 果 か らグル カン 系の物 質 によっ ても
LPSの 活 性化 が なさ れる こ とが明 らかにされ 、
従 来 の定量値 は必 ず しも正確 な値 を示 して い る
とは 云え な くなっ た。従 っ て本研 究 では グル カ
ン 系 の 物 質 に 反 応 し な い 新 し い 定 量 法 に 基 づ い
て 南 極 海 及 び 周 辺 海 域 のLPSの 測 定 結 果 に っ
い て 報 告 す る 。
2.方 法
海 水 試 料 は 開 洋 丸SIBEX-ll(1984/85)航海 に お
い て 採 取 さ れ た 。 定 量 法 は 冨 永 ら(1986)に 基 づ
い て 行 な っ た 。 本 法 は き わ め て 高 感 度 の た め 、
測 定 に 使 用 す る 実 験 器 具 は す べ てLPSフ リ ーに
し た 。
3.結 果
得 ら れ た 結 果 の 中 で 一 例 と し て 南 東 太 平 洋 の
西 経90° 線 に 沿 っ て 南 緯46° か ら 南 極 海 求 縁 に
至 る 観 測 線(Leg　 A)の 各 点 で 得 ら れ たLPS量 を
水 域 別 及 び 深 度 別 に 整 理 し た も の を 表 一1に 示 し
た 。 各 海 域 の 表 層 のLPSは 亜 南 極 海 域(SAZ)、
南 極 海 域(AZ)、 求 縁 水 域(NPZ)と 南 下 す る に 従 い
減 少 す る 傾 向 が 見 ら れ た 。 植 物 プ ラ ン ク ト ン の
現 存 量 が 亜 南 極 海 域 よ り は 南 極 海 で 多 い と い う
知 見 と 考 え 合 せ る と バ イ オ マ ス の 面 で 相 反 す る
対 応 を 見 せ て い る の は 興 味 深 い 。
各 海 域 で のLPSの 垂 直 分 布 は い ず れ も 表 層
か ら 深 層 に 向 っ て 減 少 す る 傾 向 が 見 ら れ た 。L
PSの 深 度 に よ る 減 少 の 傾 向 は 亜 南 極 海 域 で 顕
著 で あ り 、 南 極 海 で は あ ま り 顕 著 で な か っ た 。
南 極 海 及 び 周 辺 海 域 に お い て 得 ら れ た24観 測 点
の 結 果 に つ い て も ほ ぼ 同 様 の 知 見 を 得 た の で 報
告 す る 。










































(はtジ め|二)戎 イ本|言フk,量躍ン唇 よ ヲ下 方1こ,　tffフ差}イ固イ2ド11;上言
北 極 海種 の0吻 ρ∠eeCfra　uarehOetゲereL　 ∠oム ー に公序 が 展 定 さ)krて お弓,両 者i3垂 直 的 に明
媚i,　 itr:大面 洋 で は,1乙 種 海 表シ皆 か ら流 氷 す 確 に 分 離 さ れた、分布 を示 した。
る ラ グ ラ ド'1レ海 流・に乗 ・て ニ ュ ー ファ ン ドラ　 OLhop∠ea?-aの 分/7は 海 ・kの動 きに き わ め て
ン}ご畠 遥1辺,ま で 分・存 ず る こ 乙が 矢口ら れ て1)・る.受 動 的 一で,在1カ ＼ろの;秀 ∫永力 で∵霊ノ髪麟 を遙1ミ置
弓 、 砒 痔 洋 で 川 べ づ ング'勧 醗 に お すろ 乙・誘 えに く・・の て',表 層 で の嬬 個 体
itる フラ:・ 外 ン痒 集 が 不fc・A・で'あ ・た 儲 の 大量 宏 現iE;,晩 春 方・う初 裏 にか 戸 温度 躍
か パ 組 ノ浄 石 龍 は ば 硯 さえ記 録 さ泥 層 が 充分 に発 達 ずる 以 前 ・,表 層 に 分漏 して
てu㍑ ・㌧.最Yt,　 ;lgk;ベ ーyン グ勧 い 祀 成 熟個 体 が 受精 嘘 即 した こU.1・ よるe
師 友陸 土用 ビ裸像 さ 〕れた プ ラ ンク ト ン標 本 を検 の 乙考 え ら れ 、る。 この高屋 ノ髪分布 威 は覚 者 へ
鏡 肪 焼 鈍 得,糎 砿 嬢 魔 諒 し,そ の イ鰍 て い る 璋 力・ら、 鰍 巳した群 、献 づ ン
分 ズP威 を昭 握 する 二 乙が で き た の で,こ こ に ク海 東多Pの 大陸 棚 を北、上 ずる流 れ に よ って垢
ご報 告 鰭 次第 で あ る.極 海(チ ェ クチ 海)へ 躍 ば 煽 毛 の 饅 像
(栽 料 あ・よび 方 法)さ れ る 。
馴 した フ゜ ラ ン 外 ン標 本 砒 海 道 博 あ・o拗 吻 砺 祓 赫 温度 鶴 下 破 ・隠
しsろ 蘇ilLの 第9S次 航 海 右 よ び お・し3ろ メ乙IV-(<o°c)/脅 一に豊 富 に・分布 して 、)た セ ン トロ ー レ
の疑 鵡 纐 の臥 べ づ ン グ海 醐 の罐 ン1.katS　 rt.,　/tf　t!　;ア(ラ 嘲)が し帆 ば
初耳に(、 そ れ そ^れ/79S.年i7月27日 ～8月3日.潅 見察 さ れ ろ7}〈域'で ちあ る。 プラ ンク ト ンの介
卵 碑 閂23日 一 問4日 に採 集 さ 眈 も のk乙 オrリ ニ ア の 関係 を調 ・くろ こ と 罐 味 鰯)
で あ る 。 裸 像 ぱ 図11:示 ず如 く,/983年tJ73.課 題 乙思 わ れ る。
β86年 は 簿 の海 洋、観 測 ξ、に あパ て 、　NORPAC
ネ ・ ド 網 地 夕嵐 醐 、 船 ・.3Smrt)を 用 い,,,・
て 海、,1'li{5.Lカ・ら表 面 ま で ・ブり垂 直,曳 が行 なわ れ
r・.1f86年 に ・ま数観gue.i二s・'1)て 、 同時 に 口
径4S－二尻の戸璃f萱ネ ッ ト(目 合0/0〃t〃t)を 昇JL」て
重直 匡・分 採 集(湿 度 躍層 を は さあ 工 下層)が
実滋 」κ た.
(結 果)
硯 ・〆 ω 厩　'thanbOeffenL　 la　ヒ ン ト ロ ー レ ン
ス 島 周 辺 辞 ・引 こ分序 し,フ 陽 乙塩 分 パ す。
き ヲ乙 したZ層 構 造 を な す、L)わ ゆ うMdma
泌4　 XLVMZhaで 分庫 量 が 多 力＼フた ・ げ し
水柱 全 体 が 均 一 な　Co.鋭da.il　4〃tha'にt1殆 ん
5'di!免 しなカ㌧ た.島 の 東 と北 にl」 高裏 表(
最 大個 体 教 皇 度752d,zdU/m')の 分、脅威 が 認 め
ら れ・、:れ は初 夏 にノ産卵 さ}拓、 卵多イ乙 した と思
わ れる尾 音P」長2～3〃tm.の 幼若 イ固体 か う なフて
nた.-6,島 の南 で1コ尾 考pa20・ ・n/こ 蓬9
ろ成 体 が 主体 で(御 繊 雲雇62-9/im/nt3),
王佐城 に よ.て 発 育 の遅 速 が 認 め 弛 た.ま た,
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オ ー ス、 ト ラ リ フフ ∫勾 配i菊 フく シ手 に お け3重 力 芽勿
プ ラ ン ク)一 ン 差手 集 の7k手 合　Z7r
ム 田 屑(北 大・フド 産)
(醐)網 綱 融 象・嫡P・ ・k-in,i3で の 師 纐F継
南 嚇 生9諌1・ おい て1廷 換 ム オ・繊 とEigt趣 肪 種 ε 祠 い ・う 財,歎
き れ て い うが ・{杷 の 一 角隻大 型.{初物 プ ラ ン7Fし て ・、た。
ン 場 証 擁 し てv・ る・P・ ・蜴{・ お 間 端 午(榊 .〔ム_,.。幅 極_、A,P..2、c.一
そk5一 の 飾 の 搬 は曝 勃 鋭 才牝 、・・1・,P・1,・M・tta,Ats,klP.a.,・_.e、、,G。,,..,。?。,7TA。/、。Ua,
!°°つ 瀞 に 生 物 動 焦 れ て ・・る こ とて・ 嗣 ㌍,lil.a・ 。1。、,',,.i,・X&・lrl'gLtA..。。 の!・棚 糟
イ本 ワイ ズ の 太 き＼・生 護 か い あ し鎮 が多見存・そ の がK多 丸し一た。{h多 見個 住 数 メ・～・み3ヒ かk、 あ し
鯵 ηに 鍾 な イ劉 れ っ こ ヒ が斗鏑 され た(編 嘘 舳 靖 越 レ 全 ・憾 靭 御67以 を
Y… いk・ ・… ・・'セ繍 中)・ 綱 覧t鋼 棒 の観 占 め'L・ ・セ.モ の 伽 ク・'レ つ・噛 碗 虫 ・見
髄 わ 礼 ラ ソ禰 楠 阯 つ ・纏 薗ぺ 一 頃 継 郷 ソ ー 軌 轍 耽 τ ・繊 桝 ム。.
靴 備 イ ズ の別 か 拗 た鋤 プ ラ ン7Fソ71λ aZt.`t(zza　)S'　X　Zs'　Eq,Aa"s・aaa,　{S}ti!>tZFi　1;　Ga〈tr-ope。.
緕 紅 組 した・ か ・・紅 蜘 つ … 雌 毎 雇 顧 τMPP・ ・a・、、1。.・。　t　C.AntnghatAaオN'A'z_lＬt
{・生 物 雛 才寵 し・ カ'い あUlgn(g.・ にhthるllllSL-z.・・し 靴 τ久止 山1醗 ・tS.9で る,.擁 蜘
蟻 的 眞・知 内 て ・今味 した.94.S/.,3?.・7・!.1hipI},ハ げ漏.1.IXS,.P・ 一.tS.4
(材 料 と 力法)でAza、4k9・/e,44?1.Ebth最t鼻 越 した 。
伽 勿プ ラ ン7kン 継1拍 触k冊 一轍 ハ レ'・.77,。 い 、よ る 撚 τ 醜 列 ズ
海 加 階 〃 月21い 加 年 ユ 館 田 の 縢 砺3と 網 綱 少敵 ・甑ぽ 大 ・Cha。a.aU、。、
tl」°°E'C"5協 牡 卿 ゜-9S"Sf・Aの 討 〃 測 点 躇S・S・WL,9。Ap・,P.ダ3の ヒ 硅3動 物 プ ラ ン7ト
t5れt=£ntあ3・ 動 物 ㌘ ン7け ξ翻 ンが キ繰 と れ た 。 脱 鰭 袖 本鯖 勧 続
瞬 婦 芝 精 した 偏 岬 ・・ れ ト 句!_加 齢 纐 纐 龍 南キ鋪 線,挑 の 、願,
1}4S・ ・",k「aarl・ ・33….i・ ・1・吋 の!S・ 一・3瞳 て は 趨P傷 の光 絃1で1-2.、en_diakZ－ ド(ft
苛 に 刈 株 繁slt-s　 この 献 酬 掛 重縫 観 剛 直)柚3がS、 .7z-193一 転 に、∫は τ は,o
恥 イれ た・ イ射 緑 橡 靹 劇 本の∫鯵 競h,N・)IK)一 の 鋪1託 一1・s・MS・ れ た.綱 の 場
追懐 し 障 ・ 鋤 物 君梱 こ励1し ひ 射 に 劔(ム ,凶.(i・ ・V－醐),儲1よ 海,ア.
つ'"し 個 イ±EkS」 ・・1一イrSEILsa`度 した・ ウ'・、あ 柚 量 に手繰 されt・一)・L.t・〉,て ・・る。k極
し緑 「肛 τ 瞼 ぬ 硫 観F昏 靹 計 数 し泡 τ1よ 胤 い ど。 ・te.て ・-1...1・t-1〈 一が ね
憐 れ ちP鳩 ・一 ～7酬 ちL'　 zム・a・gx9)kが.P"しノω・叛の ∫… .PPヒ4τ は トユ.・にt－
よ ソ纐 縫 紅 拗 仁 ドが い れ ・ こM.1"AfP… 」…ta… が 興 した こ
幌 別 ℃ に よ3も の で あ,お/..以 下 お 施)..郡
鮎 鵠 勧 令 紅 肩 と 醐 孝 お よz… 憂fa力 畦 俳1訪 硝 曽惰1僻 勾a牝 紅 南 極
大綱 航 は6姑 一纐9・ ・ん・哺 幽 ふ リセ ・ト 膏躁 法先τ193zパ3砿 醜 海 飢4鴉% ,z771.
・'1紅 あ・ た ・ しカ'し 飾 紐 域 の∫・ユ てdV　 でth)た 。4本 材 だ 男'1の動 物 蹴 鍼 顧 ると
・レパ 椥 吻 針 控 駆 れ 一 ず1ク陶 τ お た(4・1・{1・4-.....7t。.・エ9.,.礪 莇9τ 腕 比 嫉、
与7'/・7ht3/ns')g・ 相 潮 し ・ 綱 海 琳 ・蜘 蛛h…y)し 類 禧 もイ挺 し.・taxncヒA,,b,」:("1、):。,
き＼噛(・3s・ …!・7ム7・ ・ん)t‡ しt:がP・ ・k-lc?　Os£。。。da　hlカ・肱 、 輔 在 齢 しr..て れ 以 上
減 て ・わ ト・恒(783～ 〃7・B…/・)Ziした.動 物 順 飢 はC極.山 方畷 七イ躯 し こhヒ
つつ ンt7　k嫌 側 搬 輔F育 社 線 岬 加7TA、.d'。a。1'r・1エ15.p人。、,・。、taff>Uず れ カ・オ峰 越 マ3
し・ 醜 海 酬 減 て 識 力 ・,t・ 〈9.S〃・"一　 +g　di　Ztっ 勲 淋 別 れ お れ ア 。 友F叙
・・7…6/・ … り がP・・L-i・.P・沁 、Mzget　 oq　 i*　 z419y.、 輪 τ1棒 組 粥 状 き磯 イ。tl.
'レな か・ た。嫉 湿 重量 ＼し個 体 を更碩 老 の 有 布 煩 しセ.
一24一
(1,い あ し 数 の 体 毛 頻 度 分 布 包 み る と.南 極 正、蜘:64い ム,⊆加晩 ジ93・1°1・Cぶ山 上醐1扱 いん起 辿
餉 象 ・フ」 しのteb.でt)St.7乞 吟、き 全Z'一)一!託7!ユ も 亙 ・ω・ダ`3・クれ あ ・2・ こ の 時 ・ts41の か
一 ・ が みyれ た 。i†.師 塾齢 弐 じ 、2;5・.eT・・一)・ ・あ し 縦 £個 体 数 、生 め3曽 惰 ぱ 旦 輕 α1ゴ9
セ 朽・〈tL巨 ゼo-1-.に 毛 一 、ぐ カvA5れ た ・/貼 以C、mal$3・S1・,C・E:b:ll:n-s:30・6'/・'旦・牢Ll?・9'/・,C・9出血 ・18・も弘
ゆ
下 お よ フバ2晒 ソ＼下 五ぐ全 イ本 、:.と め5　 tilり信1さ 平 均 ず τ あ ・ セ ・ こ の キ蕉 、こ!'1unWt_、1;壷 衡 キ亙1!毎に ノ、立bl
b・乙 塞i、 剤 格1前 鱒 以.比 ガ/7U・/.,`乳7%,簡 種.13S,!7(ノ沁Z毒}多 ・ イ愈燐 散 ゴ主1か い あ し 鮪 、
}"9.X-L"yko・!・,7h・g'/.dY>iた.・れ 叫 綱4鍬1糠 物 燵f能 と 昨 ・ こ の 晦 乾 鱈 は
一高k・ し 礼 酎1τ 婦 .体 サ イ 矧 碗 皇tF・g9!;・1…/・ ・…z.{・ し 全 ・c　ti・　zfi－ じli?-　 ko)　 iiN
(.乾 正 室)頬 痘 傷 神 τ はt－ ド の 出 現13画 し 七 重 そ キ τ 景kイ 直E記 タネLr■ ・
舳 恥 し 錨1づ 化 し 藷 峰 椙 ・・聴 峰 の(糎)
布 晒 醜 し 、 し 貼 レ 勉 岬 イza　〈・　n　pt　 輪 麟 の 翻 村 ラ ン7Fソ2橡 は 醜 海 に
ち・れ な か,t=.!甑 以 下 お 〉ぴ)・tF以 下 メvをtじ ぺ 住 寸 イス1の 赤 きu個 棲(fOンxヒ)が 総 価 峰
柾 に}三 め5割 信 は1内33と λ1、 南 経 前鵯一級 、こ占 め3蒙'1金 の 鳥 い こtが 判 ・ た・ 精 にS-一
以Lし じ1.5・/.,/6./・!ζ,、気柱 シ毎蟻7∫5.6'/.,2・.7'/。z"以 上 の1重、局 で 鼻避1す3σa・ 弓M転 ぎ よuご 丁ムal;・(畝
v-,、 仁.尾 側 緑 別1蹴 躬 しし・よ3秘 画 が この,毎 競 、よ左 イ奉の9'・h・`・転 力'な リ 金考 客
観5t、 亜塾 制 疎 鶴 フ、比 τ1丁 瓦 躰 の 画4tr-'a乞hめ3・ また 一 月の 緬 極 海il」1,
bnl幽 函fZ.,71t1!・,£ ・一,o幽 幽 ・rfソ也 一 旦幽 が局所 的 な高 望 彦 の分 外(～waYM)ヒ よ
山 屋(1一 嚇),・4_邨 口 回 し脚)/り,eM7つ6う ン7xソ9i-・ ・のd〈9?ノ 龍 もめ
舳 戯,エ.し 。M;・al:s.幽 軸 但一11卿5・ この場 与の ム 加・弼 ほ 生 にV-vl顧 て オ斉君～さ
い ヒτ 、托 幽 幽(lv・Vltg)'E・ よ… 準 が・nれ ・ 物 鍬 楓 イtl・　I」椒 ゜'/'・'・'τあ ・ た ・
柚 靹 しz、 、†三.舳h融 鯛 比 で1手 ・-2-・・2;本 ・艘 か れ1繍 ソ」沸 τ 肱 辣 たsL　>q　i3,
四 坐,,,璋 凹字 己 一,乙 －thm・mus,)-4pt.煎 鍋 勧 謝 物 づ ラン7Kン 書縁 部 お ・'
丁 はC.　 t。hSgS(LVヤ、ω 、　c.　Sih;u;h"s　(艸〃1餌),Pk・ 体し間 曲 て!・S911t〈V9・ 幡za　 ユ 鎮 が 全 株 のB;。ua・Slこ 崔
(・一州).い 涯 τ 吐 一(嘲),皇 、粋(囲 負り 柵 鵬 ・・為 … 宅 料 、沽 ・ し カ'し ・ ・ の
がth(,1-tgSSし セ 。1土 師 蝿 減 て 向 う、一 場b¢Vk燈xt≦wa・Ma)もdiτ な ・、 こ と か
寛 盛,r,,,c、 幽 し 幽u-tvy.P),z-4τ1鉋 腫 鵤 渇 緬 皇 一 ・泌 秘 り 勲 の 縫 の
5副 減 ～(lvヤ 瀕).(Nlmo).dsss。魎(Nや 顧)、旦 幽(v-t・lta)在 在 量 ほ1nほ ど 大 き な も の τ は な ＼、。 南 極
い 已1越 幽(四 脚 占 魍(v-vtaR).⊆ 離 断1工 織 久の 間 姥 桝 睦 し て 短 纈 ・…K・
(v－いt.A)が/れ'Uれ 鼻 鏡'し お 。L5Zに.傷 神 塾 ヒ っ 亙 与 え)しtが 示 隻゜ さ れ3。
い 乙の/誉 イ本9Pな 化9.(1乞}3た め に 殆 多亡 友ekに
イ国んし篭久ボ よv－ を 塾 τ 隼 越 しt;枝 毛 フナzオ}と 、
重 匂い弟qlL?-」4以 、ナしの 二世 惹,・V　ltイ固 イ本 義処で0・t;…,'〈'P・,
工・陸 生,⊆a・U・1`。rh:s'昼・1"α・～が 鼻 越4》 が 多 量 て 昨
E且1..、Lk£.5が 孝1遠 し]に 。3ヘ キ壷 前k9・Pt＼シしマニは イ国4孝
歓 τ 躁 ・r7途 幽 ム 幽 思 幽 ん峰 越 し 皇
'量'Z.は ム 魎9.～ 血,&継Lかr鼻 越 し すこ。 ま
七 南 極}毎 域 τ は イ、到ノ牟Eft－τo;tムthα)rrソc.!A!11E:i,c∫:・ll;・・～
樋 訂'1越 雛,⊆ 魎 縛 越 し た ・ 名 峰 ぷ
おU5が いbし 差負の 央廷恒 星h文 武43上 き己イ隻 と
1全 ・、 もi」、3宮 ・吟 の 犠 牲 の 贔 八 イ直 と7r　 Zh3と 、
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         ;f co  im°  I t  <  rz  Salpa  fhonArsomi 
                 z  S.  get-lachei  (z  t  I  "E  
•  /or) 
       The phenomenon of Latitudinal Variation is of fairly common occurrence in 
epiplanktonic species with a wide north-south distribution. In Salpidae latitudinal 
variation is observed in the number of fibres of the body muscles (Van Soest,  1975)4 
       The muscle bands characteristic of Salpidae are composed of muscle fibres 
arranged parallel to each other and to the main axis of the muscle band. The arran-
gement of the body muscles as well as the number of fibres per muscle band are very 
useful taxonomical characters. Nevertheless, latitudinal variation in the number of 
muscle fibres, has been found in all  eurythermous species penetrating far into Tem-
perate waters. High numbers of muscle fibres in the northern and southern Temperate 
and Subantarctic-Subarctic waters, low numbers in Tropical waters and intermediate 
numbers in Subtropical waters have been found. The species concern are: Salpa fusi-
formis, S. aspera, S. maxima, Thalia democratica,  Iasis zonaria, Ihlea punctata,  Pe-
gea confoederata, Thetys vagina, Cyclosalpa pinnata,  C. bakeri and Helicosalpa  vir-
9ula. 
       Until now latitudinal variation has not been observed in species restricted 
to the Southern Ocean. In this paper we report the existence fo latitudinal varia-
tion in Salpa thompsoni, a Subantarctic-Antarctic species with a circumpolar distri-
bution. 
       Samples were collected in various localities of the Southern Ocean during 
three different cruises (Fig.  1). The number of muscle fibres of formalin preserved 
specimens was counted following Foxton (1961): for the aggregate form the total num-
ber of muscle fibres (from muscle I to muscle VI) was registered; for the solitary 
form the number of muscle fibres of muscle IV was counted. For both forms, the stan-
dard body length and width of the muscle IV were measured. 
      The number of muscle fibres of both aggregate and solitary forms of S. thomp-
soni shows a maximum at about 56°S and decreases towards higher latitudes (Fig. 2). 
Body length follows the same pattern (Fig. 3). 
      The latitudinal variation pattern of S. thompsoni is quite different to that 
of Tropical-Temperate waters species where the number of muscle fibres tend to in-
crease at higher latitudes or cold waters. The pattern of S. thompsoni is inverse: 
at higher latitudes of the Antarctic Ocean the number of muscle fibres decrease gra-
dually. 
      In the high latitudes of the Pacific Sector, S. thompsoni is replaced by a 
closely related species, Salpa gerlachei. These two species are identical in all 
morphological characters but differ only biometrically in the number of fibres per 
muscle band, being lower in the case of S. gerlachei. However there is a broad over-
lap in the range of muscle fibre numbers between the two species. 
       On the basis of the present results which show a gradual decrease in the num-
ber of muscle fibres from north to south in S. thompsoni, and the wide overlap of 
the range of this character between S. thompsoni-S.  gerlachei, it is impossible  to 
separate these two species. Therefore, it is probable that S.  thompsoni and S.  ger-
lachei are synonymous species and that S. thompsoni shows clinal variation along 
its north-south distribution.
 —26—
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サ ロマラ胡 海 氷下 における重力芽勿フ・ランクトン現 存量
面山 桓 夫 ・ 谷 村 、篤 ・1渡 辺 研 太郎 ・ 福 地 光 男
(アうスカフ(・通 孝研)(極 地研)(極 地 研)(極 地研)
〈は じめ に 〉
サt⊃マ湖1コ北:E"}・翻 赫(フ)蘭 方25　konq)メt
ホ ー、ソク潅}に面 した面積季勺1Jtro　km2の 歯哉7kラ胡
であ る ・ 繍 は 冬期 問 ・全 醜 来 し ・氷
の厚 さほ最 大 で30ん40c・7rtに 産 す る。 結)k
:期のサ ロマ三朝の重力物 フ。うン ク トンに関 す る堵貴
報.{ゴ極 め て少T4一い 。:黄 老 ら{コ、4老う1く某月に本
瑚 の動 物 フ。うンク トン調査 董行.た の で、 そ
の概 耳を一乞孝1叉害 する 。
しAGOON　 SAROMAKO　 (OHSHIMA　 ET　 AL.1966,　 MODIFIEb[
〈材 料 お よ び方 法 〉 図1.サ ロ マラ胡に 」判†る採 集地 点
調 和 」□ 醗 年2月22日 ～26日 の 聞 、図
1に 示 オサ ロマ 湖 北 面部 の 鶏 口に近 い2点 で 最 も信 頼 性 が 高 い 。 従 。て 、冬 奪 の βtu.3
行 っ]巨(Stn.3,火 家10m;Etn.17,水深7おJV"11の 動 物 フ。ラ ン ク ト ン王見存 量 ほ そA
m)。 採 集 にla.　 ノル パ ッ クネ ッ ト に よる そ れ α66%沽0993/Wt・ で あ 。7ー ヒ考2ら れ
海 底 直 上 か ら酒 面 君 で の鉛 直採 集 ヒ"　 NIPR.一 一 る。 この 値 ぼ 、 小 鳥 ら(1984)が 北 海 道 沿岸
1"採 集器 に よ る海 氷 下　o.3Wt,2m,　 Sm　 み のオ ホ ー ツ ク海 域 の璽孝 σ)動 物 フ。ラ ンク ト ソ
よU"6.S・n(ま た はIOWt)の4層 の層 別採 集 を の平 均 現 存量 ヒ して報 告 し て ・・る60～100%・
行 っrc。　　 い つ"れ の器」機EMい1三 タ易合 に も網(湿 重量)の 秦切0倍 ヒい う 高 い イ直で あ っT・一.。
S¢Stg　 lOOコ・Wt,33の 蝋 あ・よび80与mの一 方 ㌧MPR-1"採 集器 に よ る各 層 採 集結 果
3種 の ネッ ト地 を 用 いfミ 。 か ら、董わ物 フ。ラ ン ク ト ン量 の極 大 ぼ 、Stn.3,
11と モ,に2伽 層 に み られ た。 動 物 フ。うン ク ト
〈結 果 〉 ン量 が 、会合直往ヲに賛ヲー ゲ怖1と 示 さな いヲ里由1ゴ、
3種o)網 目の ノル/ミ ッ クネ ッ トに よ リ各 物 理 的 、 生 物 導 的 要 因 が 関 与 レて い る 二 と が
ネ ッ ト3回 の く りか え し採 集 に 」.て 得 ↑三軸 推 定さMる が具 体 的 にtgA7の ヒ ニろ 開 らが で・
切 り。う ンク ト ン現 有 量 玉来1に 示 しk。 名「はfJい 。 ヒ も あ れ 、冬秀 に お いて も サ ロ マ
ネ ッ トで 得 た 現 存一量の うち 変動 像数(CV)ボ ラ胡の海 う}く下 の－IEti)物争 ラン ク ト ソ現 存墨 ほ ザ π
:最も 小 さ い 値 が最 も{ち頼 で き る ヒ すれ ば 、 り高 い ニ ヒが 予i思 さ14る 。
St.n.3,1}ヒ も に100メ 伽 の ネッ ト で得 た 値 が
Table　 1.　 Zooplankton　 wet二　weight　 (g.m-3)　 estimated　 by　 triplicate　 vertical
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南 士 洋 の 各 セ ク タ ー に お け るE.　 superba
の 生 態 分 布 の 特 徴 と そ の 比 較
永延幹男(東 大海洋研)・ 小牧勇蔵(遠 洋水翻)
今後 の南大 洋 生態 系研 究で は、 周極 構造 に着 目 した、物 理環 境 と生物 群 集分 布 との関 係
を統 合 したも のが必 要で あ る　(Deacon,　 19B2)　 と思 え る。　E.　 superba　 の周極 分布 は、 環
境の周極 構造 に 依存 して い る といえ よ う(図1)。 環 境指 数亘200=0.0°C以 下 の水域
に、　E.　 superba　 分布 の集 中が み られ る。 た だ し、 周極構 造 を形成 す る客 子午 線 ご とに 、
そ の南 北 勾配 が異 な る。 マ ク ロにみ れば、 大西 洋 ・イ ン ド洋 ・太平 洋 の各 セ クター での 相
通 が大 き い。 こ う した名 セ ク ター で の環境 構造 の相違 に、　E.　 superba　 分 布 も対応 して い
る。
以上 の よ うfよ環境 構造 の相 違 に もとつ くE.　 superba　 分 布 パ ター ンを さ らに 検証 す るた
め 、各セ ク ターで の代表 的 な経度 線で の調 査 をお こな った。調 査 は、 開洋 丸(水 産 庁)航
海 によ る(1983年12月 ～84年1月 ・84年12月 ～B5年2月)。 調 査 した経 度線 は 、マ5°E・
yOeW・ ドレー ク海 峡 ・30°Wお よ び12.5°Eで あ る。本 報で は、 各経 度線 に 沿 う南北断
面 におけ る、　E.　 superba　 を中心 と した生 態分布 の傾 度 の特徴 ど その比 較 を おこな う。 そ
の方法 と して、8経 度線 毎に 水温 鉛直 分布 ・亘200・ 地衡 流流速 ・ク ロ ロフ ィルーa・ 計
雷魚傑SV値 ・KYMTネ ッ ト採集 によ るE.　 superba　 お よび全湿 重量 を 比較 し特 徴 をつ かむ。
そ の客経度 線 の特徴 を相 互に 比較 す る。 そ して、 全体 ス ケー ルで のE.　 superba　 生態 分布
(図1)の 検 証 をお こな う。
ウエ ッデ ル海 域 を南北 に横 切 る30°W線 沿 いで は、　E.　superba　 出現 の最 北端 は、51'
朋'S。Q200は2.00°C。(図2)。 そ れ以南でE.　 superba　 採集 重 しだ いに増 え、 最
大 値(2BO198/ザ ㎡)は64°36'S(亘200冨一1.36'C)。 そ して パ ック アイスに近 づ
くに つ れ 採 集 量 は 減 少 す る 。　SV値 は 、 こ の
E.　 superba　 採 集 量 パ ター ン と 類 似 す る 。
ま たE.　 superba　 分 布 域 で は 、 表 層 流 速
〔1/200罵 °゜(VEL.)dz〕は 弱 く、 東
向 流4.9　 cm/sec以 下 で あ る。 クnロ フ ィ
ル ーa量 〔 ∫㌍　(CHL-a　 )　dz〕　は 増 加 す る。
E.　 superba　 分 布 域 で 採 集 さ れ た 他 種 は 、 端
脳1類 、 か い あ し類 、 く ら げ 類 、　Thysanoessa
macrura　 な ど で あ る 。
他 の 経 度 線75'E・90'W・ ドレ ー ク 海 峡
お よ び12.5'Wで も 、　E.　 superba　 の 生 態 分
布 は30°W線 と 同 様 の 南 北 傾 度 パ ター ン を と
る。 た だ し、 亘200の 北 方 へ の 拡 が りが 各 経
度 で 異 な る 。 た と え ば 、 亘200=0'C以 下
の 水 域 は 、75'Eで7BO　 mile、 　90'Wで210
mile、　 ド レー ク 海 峡 で240mile、30°W・
12.5°Eで600mile(図3)　 。　E.　 superba
は 、 こ の 相 違 に 対 応 し た 生 態 分 布 の パ ター ン
を と る 。 こ の 分 布 パ タ ー ン は 、 全 体 ス ケ ー ル
(図1)と よ く一 致 す る。
図1:ナ ンキ ョク オキ ァ ミ　(E.　 superba　 )　分布 と環 境指数 亘200
〔1/2005㌍(temp.ア"dzア 晒 応 図(永 延,1983)上 に 、
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図2:ウ エ ッデ ル海 域の30'W・20'W線 に 沿 う旦:　superbaを 中心 にみ た生 態分布 の 南
端1己・、)論蠕 晶醗 吉言篶謬 論鍔b鵠 。課 鱗 齢




図3:12.5'E・75'E・90'W・ ド レー ク 海 峡(D.P.)お よ び30°W線 沿 い に お け る 、
環 境 指 数 亘200と 水 温0'C等 値 線 の パ ック ァ ィ ス(P.1.)か ら の 距 離 と 形 状 。
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Fig・ 　 Profiles　 of　 diurnal　 variation　 of　 mean　 1ight
intensity,　 vert二ical　 distribution　of　 krill　 swarms,
distribution　of　 catch　 and　 relative　 catch　 per
minute　 towing　 to　 mean　 daytime　 catch　 per　 minute
towing.　 Above,　 The　 width　 of　 the　 blocks　 is　 propor－
tional　 to　 the　 amount　 fished　 and　 total　 width　 in
each　 period　 of　 half-mon七h　 is　 the　 same.　 Shading
indicates　 the　 period　 of　 frequent　 occurrence　 of
surface　 swarms.　 Below,　 Numbers　 indicate　 mean　 day－
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 Extremely long lives of the Antarctic krill (Euphausia superba Dana) 
 as shown in the laboratory experiment 
T.  Ikeda1), P.  G.  Thomas 
1) Japan Sea Regional Fisheries Research Laboratory, 1 Suido-cho  Nii
gata, Japan 
2) Antarctic Division, Channel Highway, Kingston, Tasmania 7150,     A
ustralia 
Abstract  
Live krill were captured during Kaiyo-Maru Cruise to the Antarctic 
Ocean and brought back to Australia in early 1980. Subsequent 
observations on the growth, intermoult period and maturity condition 
of these live krill were made in the laboratory  coldroom over the 
period 1980 through 1986. Individual (some were paired male and 
female) krill were maintained in 4 litre glass jars, filled with 
seawater ( 34% salinity). The pennate diatom (Phaeodactylum  
tricornutum) cultured with F/2 dedium at 10°C were used as staple 
                                                                                                               -1 food. New preparation of food (final concentration: 1-1Oug carbon 1 ) 
was provided once a week when changing seawater in each jar. Jars 
were placed on a bench or on a roller system, both were installed 
in the darkend coldroom (temperature: -0.5 to 0.0°C). 
Of 22 specimens selected initially for this experiment
, 6 (3 males 
and 3 females) survived for 6 years. Changes in body length (estimated 
from the length of the uropod exopodite of casted moults) of these 
six specimens (initial body length: 26-48mm) varied from one s
pecimen 
to the next, having a mixture of increase, decrease and stationally 
phases. In contrast, intermoult period was found to be constant 
within and between specimens. Parallel change between maturity 
condition (judged from morphology of petasma for males and thelycum 
for females, both attached to casted moults) and body length was 
recognized during 1980 and 1983, but this became obscure thereafter.
-36-
Age of these six specimens at the beginning of this experiment is 
unknown, but is estimated to be 1-2 years old at least from the 
recent growth data of krill raised from eggs in our laboratory. 
Then, minimum age of these six specimens is 7-8 years old, which 
disagrees with 2-4 year life span hypothesis of krill by earlier 
workers. Since temperature, light and food supply were maintained 
at constant levels during this experiment, the present results of 
captive krill cannot be applied directly to wild krill under natural 
seasonal cycles of these parameters. Nevertheless, it is indicated 
clearly that krill are an animal with long live potential. More 
important is that body size and maturity condition of krill are not 
good indicators of their chronological age.
 -37-
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ツ ノ ナ シ オ キ ア ミ(Euphausia幽)の 掻 餅 機 構 と 食 性
徐 海笠 一寺 崎 誠 、根本 敬 久
(東 京 大 学 海洋研 究所)
緒 論)オ キ ア ミ類 の 摂 餌 機 構 は 、 他 の 動 物 プ ラ ン ク ト
ン と 同 じ く 、 食 性 と密 接 な 関 係 が あ る 。 と く に 炉 過 摂
食 を 行 うオ キ ア ミ類 に と っ て 、 炉 過 が 行 わ れ るFi1-
tf・ring　b;t:ke†の 構 造 の 知 見 が 重 要 で あ るが、　Filter-
ing　 hasketを 含 む 擬 餌 機 構 に 関 す る研 究 は ま だ 不 充 分
で あ り 、 また 食 性 の 変 化 に 伴 う変 化が 認 め られ る胃 の
内 部 構 造 と機 能 に 関 す る 研 究 も充 分 で は な い 。 本 研 究
で は 、ツ ノナ シ オ キ ア ミの 胃 の 内 部 構 造 お よび　 Fil-
tering　 baskρt特 に そ の 刺 毛 の 特 性 をSEMを 用 い 調
べ る と共 に 胃 内 容 物 の 組 成 お よ び 胃 内 色素 量 を 測 定 し
擬 餌 機 構 と 食 性 と の 関 係 を 明 らか にす る こ と を 目的 と
し た 、
材 料 と方 法)1986年3月12日 大 槌 湾 に 水 揚 げ さ れ た ツ ノ
ナ シ オ キ ア ミを 供 試 し,Filterling　 basket　 お よび 胃
の 内 部 構 造 をSEMを 用 い、観 察 を行 っ た(詳 細 は
1986年 度 日 本 海 洋 学 会 秋 期 大 会 講 演 要 旨集p142に 報
告).KH86-3次 航 海 のSt.B(46N,162E)お よ びSt.F(53N
,145W)でORI-100ネ ッ ト(網 目　 lmm)で 採 集 した オ キ ア
ミ を直 ち に 同 定 し、 胃 袋 を 摘 出 し 、90%ア セ ト ン で 色
素 を 抽 出 し、 蛍 光 法 で 胃 内 色 素 量 を測 定 した 。
結 果 と 考察)主 に 炉 過 摂 食 者 と して 知 られ て い る ツ ノ
ナ シ オ キ ア ミに と っ て 、　Filterling　 basketの 刺 毛 の
間 隔 と游 退 部面 積 は 摂 餌 と 深 い 関 係 が あ る と考 え られ
る 。 オ キ ア ミ5種(互.　 acifica,　 E.遡,E.
crystallt,rophias.　 E.valentini,　 E.recurva)の 刺
毛 の 間 隔 を 比 べ る とPrimaryとSecodary　 setaeは ッ ノ
ナ シ オ キ ア ミで 最 も狭 くTertiary　 setaeは 他 種 と ほ ぼ
同 様 で あ る こ とが 示 され た(表1)。 しか し、　Terti-
ary　 sataeの 数/Secondary　 setae　 が2-3個 で 未 発 達 し
て い る こ と が 観 察 され 、 ツ ノ ナ シ オキ ア ミのTertiary
鯉taPは 炉 過 摂 食 には あ ま り重 要 な 役 割 を 果 た して い な
い と 考え られ る 。　 Filtering　 basket　 の 炉 過 部 面 積 は
体 長 と1£の 相関 が 認 め られ た(Y=3.2*L1^XR2・.89)。
ツ ノナ シ オ キ ア ミの 胃 の 内 容 物 に は 無 定 形 物 質 、有 鐘
類 、珪 藻 類 の 破 片 とか い あ し類 残 骸 が 観 察 され 雑 食 性
で あ る こと が 示 さ れ た 。 一 方 、 胃 内 の 色 素 量 は 夜 間 に
9.86--0.ol、ng/anima1(n=26)、 昼 間 に2.87-1.18
ng/a"ima1(n・9)の 結 果 が 得 ら れ た。Chlorophyll　 a
/全 色 素 量 の 比 率 は 指 数 的 に 減 少 し,5%で 安 定 す る傾
向 が 現 れ た(図2)。
Tab1門 　 1.　 S6t■t　 ln
PR
■rva18　 (　Mean+SD,　 Ranse;　 11m　 )　 of　 tlv■ 　 Fuphausla　 SPP.




































































Flg・　2・　 Percentoge　 of　 chloroohyll　 ln　the　 foregut　 Plg「陀nt　 content





JARE-26に よ って ビー ム ト[1一 ル で採 集 され た頭 足類
o奥谷蕎司・沼波秀樹(東 京水産大学)
」へRE-26(夏 隣)に よ ってブ ラ イ ド湾 及び グ ン ネル ス湾 に お いて行わ れ た ビーム トロ ール 採集 物の うち,頭 足 類 につ い て研
究 した.出 現 した頭 足類 はす べて 八腕 形 目(タ コ類)で 総計8標 本 であ った.南 極 域 の八腕 形 頭足 類に つ いて は列 強の 探検 時 代
1こ断片 的 な分類 学的 研究(例 え ば,　Joubin　 1906,　 Hoyle　 l907,　Massy　 1917,　Berry　 1917,　Thiele　 1921な ど)が 集 積 され,お
よそ5属15種 程 度 が知 られ てい るが,戦 後科学 的 研究 の時 代 にな ってか らも南極 の タコ類 の分 類 学的 研究 は意 外 に少 な いの が
現 状で あ る.日 本人 の手 に よ るタコ類 の報 告 と してはTaki(1961),Muranoetal.(1982),Okutani(1986)及びkubodera　 &
Okutani(印 刷中)に とど まる.最 近BIOMAss研 究 を初 め,生 態 系の解 明や 潜在 資源 量推 定 か ら頭 足類 へ の関心 が高 ま り,そ の
よ うな意図 で最 近出 版 され たハ ン ドブ ック(Roper　 et　al.　1985)に は3属6種 が揚 げ られ て いる.ま た,大 量 の採 集物 に よ る普
通 挿3挿 の成 長 ・生活 史の 研究 が最 近公 に された(Kuehl　 l986)が,い ずれの 研究 も まだ緒 につ いたば か りで南 極 海の 頭足 類 相
には な お不明 な点 が多 く,今 後 とも基 礎 的な分 類 ・分 布上 の知 見の 蓄積 を必 要 とす る.
研究 材料:採 集地点 はTable　 lの とお りで あ る.
結果 及び 論議:査 定 され たのは 次の3属4種 で あ る.
1.　Pare|edone　 charcoti　 (Joubin,　 1905):　 ブラ イ ド湾St.5か ら1♂(外 套長39.4rnrn)及 び グ ン ネル ス湾 か ら1♂(35.5mm)と1幼
若{叔12.onlrn)が 採集 され た.本 種 は既 にJARE-25に よっ てブ ラ イ ド湾か ら報 告 され てい るほ か,南 極海 で は最 も普通 種の1つ
で あ る(Fig.1;4A).
2.　Parρ起一(Robson.1930):ブ ライ ド湾St.7(1♂:54.6mm)及 びSt.8(1♂:58.Omm)が 採集 され た.こ れ ま
で は フ ォーー ク ラン ド諸島 付近 及び ロ ス海付 近か らしか 報告 がな いが,普 通種 と思 われ る(Fig.2;4B).
3.　Pareledone　 sp.:　 ブ ラ イ ド湾St.7で 採 集 され た2個 体(♂:61.3rnm,♀:65.8mm)は,煎種 と皮膚の 様 子,腕 長式,傘 膜,
漏 斗器,え ら数 等 に僅 かな相 違 がみ られ前種 と近 似 の1種 で あ るが,現 在詳細 を研究 中 であ る.
4.　Megaleledone　 senoi　Taki,　 1961:　 ブラ イ ド湾St.5で 採集 され た1個 体(♂:104.6
mm)は 体 が柔 らか く,傘 膜 が広 く,　kubodera　 &　Okutani(印 刷 中)の 報告 した本 権の 雄
(外 套長t45nim,110mtn:61°10'S,55°55'W,120rn)よ りや や小 型 であ るが,交 接 腕の 特
徴 も よ く合致 し,原 記 載(♀135mm:65°51.5'S,33°13.5'E)以来第4番 の標 本 で あ る
(Fig.3:4C).".."'・
なお,上 記 以外 にブ ライ ド湾St.7か ら,種 不明 の タ コ卵(長 径15.7～14.8mra× 短 径





o沼 波秀樹 ・ 浜田悦之 ・ 内藤靖彦 ・ 谷 口 旭
(東 水大)(極 地研)'(東 北大・農)
南極大陸沿岸域における海洋環境の特徴の一つ として,氷 山,海 氷など氷の存在が上げ られ,こ れ ら
は底生生物の分布にも影響を及ぼ している.潮 間帯では,海 氷の破壊作用を受け るために,生 物相は貧
弱である.亜 潮間帯 でも.海 氷の作用を受け たり,海 底面か ら形成 される氷(ア ンカーアイス)の 浮上に
より.固 着生物群集が剥離されることが観察 されている.と りわけ,氷 山は沿岸域に多 く存在 し.海 面
下の高さが高いことなどか ら.底 生生物分布にも大きな影響を及ぼ しているとされて きたが,観 察例は
得 られていない.
JARE-25で 水中テ レビシステムを使 って昭和基地付近の水深80mの 海底 を観察した結果,底 生生
物 の不均一な分布や固着生物 が削 り取 られた跡が見られた.本 研究では,氷 山が海底 を擦過 し,底 生生
物の分布に及ぼす影響 についてその可能性を述べる.
〈方法>
1984年1月.昭 和基地付近の北の浦(水 深80m:Fig-1)に おいて撮影 されたvTR画 像か ら底生生物の分
布状態 及び底質を観察 した.ま た,水 中テ レビの ビークルの位置に関 する情報 とVTR画 像か ら,ビ ー
クルの航跡に沿った海底地形 を把握 した.
オ ン グ ル 海 峡 付 近 に 存 在 す る 氷 山 の 大 き さ と 数
は.航 空 写 真 を 解 析 す る 事 に よ っ て 得 る こ と が で
き る が,調 査 し た 年 に は 航 空 写 真 の 撮 影 が 行 わ れ
て い な か っ た の でtJARE-16が1975年2月 に
撮 影 し た 航 空 写 真 を 使 用 し た.氷 山 の 海 面 下 の 高
さ(d)は,航 空 写 真 か ら得 ら れ た 海 面 上 の 高 さ(h)
と 海 水 の 比 重(ρ ω)と 氷 の 密 度(ρt)よ り,　Fu　jii
(1981)の 式 に よ っ て 求 め た.ρ ω,ρ 乙はFujiiに
よ り1.03g/m3.0.90g/m3と与 え ら れ て い る の で,


















(tは ビークルの進行方向 を示 す)
d=h・ ρ ω!(ρ ω 一ρ 乙)(Fujii,1981)
〈結果及び議論〉
観測地点はオングル海峡の西側の斜面に位置 しているが,VTR画 像では,ビ ークルの進行方向(南 →
北)に 沿ってほぼ平坦な地形が続 き.海 峡中央部への斜面は見 られなか った.着 底点 から25mほ ど離 れた
所に真北に上がる高 まりがあ り,水 深78mか ら68raまで急に立ち上がっていた.こ れ らのことか ら,観 測
地点の海底は,斜 面に対 して南北方向に延び る棚の様な地形をしていると考 えられる.海 底は細かい堆
積物 で覆われて いて,底 質は どの場所でもほぼ同様であった.
底生生物 は.ビ ークルの進行方向にほぼ直交 し結状に分布 していた.す なわち大型 固着動物が多 く分
布 している部分 と.小 型固着動物 が多 くが分布 している部分 が帯状に見 られた.更 に,高 まりの上部(水
深70m)で は氷山が座礁して出来たと思 われる痕跡 があり.こ こでは固着生物 はまった く見 られずウニの
みが観察された.ま た.海 底地形の変化 による底生生物の分布の顕著な差は認め られなか った.
そこで.オ ングル海峡 とオ ングル諸島の東側海 域に存在する67個 の氷山の海面下の 高さを推定 したと
ころ.高 さは2.3～247.2mの 範囲で,そ の内水深70mを 超えるものは全体の37Xに およんだ.ま た.調 査 当
日.観 測地点付近に氷山が座礁 していた.こ れらのことから,底 生生物の不均一な分布は,氷 山底部の
擦過 による可能性が高 く,特 に固着動物の分布はその影響を受けていると考 えられる.
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昭 和 緑 地 周 辺 に 棲 慰 す る 魚 類 等 の
腸 内 細 菌 叢 に つ い て
○佐々木 武二 ・ 星合 孝男
(北里研)(極 地研)
目的
演 者 ら は 、 昭 和 基 地 が 開 設 さ れ て 以 来 、 大
腸 菌 を マ ー カ ー と し 、 基 地 を 中 心 に 土 壌 を 試
料 と し て 人 為 的 汚 染 の 状 況 に つ い て 調 査 を 行
っ て き た 。 今 回 は 昭 和 基 地 周 辺 の 海 域 で 採 捕
さ れ た 魚 、 そ の 他 ペ ン ギ ン 、 さ ら に 鳥 の 腸 内
細 菌 の 検 索 と人 為 汚 染 の 影 響 に つ い て検 討 し
た 。
材 料 及 び 方 法
1.試 料 魚 、 ペ ン ギ ン 及 び トウ ゾ ク カ モ
メ は 一20° で 凍 結 さ れ て 輸 送 さ れ た も の で
検 査 時 で 一20° に保 存 し て お い た も の で あ
る 。 ペ ン ・ギ ン及 び トウ ゾ ク カ モ メ に つ い て は
横 浜 市 立 野 毛 山 動 物 園 動 物 病 院 に お い て 解 剖
し 試 料 は 無 菌 的 に 容 器 に 移 し研 究 室 に 持 ち 帰
っ た 後 検 査 に 使 用 し た 。 鳥 類 等 の 腸 管 は 食 道
か ら肛 門 ま で を 結 紮 し て 取 り出 し、 他 の 臓 器
は 全 て と り 除 い た 。 魚 類 の 場 合 は 体 表 を ア ル
コ ール 綿 で 清 浄 機 無 菌 的 に 腸 管 を 取 り出 し た
。 腸 管 は 部 分 的 に 切 断 後 腸 管 内 をPBS(H
PH7.2)で よ くあ ら っ て 、 懸 濁 液 を 作 成 し
寒 天 培 地 上 に 一 定 量 を 塗 抹 し 、 培 養 し た 。
2.使 用 培 地　 DH　 L、　BTB(ド リガ ル
ス キ ー 変 法)、 普 通 寒 天 、EMB(以 上 栄 研
製)、 　BHI、 　MARINF　 AGAR(2216)　 (以 上
DifCO　 ・USA　 )　を 使 用 し た 。 尚 、同 定 用 培 地
はAPI20[、 及 びAPI50を 併 用 した 。
3.培 養 温 度4° 、15° 、20° 、
37° 、 及 び40° で 培 養 し た 。 尚 、 今 回 の
試 験 で 嫌 気 培 養 の 検 討 は実 施 しな か った 。
結 果
1.培 養 温 度 に つ い て4～40° の 温 度
で 培 養 し た が 、 特 に4° で し か 発 育 し な い 細
菌 は 見 ら れ ず 、20° ～25° で の 発 育 が よ
い 所 か ら 、個 々 の 検 査 は20° で 培 養 し た が
特 に 問 題 は な い と思 わ れ た 。 トウ ゾ ク カ モ メ
か ら は37° で 発 育 す る 菌 が 検 出 さ れ た が 、
ペ ン ギ ン か ら は 検 出 さ れ な か った 。
2.総 函 数 臓 器 あ た りのg数 あ た り の 箇
数 は トウ ゾ ク カ モ メ で は 食 道 及び 肛 門 附 近 で
は3x162～io6C.F.U/9の菌 が 検 出 さ れ た
が 、 ペ ン ギ ン で は 肛 門 部 の み106C.F.U/9で
他 の 部 分 は10C.F.U/gで あ っ た 。 魚 類 の 場 合
は 多 く て102C.F.U/9で あ 。 た。
3.検 出 さ れ た 細 菌 群 トウ ゾ ク カ モ メ に
つ い て は37° 発 育 の も の に つ い て調 べ た結
果 、 生 物 学 的 性 状 か ら 大 腸 菌 群 に 分 類 さ れ る
もの が 分 離 さ れ 、 市 販 の 診 断 用血 清(北 研 製
)で 調 べ た 結 果 、OKI群 及 びOKII群 に 交
叉 凝 集 が 見 ら れ た 。 魚 類 の 場 合 現 在 同 定 さ れ
た も の は 、　Acineto　 bacter,　 Pseudomonas,
Flavobacter,Citrobacter,Aeromonas,及び
Bacillusに 分 類 さ れ る も の が 検 出 さ れ、 こ
ら の 検 出 さ れ る 割 合 は 、 各 々43,26,19.6,3,3
%の 傾 向 が 見 ら れ た 。
考 察
昭 和 基 地 周 辺 の 生 物 が い わ ゆ る 人 為 的 汚 染
の 影 響 を 受 け て い る か ど うか とい う点 か ら考
え た 場 合 、 今 回 調 べ た 魚 類 及 び ペ ンギ ン か ら
腸 内 細 菌 群 に 同 定 さ れ る も の は 分 離 さ れ な か
っ た が 、 トウ ゾ ク カ モ メ か ら分 離 さ れ た こ と
は 興 味 深 い 。 こ の 事 は 、 こ の 鳥 は ゴ ミ な ど の
残 飯 あ さ り の た め に ゴ ミ捨 場 に来 る と いわ れ
そ の 為 に 汚 染 物 質 を 摂 取 し た も の と 考 え ら れ
る 。 即 ち 、 こ れ ら 鳥 類 に よ っ て汚 染 の 範 囲 が
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自 然 に 広 が っ てい く とb考 え ら れ る の で 、 ゴ
ミ処 理 に 対 す る な ん らか の 対 策 が 必 要 に な る
か も し れ な い 。 魚 類 に つ い ては 一 般 的 に
Vibrio,　 Aeromonas,等 が 優 勢 で あ る と 言 わ れ
てい る が 、 今 回 の 成 績 で は や や 異 な る 傾 向 が
み ら れ た 。 即 ち 従 来 我 々 が 土 壌 の 検 索 で 分 離
さ れ た 細 菌 叢 の 分 館 パ タ ー ン とや や 似 て い る
よ う な 傾 向 が み ら れ た 。 こ の 事 は 採 取 さ れ た
所 が 湖 の よ うな 所 で あ り 、陸 上 の 影 瞥 が 強 い
所 と 考 え ら れ る が 、棲 息 し て い る 所 の 水 の 細
菌 叢 等 の 調 査 を し て い な い の で 、 そ れ ら の 関
係 等 につ い て述 べ る こ と は 不 可 能 で あ る が 、
魚 類 に つ い て は 人 為 汚 染 の 影 響 は 現 在 で は な
い と 考 え ら れ た 。又4° 附 近 で 特 に 増 殖 す る
菌 の 検 出 は さ れ ず 、15～20° の 温 度 で 培
養 は 可 能 で あ ろ う と 思 わ れ た 。 本 研 究 は58
年 か ら3年 間 の 期 間 で 行 な わ れ た も の に 対 す
る 報 告 で あ る が 、 試 料 の 採 取 、保 存 等 に つ い
て検 討 す べ き 問 題 は 多 く あ る 。 出 来 う る な ら
ば 魚 類 等 の 細 菌 叢 に 対 す る 研 究 報 告 は 少 な い
の で 、 今後 も継 続 し て 調 査 し 、 成 績 を 蓄 積 す
る こ と は 環 境 調 査 の 点 か ら考 え て も 大 変 意 義





天 売 島 に お け る ウ ト ウ の 繁 殖 生 態 と 食 性
O綿 貫 豊 ・阿 部永
(北 海 道 大 ・農)
ウ ト ウ の 繁 殖 生 態 と 食 性 の 研 究 は カ ナ ダ の
ブ リ テ ィ ッ シ ュ コ ロ ン ビ ア 沿 岸 に お い て
Vcrmeerら に よ っ て 行 わ れ て い る 。 こ
れ ら の 研 究 の な か で 、Vermeer(19
80)は 浮 魚 資 源 の 年 変 化 に 起 因 す る と 考 え
ら れ る 給 餌 内 容 の 変 化 が 繁 殖 成 功 の 年 変 化 の
原 因 で あ る と 結 論 づ け た 。
一 方 、 北 太 平 洋 西 岸 に お け る 木 種 の 繁 殖 生
態 に 関 す る 情 報 は 極 僅 か で あ る 。 こ の 講 演 で
は 北 海 道 、 羽 幌 沖 の 天 売 島(44025'N,141019
'E>に お け る ウ ト ウ の 繁 殖 成 功 と 食 性
の 年 変
化 の 関 係 に つ い て 報 告 す る 。
方.法 調 査 は 天 売 島 で1984年 と198
5年 に4月 か ら8月 ま で 行 っ た 。 ウ ト ウ は 斜
面 に 深 さlm以 上 の 巣 穴 を 掘 っ て 営 巣 す る 。
こ の 巣 穴 の 産 室 の 近 く に 上 方 よ り 調 査 川 の 穴
を 開 け5日 毎 に チ ェ ッ ク し 雛 の 体 重 、 ふ し ょ
長 、 翼 長 を 測 定 し た 。 産 卵 及 び 抱 卵 中 は 調 査
に よ る 撹 乱 が 大 き く 充 分 な 資 料 を 得 ら れ な か
っ た 。84年 に40巣 、85年 に45巣 を 調
査 し た 。 気 象 デ ー タ は 調 査 地 の 西 約11km
の 焼 尻 島 の 資 料 を 使 っ た 。
雛 に 与 え る 餌 は 、19:30よ り02:0
0ま で 赤 岩 灯 台 付 近 を 一 定 速 度 で 歩 き 、 地 上
に 餌 を く わ え て 降 り た ウ ト ウ を6vラ ン プ で
照 ら し て た も 網 で 捕 獲 し て 採 集 し た 。
秦在来 平 均 ふ か 日 は5月1日 を 基 準 と す る
と 、84年(38.8日)の 方 が 、85年(24
.8日)よ り 遅 か っ た 。 産 卵 日 は 直 接 推 定 で き
な か っ た の で 、 ふ か 日 か ら お よ そ の 抱 卵 日 数
を 引 い て 産 卵 日 を 推 定 す る と 各 年 の 産 卵 は 積
雪 が 無 く な っ た 直 後 に 始 ま っ て お り 、 繁 殖 の
タ イ ミ ン グ は 融 雪 時 期 の 年 変 化 に 影 響 さ れ る
と 考 え ら れ る 。
ふ か 率 は84年(65.0%)と85年(71.1%)
で 差 は 無 か っ た が 、 雛 の 巣 立 ち 率 は85年
(26.9%)の 方 が84年(56.3%)より も 高 か っ
た 。 雛 の 体 重 増 加 率 は85年 の 方 が84年 よ
り 大 き く 、 巣 立 ち 体 重 は85年(292.4>の 方
が84年(235.0)よ り 重 か っ た 。 体 重 増 加 率
が 小 さ か っ た 雛 は 死 亡 し た 。 さ ら に 巣 立 ち 日
数 は85年(53.1日)の 方 が84年(58.6日
〉 よ り 短 か っ た 。
雛 に 与 え た 餌 は 、84年 は マ イ ワ シ 、 イ カ
ナ ゴ 、 サ ン マ 、 ホ ッ ケ の 順 、85年 は マ イ ワ
シ 、 ホ ッ ケ 、 ニ シ ン 、 イ カ ナ ゴ の 順 で 湿 重 比
が 大 き く84年 に は85年 に 比 べ て サ ン マ 、
イ カ ナ ゴ の 比 率 が 高 く ニ シ ン の 比 率 が 低 か っ
た 。 餌 構 成 の 季 節 変 化 に は 両 年 と も 同 様 の 傾
向 が 見 ら れ 、 ウ ト ウ は5月 下 旬 一6月 上 旬 に
は ホ ッ ケ 、6-7月 に は マ イ ワ シ 、 イ カ ナ ゴ
を 比 較 的 多 く 給 餌 し て い た 。
1羽 の 親 が く わ え て い た 餌(ロ ー ド)は 、
1種 の 魚 か ら 成 る こ と が 多 く 、 各 種 類 に っ い
て ロ ー ド の 重 さ を84年 と85年 で 比 較 す る
と 、 マ イ ワ シ で は 差 は 無 か っ た が 、 ホ ッ ケ 、
イ カ ナ ゴ で は85年 の 方 が84年 よ り 有 意 に
重 か っ た 。 ロ ー ド す べ て に つ い て も85年
(30.4g)の 方 が84年 く23.2g)よ り お も か っ
た 。 一 方 サ ン マ は 逆 に84年 の 方 が 重 い 傾 向
が あ っ た が 有 意 差 は 無 か っ た 。
給 餌 頻 度 は 直 接 測 定 し な か っ た が 、 夜 間 に
地 上 で 発 見 し た ウ ト ウ の う ち 餌 を く わ え て い
た 個 体 の 比 率 は85年(13、0%)の 方 が84年
(9、7%)よ り 高 く 、 給 餌 頻 度 は85年 の 方 が 高
か っ た と 推 察 さ れ る 。
緒 論 魚 種 問 に 栄 養 価 の 点 で そ れ ほ ど 差 は
な い と 仮 定 す る と 、 以 上 の 結 果 か ら ロ ー ド は
85年 の 方 が 重 く 給 餌 頻 度 も85年 の 方 が 高
か っ た た め 、 雛 に 一 晩 に 与 え ら れ た エ ネ ル ギ
ー 量 は85年 の 方 が84年 よ り 多 かっ た と 推
定 さ れ 、 そ の 結 果 と し て85年 に は84年 よ
り も 雛 の 成 長 速 度 が 大 き く 、 巣 立 体 重 が 重 く
、 巣 立 率 が 高 か っ た の で あ る と 解 釈 さ れ る 。
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Breeding ecology of the Antarctic 
           in Muhlig-Hofmannfjella,
Petrel Thalassoica antarctica
Dronning Maud  Land
Fridtjof Mehlum
Norwegian Polar Research Institute 
             P.  0. Box 158 
 N-1330 Oslo Lufthavn, Oslo, 
                NORWAY
A huge breeding colony of  Antarctic Petrel was the subject of study 
during the Norwegian Antarctic Research Expedition 1984/85. The 
colony is situated at the  mounta-n Svarthamaren  (71° 55'  S  5° 10' E), 
about 1600 m a.s.l. and ca. 200 km south of the ice shelf egde. The 
population size was estimated to about 208 000 breeding pairs. The 
birds nested in a north facing  slope providing relatively favorable 
microclimatic conditions because of high incoming solar radiation and 
low wind  exposure.  ni.fferent  asp,?cts of the Antarctic Petrel's breeding 
biology and adaptions to  breeding under extreme cold environmental 
conditions were studied. Particular interest was devoted to thermo-
regulation, growth and metabolisn of the chicks. Those were brooded by 
their parents until about 11 days old. At this age they had the capacity 
to maintain their body temperature even when the ambient temperature 
dropped to -24 °C. The growth of chicks was higher than the expected 
value for a  procellariform bird of the same size. Field metabolic rate 
of incubating adults was obtained by means of the doubly labelled water 
method. The metabolic rate was close to  the expected basal metabolic 
rate. The birds fed almost exclusively on krill. This study indicate 
that parts of the food given to the chicks is krill converted into a 
high energy substance- stomach  cil.
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南半球産 ミンククジラ　(1B1a. -Qgngp_1ie.tq_a111.1g[gs1pmala　t　 t　 t　 t)　 は1970年 代後半以降、南極海域
で捕獲 しうる唯一の鯨種である。現在の推定資源量は40万 頭以上であり、バイオマスは
























個体は解析から除外 した。胃内容物の消化の程度により、順に 「F」 、rfff」 、
rf　f」 、　 rf」 　に分類 し、可能な限り別々に測定 した。
[結 果]'
1.胃 内容物重量が計測された39個 体の餌生物は全てナンキョクオキアミ　 u　hau　ia
魎 であった。
2.各 個休の胃内容物の消化段階はおおむねrF」 であり、この状態のオキアミの重量
は120-265Kgの 範囲にあり、平均は184.4Kg(標 準偏差55.62Kg)で あった。こ
れに更に消化の進んだ 「fff」 およびrff」 を含め ると、140-355Kg(平 均
277.40Kg、 標準偏差70.70Kg)で あった.後 者の値は推定体重(体 長一体重関係式
による)に 対 して1.88-5.12%に 相当する。














南 極 海 生 態 系 の モ デ ル ・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
江 尻 全機 、 星 合 孝 男、 内 藤 靖彦 、 福 地 光 男 、桜 井 治 男
(国 立極 地 研 究所)
・A;!にあ る 系　(　system　 )　を記述 す る方法 と して、 マ ク3.オ キア ミの 成 長過 程
ロなlikに 注 目 し、 そ の時 間発 展 を微 分方 程 式 で表 現 す る 方11月 末 か ら2月 に産 卵(2000～14000/親)、1週間 で
法 と、 ミク ロな 個 々の動 き を支 配す る法 則 を見つ け時 間 で ふ 化 し幼生 初期 とな る 。 それ か ら1ヶ 月 で カ リプ トピ ス と
追 い か け る方 法 があ る。 な り植 物 プ ラン ク トン を食 す 。 初 期 体 重 は 約4㎎ 、 体 長
南 極海 の オ キ ア ミを中心 と した生 物 生 態 系 は、 実 際 に は は 約5.8㎜ 。 そ の後 成 長 し ファー シ リ アと な り体 長 約
非 常 に複 雑 な 系 であ るが 、 あ る単 純化 し たモ デル を作 る の20"vn位 か ら鯨 等 に補 食 さ れ る。 成 熟 個 体 の体 重 約2500
に適 して い る面 があ る。 これ 迄 も 多 くの モ デル 化 の 試 み が ㎎、 体 長 約50㎜ で あ る。体 重 の増 加 は 対数 的 で あ る。
な されて いる 。 しか し、 全て マ ク ロ的 な アプ ローチ で あ る。
こ こで 扱 うモ デル 計算 は、 これ 迄 と違 っ て ミク ロ的 ア プ オ キア ミ(K)を 補 食 す る南 極海 で の 主 な　 predatorsと し
ロ ーチで あ る 。 最 も大 き な相 違 点 は、 生 物 間 の相 互作 用 て 、 クジ ラ(W)、 アザ ラシ(S)、 ペ ン ギ ン(P)、 イ カ、 そ
(　prey-predator　 )は 、　 predatorに とっ て は体 重 の増 加 の 他 の生 物 及 び人 間 の 漁獲(R)を 考 え る 。
で あ り、　prey　 に と って は 個数 の減 少 であ る事 をexplicit
に取 り扱 って い る点 で あ る。 系 は 、 オ キア ミ、 ク ジラ、 一 般 のinteractionの 方 程式 の 形 は
アザ ラシ 、ペ ン ギ ン 、そ の他(イ カ や人 間 に よ る もの)よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dk
m　 km　 dNk
り成 り立 って い る が、 モ デル と して新 た に太 陽 エネ ル ギ ー 一 一=γkv・km・(2-一)+g(一 一)-R(1)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 dt　 Vm　 dt
輻 射 によ って 支 配 され て い る植 物 プ ラ ン ク トン を南 極 海 の
場 と して導 入 した。　 dNk=(γ 一1)Nk－ σkwNkWm－ σksNkSm
モ デル を作 るに 当 って は 、未 知 の 事 が多 く、単 純 化 と非　　　dt
現 実 的 な仮 定 ・推定 をせ ざ る を得 な い点 も多 くあ る。 そ れ σkp　NkPm　 +b・ 　p■　NΣk(2)
らは 、こ れ か らの観 測 ・研究 に よっ て改 良 して ゆ くわ け で
あ る がhこ の よ う なモ デ ル ・シ ミュ レー シ ョ ン の 目的 ・意(1)式 右辺 第1項 はVに よ る体 重 増 加 で あ る.
味は 、 現実 の 生 態 系 を再 現 ・予 想 す る 事 が終 局 と して あ る 第2項 は(2)式 によ る個体 数 の変 化 によ る
に して も 、あ る種 の変化 が他 の 種 に及 ぼ す 影響 を見 きわ め　　　　　　　　　bio-mass　 の 変 化 を表 わ す 函 数 で あ る。
る点 にあ る。 又 、 モ デル を考 察 す る過 程 で 生 態 系 を理 解 す 第3項 は 人 間 に よ る漁獲 で あ る 。
る 上で 、 どの よ うな観 測 が必 要 かを示 す こと が 出来 、又 、(2)式 右辺 第1項 は イ カ・その 他 の 生 物 に よ る補 食 及 び 自
それ ら観 測値 の 妥 当性 に っ いて もチ ェ ッ クす る事 を可 能 に 然死 に よる 個体 数 の 減少 。 γは年 令 の 函数 で 初
す る 事が 目的 で あ る。 期 死亡 率 を含む もの とす る
。
本 講 演 では 、 モデ ル の 柵造(　 structure　 )と 基 本 的 な 第2 ～4項 はW、　S、　Pと のinteraction　 を
考 え 方 ・　fermulationを 示す.最 終 結 果 は 出て い な い が、 示す 。
シ ミュ レー シ ョ ン途 中の2、3を 紹 介す る。 第5項 は 再生 産(b
:出 産 率 、p■NΣkは 出
1.南 極海 ・植 物 プ ラ ンク トンの 考 え方 産 可能 年 令 に達 したNkの 和)に よ る増 加 で あ
南 極海 を南 緯53° 以 南 と考 える と、海 氷 域 面積 は 冬 場 る。
には 開 水 面面 積 よ り大 き くな り、 又 パ ック ア イ ス面積 も
無視 出来 な い。 これ ら3っ の領 域 に 分 け、 そ の季 節 変化 も
取 り入 れ 植物 プ ラン ク トンの分 布 を作 る。
n.オ キ ア ミ(K)の 生 態
1.オ キ ア ミは2～4年 で 生 産 者 に な り、 寿 命 は4～6
年 で あ る 。
2.オ キ ア ミの　bio-mass　 (km)　 は 植 物 プ ラ ン ク ト ン の
bjo-mass　 (Vt.,{　)　で 制 限 され て い る 。
m.ク ジ ラ(W)、 アザ ラ シ(S)、 ペ ン ギ ン(P)の 生 態 モ デ
ル につ いて は紙 面 の 関 係で 省 略 す る が 、オ キア ミを食 す る
事 に よ る体 重増 加 と、 個数 を以 下 のパ ラ メー タ によ り決 定
す る 。(1)出 産 開 始年 令、(2)出 産 率 、(3)雌 ・灘 北 、(4}
成 獣生 存率 、(5)寿 命 年数 、(6)初 期生 存 率 、(7)初 期 生
存 率 の適 用 され る年 令 。体 重 と個 数 の関 係 を ど うす る か が
一 番 の 問題 で あ る が、 出産 率 を体 重 の 函数 にす るの が 一 つ
の方 法 では な い か と考 えて いる.
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ピ リ カ か ら 検til
構 成 さ れ て い た
%で,両 者 で752
ら し た 代 謝 能 力
,例 え ば 尾 腺 か
い こ と が 指 摘 さ れ
配 さ れ る と 考 え
に よ る 活 発 な{ti
鳥 類 で,卵 へ の
の 成 鳥 で は 濃 度
っ た2検 体 に お い
0.998以 上 の 相 関
こ と が 推 察 さ れ た
の 違 い に よ るPC
定 の 法 則 性 は 見 い
幼 鳥 間 で 差 は 顕 著
,成 鳥 は 越 冬 海 域
て い る 。 ま た,換
い が 索 餅 生 態,従
お け るPCBsの
る 皮 膚+皮 下 脂 肪
い グ ル ー プ(Fグ
し た 。 有 意 な 差(p
い てMC型 代 謝 成
代 謝 酵 素 の 活 性 が
し た 結 果 と し て 飾
る と フ ェ ノ パ ル ピ タ ー ル に よ り 誘 導 さ れ る
MC型 の2種 が 存 在 す る 。PCBsは 化 合
代 謝 成 分,2.MC型 代 謝 成 分,3.Mix型
る),4.難 代 謝 成 分,5.不 明 成 分 に 分 類 で
は270±50ng/g(平 均 ± 標 準 偏 差)で,64
場 合,MC型 代 謝 成 分 は45±2Z,難 代 謝 成
代 謝 成 分 は9.5±1.7Zで あ っ た 。 こ の 様 な
生 物 に 含 ま れ るPCBsの 組 成,代 謝 以 外
要 で あ る 。 し か し,魚 類 はPB型 代 謝 酵 素
以 外 の 排 泄 は 主 にPCBs各 化 合 物 の 物 理
け る 低 いPB型 代 謝 成 分 の 割 合 は,PB型
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USE OF  ORGANOCHLORTNES AS CHEMICAL TRACERS IN DETERMINING 
   CERTAIN REPRODUCTIVE PARAMETERS IN BALL'S PORPOISES
 SAN
. Subramanian, S. Tanabe and  R.  Tatsukawa
Department of Environment Conservation, Ehime 
       University, Matsuyama 790, Japan
ABSTRACT
      Small cetaceans accumulate very high amounts of persistent chemicals 
through feeding and also they can excrete and transfer large quantities of 
 these pollutants over  generations through  parturition. It has been found 
that with respect to the distribution of chlorinated hydrocarbon residues, 
some kinds of pattern can  he seen in marine mammals, in relation to sex, 
age and location. in some of  our previous studies we found that marine 
mammals  have  specific physiology on the metabolism of  persistent 
 organochlorines and so  bioaccumulations and isomer patterns of these 
chemicals in these animals may be useful as tracers to gain insights into 
 specific metabolism and probably related physiology in wild animals. 
Considering all these facts, we believed that the concentrations and 
 compositions of  organochlorines  can  he used as chemical tracers in 
determining certain unclear aspects in the life history parameters of  long-
life marine animals. This study is an attempt in this new way of approach 
 to use  persistent  organochlorines  (PCB and DDE) as chemical tracers in 
 understanding certain reproductive  parameters in Dall's porpoise, 
 Phocoenoidos  dn711  (Mill living in the northern North Pacific.
      Adult and immature male and female  Dall's porpoises, one new born pup 
 and a fetus were collected from the  population  living in northern North 
 Pacific in various research cruises. The subcutaneous fat samples of all 
 the specimens were analysed for their  PCB and  DDE levels using alkaline 
 alcohol digestion for  extraction and  GC-capillary analysis for 
quantification. Representative samples were also injected into  GC-MS for 
identification and quantification of individual  PCB isomers and congeners.
 By the analysis of  the data on the levels  of  PCBs and DDE, it has been 
 found  that there exists a wide difference between males and females. It is 
 evident from the data obtained  that the  concentrations of both the 
 chemicals increase  in the bodies  of males linearly with age. On the other 
hand there was a decrease with the age in the levels of these compounds in 
the case of females, suggesting a possible lactational and parturitional 
 transfer of these compounds. Moreover such a decrease was found to be more 
prominent in the case of PCBs than DDE from which it could be guessed 
 that  PCBs, especially the less  lipophilic lower chlorinated isomers, are 
readily transferable than DDT compounds. This type of preferential 
elimination was more  prominent in the lactational transfer to the pup than 
in the placental transfer to the fetus.
      The  GC-MS patterns of the PCB isomers and congeners in the blubber of 
the female  Dall's porpoises  showed varying levels of lower chlorinated 
 biphenyls  (tri-  i  tetra- +  pentachlorobiphenyls), the ratio decreasing 
almost lineraly with age. Especially, the decrease in the ratio of the 
 tetrachlorobiphenyl corresponding to peak number 45  (IUPAC 52) with age, or 
in other words, the number of previous pregnancies is noteworthy, which 
 can plausibly be explained as due to the preferential elimination of lower 
chlorinated biphenyls via lactation. The patterns of PCB, obtained from a 
mother to her fetus and a mother to her new born pup specimens confirmed 
these points. The concentration ratios of fetus to mother and new born pup 
to mother showed  a clear preferential transfer of lower chlorinated 
 biphenyls from mother to calf. From these observations we would like to 
 suggest that by estimating the ratio of the  tetrachlorobiphenyl 
corresponding to peak number 45 (IUPAC 52) to that of peak number 610 
 (IUPAC 153), the number of previous parturitions of a female  Dall's 
porpoise can be calculated.
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南 極 海 の オ キ ア ミ に お け る 重 金 属 蓄 積
○ 山 本 義 志 ・本 田 克 久 ・ 立 川 涼
(愛 媛 大 農 ・環 境 保 全)
海 洋 動 物 プ ラ ン ク ト ン の 重 金 属 蓄 積 に っ い て は 、 重 金 属 の 海 洋 環 境 に お け る 循 環 や 汚 染
の モ ニ タ リ ン グ の 立 場 よ り・ 数 多 く の 研 究 が 行 わ れ て き た 。 し か し な が ら、 南 極 海 に 生 息
す る プ ラ ン ク ト ン に っ い て の 情 報 は 欠 損 し て い る の が 現 状 で あ る。 中 で も オ キ ア ミ は 、 南
極 海 に お い て 膨 大 な 資 源 量 を 有 し、 し か も 海 産 哺 乳 類 、 鳥 類 、 魚 類 の 重 要 な 餌 生 物 で あ る。
従 っ て ・ 南 極 海 に お け る 重 金 属 の 循 環 、 あ る い は 食 物 連 鎖 を 通 し て の 重 金 属 の 生 物 濃 縮 を
理 解3る に は 、 オ キ ア ミ の 重 金 属 蓄 積 に っ い て の 情 報 が 極 め て 重 要 で あ る。
本 研 究 で は 、1984/85年(12月 ～3月)と1985/86年(12月 ～3月)に 南 極 海 に お い て、 ミ ン ク
ク ジ ラ の 胃 内 容 物 よ り 採 取 し た オ キ ア ミ 計76点 のFe、　 Mn、　 Zn、　 Cu、　 Pb、　 Ni、　Cd、 　Hgの 蓄 積
レ ベ ル を 明 ら か に し、 そ の 季 節 、 海 域 、 個 体 サ イ ズ に よ る 変 動 に っ い て 検 討 し た。
オ:ヤ ア ミ の 重 金 属 蓄 禎 は ・cいZ・>F・>Mn>Ni・Cd>Pb・C・>Hgの 順 に 高 濃 度 で あ り、 海
水 か ら の 濃 縮 はCuで 最 も 顕 著 で あ っ た 。 オ キ ア ミ の 重 金 属 濃 度 は、 採 取 海 域 と 個 体 サ イ ズ
に よ っ て 有 意 な 変 動 を 示 さ な か っ た が 、 採 取 時 期 に よ っ て 大 き く 変 動 し、 そ の 変 動 パ タ ー
ン は 次 の4っ に 分 類 で き た(図)。
(1)12Jlか ら3月 に か け て 蓄 積 濃 度 が 減 少 す る 金 属
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の 濃 度 減 少 は 、
え ら れ る。
昇 は 、
デ リ ン)の 増 加 に よ る と 思 わ れ る。
層 水 よ り も 深 層 海 水 に 高 濃 度 で あ り、
ク ト ン は 、
濃 度 平 衡 が 成 り 立 つ こ と か ら 、
度 が 、
た 、1985/86年 に は1月 初 旬 か ら2月 初 旬 に か け て 急 増
し た こ と は 、 湧 昇 に よ り 高 濃 度 のCdとNiを 含 む 深 層
海 水 が 生 じ た た め と 予 想 さ れ る。
さ ら に 、 魚 、 ミ ン ク ク ジ ラ の 重 金 属 濃 度 と 併 せ て 、
南 極 海 生 態 系 に お け る 重 金 属 蓄 積 の 特 性 に つ い て も
若 「 の 考 察 を 加 え る。
一..　 Fe、　 Mn、　 Zn、　 Hg
12月 か ら3月 に か け て 蓄 積 濃 度 が 増 加 す る 金 属
　 　 　 　 　 　 …　 Cu
特 定 の 期 間 に 濃 度 が 急 増 す る 金 属
...Cd、Ni(Co)
12月 か ら3月 の 間 濃 度 が 変 動 し な い 金 属
　 　 　 　 　 　 …　 Pb
(夏 期)に か け て の　 Fe、　 Mn、　 Zn、　 Hg
脂 肪 量 の 増 加 に よ る 希 釈 の た め と 考
一 方 、12月 か ら3月 に か け て のCu濃 度 の 上
オ キ ア ミ の 血 色 素 を 構 成 す るCu蛋 白(ヘ モ シ
CdとNiは 、 表
ま た 、 プ ラ ン
水 環 境 と の 間 で 比 較 的 短 期 間 に 重 金 属 の
オ キ ア ミ のCdとNi濃
1984/85年 に は1月 末 か ら2月 中 旬 に か け て、 ま
??」?????
?
重 金 属 濃 度 の 採 取 時 期 に よ る 変 勤
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海 産 哺 乳 類 の 　C　 d　 ・　 H　 g　 の 生 体 内 動 態
O本 田 克 久 ・ 立 川 涼
(愛 媛 大 農 ・環 境 保 全)
生 物 に よ る 金 属 の 取 り込 み は、 そ の 経 路 や 存 在 形 態 が 種 に よ り 異 な る ぼ か りで な く、
種 固 有 の 組 織 器 官 と 生 物 過 程 に よ っ て も 変 化 す る。 例 え ば、 魚 類 は エ ラ を 介 して の 金 属
の 取 り 込 み が 無 視 で き ず、 鳥 類 で は 羽 な ど 固 有 の 組 織 を 持 ち、 換 羽 ・渡 り 等 の 過 程 で 金
属 書 債 は 大 き く変 動 す る こ と が あ る。 本 報 告 で は、 イ ル カ 等 海 産 哺 乳 類 で 得 た 知 見 と こ
れ ま で の ヒ ト を 含 む 陸 上 哺 乳 類 、 鳥 類、 両 生 類、 魚 類 で 得 ら れ て い る 知 見 と を 併 せ て 比
較 生 物 学 的 に、 金 属 、 と くにCdとHgの 生 体 内 動 態 と 毒 性 影 響 に っ い て 述 べ る.
Cd:　 　動 物 体 内 へ のCdの 取 り込 み 経 路 は、 呼 気 や 体 表 面 か ら と 水 や 餌 を 介 して の 消 化
管 を 通 す る も の と の3っ が あ る。 高 等 生 物 で は 一 般 に 消 化 管 か ら の 取 り 込 み が 問 題 と な
る。 消 化 管 か ら 取 り込 ま れ たcdは 、 ま ず 肝 臓 に 運 ば れ 低 分 子 蛋 白 メ タ ロ チ オ ネ イ ン と 結
合 し、 高 濃 度 に 蓄 積 さ れ る。 そ の 後、 時 間 の 経 過 と 共 に 腎 臓、 そ の 他 の 組 織 に 運 ば れ、
最 終 的 に は 胆 汁 や 尿 を 介 して 排 泄 さ れ る。 体 内Cdの 約1/2-1/3は 肝 臓 及 び 腎 臓 に 蓄 積 し
て お り、 腎 臓 で は 皮 質 に 高 濃 度 の 蓄 積 を 示 し、 蛋 白 尿 で 代 表 さ れ る 近 位 尿 細 管 障 害 を 引
き 起 こ す。 実 験 的 にCdが 投 与 さ れ る と、 肝 臓 と 腎 臓 のCd濃 度 は そ の 暴 露 量 に 応 じて 増 加
し ・両 組 織 のcd濃 度 に は 正 の 相 関 関 係 が 認 め ら れ る.こ う し た 関 係 は 本 研 究 で 検 討 し た 野
生 生 物 に も 認 め ら れ た。 一 般 に、　 Cd濃 度 は 肝 臓 よ り も 腎 臓 に 高 く、 肝 臓 中 濃 度 の 増 加 と
共 に 腎 臓 中 濃 度 も 増 加 し た。 し か し、 ヒ トは 肝 臓 中 濃 度 が 約40ppm、 海 産 哺 乳 類 は 約20P
pm、　 ま た 鳥 類 で は 約10ppmを そ れ ぞ れ 越 す と 腎 臓 中 濃 度 が 減 少 し た。 ヒ トの 場 合、 肝 臓 中
Cd濃 度 が 約40ppm以 上 に な る と 尿 中 の β2ミ ク ロ グ ロ ブ リ ン が 異 常 値 を 示 し、 こ れ は 高 濃
度 の(:d蓄 積 に よ り 腎 陳 書 が 発 現 し、 腎 臓 のCd再 吸 収 能 が 低 下 し た こ と に よ る と 考 え ら れ
て い る。 ヒ ト に み ら れ るCdの 肝 ・腎 蓄 積 の 傾 向 が 海 産 哺 乳 類 や 鳥 類 に も 認 め ら れ た こ と
は、 こ れ ら 野 生 生 物 に も 腎 障 害 発 現 の 可 能 性 が あ る こ と を 示 し て お り、 ま た 腎 障 害 発 現
の イ キ 値 が ヒ トで 最 も 高 く、 っ い で 海 産 哺 乳 類、 鳥 類 の 順 で 低 下 す る こ と を 示 唆 して い
る。 さ ら に、 海 産 哺 乳 類 と鳥 類 に お け るCdの 肝 臓 中 濃 度 に 対 す る 腎 臓 中 濃 度 の 比 は(2-
】0)、 両 生 類 と 魚 類 の そ れ(〈2)に 比 べ て 高 く、 ま た 海 産 哺 乳 類 で は そ の 種 間 で も 大 き
く 変 動 し た。 こ れ ら の 生 物 種 間 差 を 明 ら か に す る に は、　 Cdに よ る 暴 露 の 形 態 や 様 式、 肝
臓 と 腎 臓 のCd保 持 能 の 差 異 な ど 多 くの 検 討 課 題 を 残 して い る が、 海 産 哺 乳 類 の 種 間 差 に
は 腎 臓 の 小 腎 の 分 葉 度 合、 っ ま り 全 腎 に 占 め る 皮 質 重 景 が 大 き く 関 与 す る と 考 え ら れ る.
H9:　 Hgの 消 化 管 を 通 し て の 吸 収 率 は 取 り 込 み 時 の 形 態 に よ り 大 幅 に 異 な る が 、　 Cdに
比 べ て 一 般 に 高 い。 体 内 に 取 り込 ま れ たH9は 血 液 に よ り 各 組 識 に 運 ば れ、 肝 臓 や 腎 臓 に
高 い 蓄 積 を 示 す。 そ し て、 こ の 蓄 積 は 暴 露 量 に 比 例 し、 ま た 組 織 器 官 相 互 に は 正 の 相 関
関 係 が 認 め ら れ る。 例 え ば、 肝 臓 中H9濃 度 は 筋 肉 中 の そ れ よ り も 高 く、 し か も 筋 肉 中 濃
度 の 増 加 と 共 に 上 昇 し た。 し か し な が ら、 高 濃 度 にH9が 蓄 積 す る と 肝 臓 よ り も 筋 肉 へ の
蓄 積 が 増 大 し、 肝 臓 中 のH9蓄 積 量 に は 限 界 が あ る よ うに み うけ ら れ る.こ の 傾 向 は 脳 と
肝 臓 と の 間 に も 認 め ら れ、H9が 高 濃 度 に 蓄 積 し た 個 体 で は 脳 に も 比 較 的 高 い 蓄 積 を 示 し
た。 こ の よ う にH9の 体 内 分 布 が 蓄 積 量 に よ っ て 変 化 す る こ と は 、H9の 毒 性 発 現 の 機 構 を
解 明 す る 上 で 重 要 で あ ろ う.さ ら に、H9の 組 織 閥 相 互 の 関 係 に は 生 物 種 間 差 が あ り、 例
え ば 、 海 産 哺 乳 類 や 鳥 類 の 肝 臓 中Hg濃 度 は 筋 肉 中 の そ れ よ り も 高 く、 しか も そ の 肝 蓄 積
性 は 魚 類 や 両 生 類 に 比 べ て 高 か っ た。 こ う し たHgの 体 内 分 布 の 生 物 種 間 差 に は い くっ か
の 要 因 が 考 え ら れ る が、H9の 取 り込 み 時 の 形 態 が メ チ ルH9か 無 機H9で あ る か に よ っ て か
な り 大 き く 影 響 さ れ る の は 確 か で あ る。
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'"k-;2a.U・b戸 戦 書・P・SＬFr2土壌 藻 類 哨 ずる工壊 魏 聯 ・甥 φ澱 割 一・
(講.誌.鰯 油借 纐㌫ 鱒
はL",ibtこ
彊灘織 雛驚講1。誌姦㌶禦 識 鷲 ゜
之 ると,ペ ン ギンや耕 トク ゾ〃 創,エ ・'亡・確 敵 て・鰍 廊 擬 の3鵠 魂 纐
キ ド乃 燵 主体 とず る縞 勲 破 湯 沸献 乃 り魏 糺 ・,一 綱 ・3裂離D-・ ・エ
と 餅 む ・↓1訂 舗 諏 のP,。,:・し",・1・ ・s・itl!{一?)Lrsとする,護 肉 がうのNよ ・よひ〆Pさt体
姦灘 鎮護 鐵 禮 ㌫:㍗ 畠㌫ 剛 節 獅 弓～
Nnの 靹 ・ぺ 州 麹 碍 レ(・・る・ 一－X舶la・ り 灘 ・・うP菊 続 拗 ・酬 名
護難讃躊 鱗 灘 繍禮雛 三盧
,」}ll・.の生顔 谷・菰,こ のよ ラな絨 畷 の1鱗 力士 ・碑 勧 かあノ(・ ゾトa-・・/・19・s・sイ}
碑 て・,翻 ・⑳ 砿 ・・δ・樋 槻),・ 酔 次"て ・ル グ つ …/航 け/虚
ラン外 壕 伽 ・浄 ¢以 な ぎやバ3〃 フノ フ(2・6・1-it))1・/?・vl`tA-tr
3タRイ 盛 手 陣 ヴ 靹 勘 ・嫡 †同麹(綱 赴,2.6侍)、 乏5匹 工 押 フ吠 凌
乱編 綴 識 ㌫繧鷲1巖で一;纈鵡 贔鷹
"a・ し・r－椚 醜 崎 る ユ ゐ勢 いMる べ 功 左 ・,レフ〃 づ 壕(…3h)・ 継
に 脅 ・碗 綿 種 馴 ・・2)与b・-ta'7n(ハ 醐 崩 ・ω,198の.・ 全 国1び 掬 ・こりよ う
減 、蓼、・・メー細 ド5・ナる、騨 親 譲 ろ い 瞬 婦 叶 勧 埣 んカで ペ ンギん フ
巖灘 瓢 謬鰯 議蕊二
、を舞 と 考霧 ・涜 緑5ザ 吐 つ季燥 式(x--vノ レー.・-s3・
1.磁 中 謙 虚 の擁 景 靖 獅 綱 今処 紛 か ・ ・、vi・Z2i・ ん 縫,ラ ンク'e
さ才篇篠 呵 るLめ のノ1(6Lし て(;J.tb,`tLL　 E　 ブ抄L榔 歓r瑠 ウ 江 ン グー レ 雷違 ユケ9tb-・t
lfi….AGP1・ よ る縁 組 も5鳴,魂 」午 　 7　Wt　L・Utド 拠 悔 い ・ れ"拠 硫 磁 レ
創 る鰍 綱.F匙Aep侮 の(9・-4Atiuう て,,Z,し・ へ 極 暑 妨 出 しし・い 認 髄 す吃
吃Z/.°」1/,レecg(S'£)1)8こ しが 諺駒 極 ん・(/,t_/.7偽)・ この ・)一`a'殉 陣 ・乙・
し が(ノ φ で に 矛あ滴 レ ん よ う に(ρAKtYAMA　 d㌧eソ 何 ラ ボ の あぐ8ア2ig:lbtigkbvrtbriしtいも 丸 の ウ^
1・δの へ・ンギノ,レフ ・ノ ー エか ・a・・8>鮫 孤 村 殉 笑 む ・ん触 ・'獅 神
郷二臓 灘 纐 「.騙元鵜 繧 諏 齋議
・ 尾 の蛾 鞠 と祠 鴫 あ3綴 ・(司{9・ ・'二献L9繍 ・一駅 路 る・
ち ク,一 椥9・ ・N、P4信 者 嫡 ・ 的 ひ・t9ん6・ こe・'・の 予tRithyるed6(㍉Xン ク'
蠕 纏 事識 還㌫ 孚㌻多㌶ 警㌶ 膨 論,
の・tlveL　 ・・)懸 ρ9碍 零 し↓ 紅 多t・ る.し ・・spc(w・ ・ツノ・ 一 りvn　 )・c・「　La・h・tノ
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癩 狗 物 漁 猟 撤 陵 ゑ 胞 輌 し処 理 ・
わ ・耽 較 レん鰻 筆,換 軋 バ の し対 し
spc・Ci・婬 物4・ で'τ!.8イ ÷峰 長わ艀
メ凱 二の こと一・sノ 才 ング レ上7えコク 窃 簿テ
拘 窄の♂纐 纈綱 ふ献 館 城 砺 呑一峰
認 叶 乏 れ 左.
7・ こ の ・1・づ 玖 こ と を 乏Sに ひ う く 矛鈷 ∫ず
る助 に一 纏 のIZSS・ 娼 軸5が 畦 の
ヂ硫 磋 ビート中の顔 喫吐 け る琢そ}践 妙
手 の碗 鞭 磁 軽 ・て,・ 相 判群 のア
→多一ト/才}勾 当 拷)E)i]～ ・P,レ(i}戸 デ イ フ、 ク テ ス ト 芝
さ㍉碗 空 箸 オ ングvCft7f(2・S・ ・… 一).
ラ/グ 和'テ 才 物 斥(f'・ ・・…L).ス ヵ レ 以
ね ・之 緑(・,9。 ・、。t)な い,っ 、・e;Skb
㌫誌 豊1叱ら1こ嗣 蝋 γ旦亭
8.よ ・一・bliagaケ,多 んr'se・ 一 トパ
ンキ㌃/男1以 り勺 ちbnと)Ze亥(司 と一す5N2bSIN.
ゐ か 紅 餅 の聯 蛎 噸(矯 ・・ア レ リ
糸幽 鋤 婿)・ ・ よ5鱒 尋濠 麹 ・綿.`-x(す δ
携1・ つ … し榊 ・局 場 バ 山M碑 ・
ラハ ・バ つ て'縦 幽 琳 弔 す8蜘 蛛
5i)vる グ,ズ/グ レ 島4.・ ユ ケigb・ ・".e"-
1痛 し弔 蠕 動 手 ・ あ3・Lゐ づ認め 多Ptii。
6・inヅle
翻 ま,・あサ る毒草 老 年 硯 喜 時 文 δ 〉 えぴ
ls,,　tのs.aspge'N・PY〈Bの ㍉ オ ε 擬 ・しぢ
ib"u・ …ig〈、91・'P{鷺ヂ繊1ヨ 跨 伝{李 ・ナか ・in7
澹警冨㌫驚㌶㌘㌍
叉の 欄 蜘 鴎 ・ 號 ・ 醐 一のaltabe-rk7
顯 恥 幡 丘 か し卿 肇 続"よ つ 蝋 誠
'"su,L・ ㌧ し ・rr・4t・s7・ 一手 紅 レ づ 雛
a　s　nyRU・C　 7sえ 多wる 。
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靖*.晃 大谷 φ参 司 ・ノ神 田Kultこ ・　 ,lc・.)lil　姦 司
(余 後廿ス ・鑓)(極 地kff)　 　 　 　 仁}くあ 旅'工)
[ξ1極の 龍 ・」<滅1こ は復 々の藍 舞 の 法 皇・3材 料 ガyが オ宏
ろ ・ び 亨鰐 口 碇"る 、 猛 藻 臨 イ吻 微 ケ 傷 厳1纐 パZ神 田 ザ 日Gau11iwMz.?・
5f・)　t lMじ よ うに.躬st,酷 ㈱ 各面 を鵠 協 所　 t・,ig　Aけ ヒ}4sa;4-}相 ・1纏 け ゴ η7"・
tL　 璋 ξが一 輪 財 毛 剛 鉤 微 生物 ヒ亥 に嘆 篇21特 で極 鯛 貯鶏鳴 ・1聯 募麟 の砺 ズ老
合材 ・(・U呼叫 成 りeフ<・Z生 黙 し7"6v係 ・て礪 篭 されZ川7・{'のZ"あ う(ノtliAザ 傷
物 ・を雁 つ よ う瞬 楽髪の修 拘 る齢 塊 露7Pt・v5)・ η ・縁 睦(・Ff鋼)・ い・ 差
渡'ど 郎 、 麟 の倒 す 島 の ゴ 彪知 立 ゑ 醐 靴 ・d3地 鏑 解P・4奴 舳 飢
・1・ ろ、蕩 椥 燐 蜘 ・よ ・ て つ ・b"'・2,i檸,lgeg、tl9・ 繕)と5'・r,。 幽 晦 のxag.)　 ・D
頷 ・陣 あ 紬 らA?ILの 櫛 書 写碗 繍 ε1鳩 もの(NO.州.t・ ・8うトル 麟)、,k蛾 淵 料 ヒlz
麻 霧憩 乙子毛 ば舞滋1寡 の 生 髪1霧 学費)芝 山 乏"れ'7}乞虞岬 疵のラ¢のtの(BC,qs多tΨ ワo,　tりワ9113排
につ,コ柄 生卵 婚 柱 にttブ く の ・"2・5が ・ 享フ　t　R・しnよ曾 ・嚥K・ μ レ… 或 疏 ・纐
翻 靹 穀 鵠 集 の 注 ぎ狂 一 つ・・1多で表 砲 陣 の(Naa、2β.S,う ・`,3.・7,tA身州Z　 #tE)t
・1・,多・…`83い 舞 臨 場 被 ヒ しけ 脚 の 飢 でm,,た 。　ma>R後,riレ マ リ.・ ・-7.・}1,Aハ
場 に}飢 聾 しWtf勿 ・gしZ"b乙 貼 ・ と1縦 ・、 実 顔 駿 徽 錫 邪 び 走h　 rE　.}　edeerkeE.に
tτ ・ラ ろ、 藍舞 の控秒 戦 略 ε秀 え るtf、 　艦 おz海 瀬 の 形 孜㌧ 国師 構 逐 ・桂牽 のfpe直 な
勧 恥 で バ う(、tlのZ・ あ ソ、 そ=)・LiE}El-is　 髄 レ峨 ・レ輪 舞 蜘 綿 噛 毘 ピ<1磯 椥 簸
ろ 磁 禰 鱒}二 が 舳 ・ ρ 権 疎,:t,Zl・(マ 日 ・ソク ス)細 β髄1詞 飯 晴 多洗
刀 工Sな 愚 昧 があ る り・を知 多=ご1ま 彦 厚7・}9貨*。 ゾq－ の気卵 観C}手 餉 染 色苑 を訊 射た.
な ガ 多う がジ 純 畢 の拗 賭
一催1二 並 酷 な畷 鹿 下(τ山 賊Ewirεn・ 脳t,D.薩 域 権 蜘(Ne.3"rfヒegの
碗.・ 錨 、 冤 醐 ∫.姦 ア 卿 リ村,晶 軒X・ ち らt　 Ncst、Uの 鰍 コ ロ ン 色 難 ∠ レ
なビ)1・ は 、募 獺11旋 舞 被7・,あ ろ ニビ が1多 く、て猶 榛 こ れ 一ヒ覆 舞 濯 マ・、9ト観 〔毎5に11精 げな 集
1‡馨 舞 フnラ はhs弱 ヒな ろvしO'し 舞 顧 繊 麗 歌材 が曹 っ71)看 よ う に 庭 先5.NOヨ 碑z"tt
鎌,餌 郷 刎 纏 困 勘 、哺71＼ 「縁 の膚 　N・st・'C　ゴ ρ ニ ー の劒 で 硫rm拠 所0、 、疋賊 廠
聯 獅fが 塀 有 川 レ わ ・ウ と1え6:tが'で わ糠 蜘 二4痛 レ・ 、凶 が'、　 ・k-b,gpaPtz・'Pt
ぎ ・雇 うな 孫 境 川 そ躬1・ 纐 掛 比 籏 離 し綱 山3　 ?9　・p　v'ats　)a　thth　 7ss〈.　 &
正 ぐ源能E考 え$rで'摩 喀 と曇 わ れ1,執 権 施 漁{多iSゆ ろ}、 あのz・ あ ろ 、NO,tl8v2・ ・19、
名 橋 、}・t!")g=pt;でi闘 ・蜘 打 橋 ち れT'1。e.,、M,itUtL("'Vげシ 　ー1-　il'rCmコ1ユ ニ ー9つ ∠ り、
碓 陶 勧 罐 ・1擁 綱 祈 ケ を綾 けZれ が1拗 財 豫 ゲZN碗 。 ・防 磁 しzllE・fil-・Eフ〈 っ
今回 、細 田 げ南纏7・1脚?与tl98)琴 に採 壕 レ4乙 リ、　NDstoc　 を 協 》仁 ん ビ リ し2.川 ろ.象 弓
醐 料 カ ー 彫 醐 感 激 昇 段7"扱 うlthet　 稟令 マ"'A15bN'コ ・二 弓 麹 菌が1齢 しな"州 ま
・仁ig .U}±.舞 掘 齢 ・秘 鰭 峰 に考娃 磁 気 そ躍 れ 柱 後 が畷 伍 臨 めz・　th　Sラ ・
し乞 力抜 τ・擁 扉 ゴ れ嶋 擁 さ れ たbの エ・19firs2)水 域 優 騨(止 オく琢Na帖3ヒ 輌 ら歳 木域
i・ね け い が、 そa・1・1、b・D'わ 砕1艦 姦 楓3、 の
椥 ン 髪 ヵ酬 の12うM冗 、'髭融 手寡は
集Abに 動rこ 。 ・z－ 定 り}多形 と禾 匂 二乙 ザ わ ゲ
・ブ・カ2轍 惨 しfc山 権 琢 グ 陸舞 癖 集 切生き
力 鵠 え 詳zい 多務 乙 奪3朗 ウ.
N・st・n－バ 少く 鬼 、:/一}-　 tXNづ・ ・-Eク
<　3rC　 ln如 ズ後 礫 ザ雄 才痛 彰 を フ イ ろ.シ ー
トガ つ ロ 二 一 の'塾 利 で細 腕 噸 桑 刻 鍾 ・
MfいρtD左`しう5`癖hg凧,～`山 歩e"rVpt;x,c必τ丸u)x　なゼ'が'
加hリ 櫓Lボ 海 難4し オ る。
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に日多数 の三朝諺が分布 し,}刻 辺学者り喫啄乙
禦㌧∵㌫藁㌫謬鷺甕鱒鷲1。
纂働 躇 畑驚 旨㌶1悼 、。
補題雪認肇鷺峰露語㍗鱒
鑑 靡 鍛 蠕 凝 鵬 二綴喜3°
[聯 止方吃 ユ84°
、律織 豊隣 騨 幣潔,。
菊標 炭寺、(τ)0(:グ ラスフ ァイベ ーフィル
た σ 薩 〃1∠敲 礼 ♪τ、3遡 ヲ劃1定用誠 ンh式 ・・
離蓼巖講鴛瞬 蕩辮 豊撃,。
又フ ァイバ'一 フ ィ'レタ ー で＼3斑 う こと.レ(Pソ
得 た.7-'OC?{N8びPOCの 壇噸 克徹 。,。叉,、g.
久司reSCCah・ 　(/ラ59)つ 赫 に卒 して 行
菌種 バ7夕 刻 に お げろ有 機応分 の鹿 追
,・f分7Fと.生 物 デ隻 勇力篠゜霧雲篤'ぞ覧霧鶏 巖鶴
騙 蠕 ア升 リドラ猟 一鵬 。,。 嚇・y㏄・鱈 。
0,.、
100一




▲　:　Branched　 (iso　 and　 anteiso)
▽:　 Unsaturated　(uC16　 and　 uC18)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1・　 V・・tical　Di・t・ib・U…　 f　F・tty　Acids　 i.　P。,.　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 ti
culate　 Matter　 of　Lake　 Vanda,　Antarctica
・た ・懸場 物牛の看翻 分ばクζMκ0!ソ/　 ddaを一 景 壱F・1)ナントな齢 ば色詞利 しち
磁、一「募7多;玄纏2鰺劣1躊㌻繧燈竺鶏篇譲ξ柔縮縫
時 咽 姶 謝纈 戒(柘 ん 初・ゐノ4髄 噺 蜘 τ・,笥塚轍 嚇 ・郁 赫 軋
{1!方響竺矯墓㌫ ス1)認綴1蓋 毫1鉋'禎綱旨礪齢鰯胸脚蛙
[Z)c・(と`、・(,レ1/za#2,20M×.o之 微川1・り 種 麹辛κ融 ・づ由巨.皇 族分 はζz上Qfつ 俊乞
パ リ三賊 し仁 臓 紡 祠 艮'下命駒3枇 不碇 綱 繊 で,あった.懸 濁 榊 の全脂
ヲ乞叶1ノ 行 ・ら 嚇 鋤 繊 度 ヒヒ挑 蜘L,鰭 ㍍ て暖
ε1結果とタ察] 尺値 〃・碑 皮 唖 レ,そ ・}ψノ課 で麟 ケし
バ7カ ㌍ 甜 礒 劇 ぐ910eWna.た(囎 ユ)・ 二幅 ・1痢二おtr6晦 轍 ク
髪羅警を㌘霧 娑(㌶齋鷺 ラ驚竺 ヒ騙であゐ編 羅協諺認




南極 陸 水域 の藻類 の研 究
1凍 オングンレ島の1せ沼にっvて
○ ノ]、顔 昭 信 ・田 中 裕 子 ・上 村 百 子 ・ ム 本 真 規 与 ・ 高 檎 永 治
(神 戸 常 盤 短 大)(神 戸夫 自然斜学研)(神 戸大 ・理)
陸 水 域 の光 学 顕 微 鏡 的 藻類 につ カ'ら得 られた結 果を報 告守る。採 集 地 は
いマに仁.ネ畠島 ・牙火山 ・乎 望予 らによηてウ・ 東方 ンク"ル島 のオく・汲 み三尺ダムノか もめ シ芭
な り詳 細 に 明 らかにな ってvる 。演 者 ら ①,か もめ 地 ②,え ぽ し池,た らうね
は戸 ングノレ昆 ル ンノ・島 ラングホプデ,
スカノレフ・スネス,ス カーレン の 陸 水.ナ琢に
生 息 する 光 学 顕 微 鏡 レベル の藻 類 の
観 察 に加 え て,亀 手顕 微 鏡 レベノレの
微 小藻 類 や原 生生物 の分類 学的研 究
をノ7二了ってし,30
オ才料 は,ノ983年 掛 ら ノ984#の
第24次 南極 観 測 の夏 の期 間 に採 集
翻t天.各 泥 沼 のオ才料 は500鋪 広 口瓶
に斗采永 し,直 ちに赤ルマリン固定,藪 ば
室 内培 養 のあヒ固定 ぞiれた9の で あ る。
'司時 に,
類 のマットな ビ'疹キ采集 乞τれ7三。
ここでは,東 オングノレ島 の試 料 の観 察
池,み ど り 池,水 汲 み 沢 の 水 さ留 ク な
どて・あ5。 各reの 浮 遊 性 の纏 萎貢ぞぱ,
9藻 のPh・rmidi・m　 3種,orSpm・h・ ・ec・aS
1種,Dsstx・ …C・5i・1種 力・言'勧 られ
た 。 これ うのth#!は 既1(報 告く・tt't'(v5。
黄鎌 のPa・a幽s・m・ πas2働 やみ どilse,
えぽ"レシ芭,オ 〈汲み沢 ダム 」う・う認(め られ ノヒ。
これ らは 南 極 大 陸 か うば 最 初 の 発 見
で'あ5。 とく にR　 yestitaは,み ど ク
シ芭,ノ983年'2月 のイ憂 占孝重 で あ フ/t。
こ弼 の種 の 特 徴 の他 に,着 生 藻 マ





大谷修 司 ・神 田啓史
(極 地 研)
〈 は し め に 〉
セ ン 類 の 分 布 は 地 形 、 水 分 供 給 、 栄 養 な ど の 環 境 要 因 に よ っ て 強 く影 響 を さ れ る こ と が 報 告 さ れ て い
る が(Nakanishi.1977,Kanda.1981,1986)、昭 和 基 地 周 辺 の セ ン 類 付 着 藻 類 に 関 し て は 、 そ の 分 布
や 生 態 に 関 す る 研 究 は ほ と ん ど な さ れ て い な い。Kanda(1981.1986)は 、 セ ン 類 の(血 　1awiana
は 、 大 陸 氷 縁 に 発 達 す る モ レ ー ン や 構 造 土 な ど の 氷 河 地 形 と 深 く 関 わ っ た 分 布 を す る こ と を 報 告 し て い
る。 今 回 は こ の 様 な 特 徴 あ る 分 布 を す るG.響awianaに を 焦 点 を あ て 、 そ の 付 着 藻 類 相 を 明 ら か に す る
と と も に、 採 集 地 域 の 生 育 環 境 が 藻 類 の 分 布 に 与 え る 影 響 に つ い て 考 察 を 行 っ た 。 ま たG.　 lawianaに
比 べ 各 露 岩 に 広 く 分 布 す るCeratodon　 urureus及 び 随 　 seudotri　 uetrum群 落 の 付 着 藻 相 と の 比
較 を 試 み た。
材 料 と し て は 、 ブ リ ン ス オ ラ フ 海 岸 の 、 竜 宮 岬 、 明 る い 岬 、 宗 谷 海 岸 の 向 い 岩、 ラ ン グ ボ ブ デ 、 ス カ
ル フ ス ネ ス 、 エ イ ン ス トー イ ン ゲ ン 、 ル ン ド ボ ー ク ス ヘ ッ タ、 ス トラ ン ニ ッ パ の 各 露 岩 、 及 び 、 昭 和 基
地 よ り西 南 西 に 約700km離 れ た セ ー ル ロ ン ダ ー ネ 山 地 よ り採 集 さ れ た セ ン 類 乾 燥 標 本 を 用 い た 。
〈 結 果 及 び 考 察 〉
ほ と ん ど の 地 域 の　Grimreia　 lawiana　 群 落 の 付 着 藻 類 相 は 概 し て 貧 弱 で 、 標 本 ご と の 出 現 種 数 は1～3
の 場 合 が 多 く、 中 に は 全 く藻 類 が 見 ら れ な い 場 合 も あ っ た 。 組 成 的 に は ラ ン 藻 類 が 大 部 分 を し め 、　 Nost・
9£sp・ ・ ≡[魎minutum・ 酬 　spP・,　 Petalone■a　 velutinum,　 Calothrix　 arietina,　 Gloeoc.
廻magma,　 Gloeoca　 sa　 spp,　 Synechococcus　 aeru　 inosus,血幽spp.　 な ど が 見 出 さ れ た 。 そ の 他
の 藻 類 と し て は 、 微 小 な 緑 藻 類 が 数 種 類 見 ら れ る 程 度 で あ り、 ケ イ 藻 類 に 至 っ て は 全 く 見 出 す る こ と が
で き な か っ た 。 ま た 量 的 に も ラ ン 藻 類 が 多 く 幽a　 minutumやNostoc　sp.が 調 査 し た ほ と ん ど の
地 域 か ら 優 占 種 と し て 出 現 し た 。 両 種 の 共 通 な 形 質 と し て 厚 い 粘 鞘 と 窒 素 固 定 を 行 う 異 形 細 胞 を 有 す こ
と が あ げ ら れ る。
し か し、 調 査 地 域 の な か で や や 生 育 環 境 の 異 な っ た ル ン ドボ ー ク ス ヘ ッ タ、 セ ー ル ロ ン ダ ー ネ、 ス ト
ラ ン ニ ッ パ で は 藻 類 相 や 付 着 量 に 関 し て 次 の よ う な 特 徴 が 見 ら れ た 。 ル ン ドボ ー ク ス ヘ ッ タ で は 大 陸 氷
か ら 離 れ た 海 岸 近 く に 本 極 の 群 落 が 分 布 し て お り、 そ こ か ら は 他 の 地 域 か ら は 希 に し か 見 出 さ れ な か っ
た ラ ン 藻 類 のGioeoca　 sa皿 魍 が す べ て の 標 本 か ら 見 出 さ れ た。 セ ー ル ロ ン ダ ー ネ の 雪 鳥 の 飛 来 す 地
域 の 群 落 で は 特 に 一 属 数 種 、 鍵 層 数 種 が 優 占 種 と し て 出 現 し た。 ま た 、 ス トラ ン ニ ッ
パ の 滝 や 沢 の 近 く に 生 育 す る 群 落 で は、 藻 類 が 群 落 表 面 を 覆 っ て し ま う ほ ど 多 量 に 付 着 し て い る 場 合 が
あ っ た。
一 方、　 G_h　 lawianaに 比 べ 各 露 岩 に 広 く 分 布 し て い る 旦L魍seudotri　 uetrumや 　Cera七 〇don　 R!Lt2Lq
reus　 の 群 落 で は 標 本 ご と の 出 現 極 数 、 付 着 量 と も に9.　 1awiana群 落 よ り 多 い 傾 向 に あ っ た。 そ の 付 着
藻 と し て は ・ ラ ン 藻 類 の 迦a　 minUt… 　 堕 ・p・　N・St・C　 C…　 Une,　 N・St・C　・p.,鍵
層 数 種Gloeoca　 sa属 数 種 の 他 、 チ リ モ 類 の　Actinotaeniurn　 cucurbita、 　 ケ イ ソ ウ 類 の　Pinnularia　 bor・
劃 ⊥sが 見 出 さ れ て い る。
旦1asgiana群 落 の 付 着 藻 類 相 や 付 着 量 が 旦.mp/ttmやg.　 urureusの 群 落 よ り 貧 弱 で
あ る こ と や 露 岩 の 池 や 小 川 な ど の 水 分 の 豊 富 な と こ ろ に 広 く生 育 す る チ リ モ 類 や ケ イ 藻 類 が 見 出 さ れ な
い こ と か ら、　g.　 1awianaの 生 育 す る 大 陸 氷 縁 の 環 境 は 、 藻 類 に と っ て も 厳 し い 生 育 環 境 と 考 え ら れ る。
ま た 、 ル ン ド ボ ー ク ス ヘ ッ タ 、 七 日 ル ロ ン ダ ー ネ や ス ト ラ ン ネ ッ バ の　　G.　1awiana　 群 落 の よ う に そ の 生
育 環 境 が 異 な る と 付 着 藻 類 相 や 量 も 違 っ た 傾 向 を 示 す こ と か ら、 付 着 藻 類 の 分 布 は 、 セ ン 類 の 生 育 す る
環 境 条 件 に 影 響 さ れ て い る と 考 え ら れ る。
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南 米 パ タ ゴ ニ ア に お け る セ ン タ イ 類 群 落 中 の 藻 類
O関 太郎(広 島大・理 ・宮 島自然植物) ・ 中野武登(広 島大 ・理 ・植物)
南 極 に お い て セ ン タ イ 類 群 落 は 微 小 生 物 に と っ て ・ こ の3)の 地 点 は、　ChileのAis6n州 に あ り 、 パ タ
も っ と も好 適 な 生 活 環 境 で あ る と 考 え ら れ て い る(神 ゴ ニ ア 北 陸 氷 か ら 流Fし て い るSoler氷 河 の 末 端
ill　・大llt・1982)・ 藻 類 に お い て も ・ 秋1|1(1982)は ・ で、46。56'S,73。10'Y,海抜340mで あ る.こ の
南 極 に お け る 藻 類 の 生 活 圏 を ま と め た 中 で 、 陸 ヒの 氷 河 は1967年 の 調 査 当 時 に は 無 名 で あっ た が 、 成
生 活 圏 と し て1セ ン タ イ 群 落 ヒに 着 生 ま た は 混 生S'る 瀬 ・遠 藤(1967)に よっ てSoler氷 河 と 命 名 され た.
藻 類 群 落(epiphytic)1を 挙 げ て い る 』ickaman　 &そ の 後 、 文 部 省 科 研 海 外 調 査1パ タ ゴ ニ ア 氷 河 調
Vitt(1975)やBroady(1977-1981)の一連 の 報 告 で 、 亜 査(198384)
-1によ っ て 詳 細 に 調 査 さ れ 、　Nakajima
南 極 や 南 極 に お け る セ ン タ イ 類 群 落 中 の 藻 類 の 生 態etaL(1985)の 報 告 が あ る
。
が 次 第 に 明 ら か に な っ て 来 た.昭 和 基 地 周 辺 の セ ン 生 育 地 は 氷 河 末 端 の モ レー ン ヒに 形 成 さ れ た 池
類 群 落1.の 藻 類 に っ い て も 、 福 島(1959)や 秋 山(1974) の 周 辺 でG
unnera　 magellanica(ア リ ノ ト ウ グ サ 科)
の 報 告 が あ り、 昨 年 の 第8回 極 域 生 物 シ ン ポ ジ ウ ム に
,　Agrostis　 antarctica　 (イ ネ 科),　 Rostkovia
お い て 大 谷(tg85)が 第24次(1983-84)の 神 田 啓 史 隊 員
magellanica　 (イ グ サ 科)な ど の 湿 地 群 落 で あ る.
が 採 集 し た 材 料 を 用 い て 、 詳 細 な 報 告 を 行 ・ た.
セ ン タ イ 類 と して は 、　Dicranella　 hookeri　 var.
神 川 ・,」〈-tll(1982)が 指 摘 し て い る よ うに 、 セ ン タ イfl
exisubulataが 優 占 し、　Bryum　 pseudotrique－類
の 生 態 学 は 極 地 で の 単 純 な 系 の 理 解 か ら温 帯 、 さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　trum,　 B.　 1aevigatum,　 B.　erythrocarpoides,ら に は 熱 帯 で の よ り 複 雑 な生 態 系 の 解 明 へ 進 展 して
Pohlia　 wahlenbergii(以 ヒ、 カ サ ゴ ケ 科 、 セ ン 類)
い く こ と が 予 想 さ れ る.
,　Pseudolepicolea　 quadrilaciniata　 (マ ツ バ ウ
こ σ)よ う な 見 地 か ら、 演 者 ら は 亜 南 極 の さ ら に 外 縁
ロ コ ゴ ケ 科),　 Riccardia　 spp.　 (ス ジ ゴケ 科 、 以
に 位 置d'る 南 米 パ タ ゴ ニ ア に お け る セ ン タ イ類 群 落1
:、 タ イ類)が 混 生 して い る.中
の 藻 類 の 生 態 に 関 心 を も っ て 、 予察 的 な チ ェ ッ ク
Dicranella　 hookeri　 var.　 flexisubulataは 、 約を 試 み
た.使 用 し た 材 料 は 、1967年 に 北 大 と広 島 大
5cmの 長 さ で 、 下端 はRostkovia　 magellanicaの 裏合l
lij学術 調 査 隊 が 採 集 し 、Seki(1974)に よ って 報 告
の 下 部 に 、 ほ ぼ 一 致 して い る.そ れ か ら 下は 腐 植され た 標 本 で あ る
.
化 して 、 植 物 体 は 明 ら か で は な い.ヒ 面 か ら11.極 域 と の 比 較 の たy
)に 、 な る べ く 極 地 的 な 環 境 に 生
5cmの 部 分 がDicranellaの 生 育 が 盛 ん で 、 そ の ド育 して
い る 次 の セ ン タ イ 類 群 落 を 対 象 と し た.
部(L面 か ら51cm)の 領 域 に 、　RiccardiaとNostocD氷河 面}
二に 散 乱 し て い る 小 石(suproglacia1
,。bbles)1、 精 し て し・るRhac。,it,i、 。　,,i,P、1umが'tfiして い る ・ ま た ・ こ の 部 分1よDi・ ・a・el1・の
va,.　 rupest,e　 (ギ ボ ウ シ ゴ ケ 科 、 セ ン類)の 群 仮 根 の 形 成 も 盛 ん で あ る ・ そ れ よ り 防i・ はRi－
落　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ccardiaもNostocも 見出だされ ない.こ の ド方の
2)氷7,妹 端のモ レ_ン 岩1、のRhac。,it,i、m　 　 部分1・はDi・・anefl・が層状手髄 を なして いて、生
symphyodontumの 群 落 殖 器 官 の 形 成 に よ っ て ・ 伸 長 が 止 ま っ た た め と 思
3)氷 河 末 端 の 湖 沼 周 辺 湿 地 に お け るDicranella　 わ れ る ・'そ れ は 松 田(1964)が 昭 和 基 地 周 辺 に お い
hookeri　 var.　 flexisubulata　 (シ ッ ポ ゴ ケ 科 、 セ て ・　Bryum　 pseudotriquetrumで 観 察 し た よ う な
ン 類)の 群 落 見 事 な もで は な く・ 湿 地 に 生 育 す る 頂 セ ン類
4)氷 河 の サ イ ドモ レ ー ンに お け る 細 砂 上 の　 　 (acrocarpous　 mosses)に は ・ よ く 見 ら れ る もの で
Bryum　 steffenii(カ サ ゴ ケ 科 、 セ ン 類)の 群 落 あ る ・ こ の 層 状 構 造 が ラ ン ソ ウ 類 に よ る コ ケ の 生
そ の 結 果 、 予想 に 反 し、 藻 類 の 付 着 な い し 混 生 は き 育 抑 制 の た め か ど う か は 分 か ら な い .
わ め て 少 な く・3)のDicranella　 hookeri　 var・　 flexi'　 　西 パ タ ゴ ニ ア に お け る 大 き い 年 雨 量(4000-5000
subulataか らNostoc　 punctiformeと 思 わ れ る も の を　 mm)が 、 セ ン タ イ 類 群 落 中 に 藻 類 の 少 な い一一っ の
検出 したに過 ぎなかった.原 因か もしれない.
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舗 瀦 考アの肩 ・・蘇 芳紅 ‖の1SPt?&嫡1融 纐 筋 砿K壱 げ舳 的 岬
られ ろ ので・,‡纏 り遠 い よリ1堪 度 の速 い〆 稀 でbパ ヲ ー シ(飾 離 秘)ビ ラ毛r輝十割印砲 ヒ宙
よ ・咋 靹 触 潮 泌 こ以 ・ほ.鯉K嫡 でが ターγ(緬 鯉)好 い
支障は 南極 り雪 麹ケ 葎 κっ 、,1ば 海 洋性 南 破 間 ゐごあカ,
織㌶ 鷺:ll㌫磁 惚惚議 ・漂 織 鑑 識 窪サ
レゥ'・ユい働,ソS ,　ei,　 才 ーパ ラリア 僻Kっ"沽 鱒 ほ 。
の崩 的 赫 締 技 纈 伽 か ・.勾 わ
纐 動 線,訂1は,て カ・1エりK数 の↑輪 ψこ
bゐ と 見め ま れ 右 ボ,n7日aで の と こう 、
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丸田 喪裏手(重 夫 ・理 ・植 物)
富 士 山鮒 繍(・,7ク6躰,3∫ °・め 幅
下1二1才藩類 の擬 勢 バ み らPt　5が,/の 東 面 ヒ
西 面tで は幾 組n叛hvi{ト 。 乍 乙襲 な3.本 研 屍
で1擁 一働1嘘.・ 艶 場 覆 拗 関 連 ・"ep9か'・
す3斥 め の宴 一段 階 ヒ し1,東 面 と面 面 と ガ
コ ケ の 父ツ トの温 良,倉 ・レ量 及 ド微 気 象 要素
句経 町1愛 化 を劇 足 しfし.之 らド コケ の2ッ ト
't7x'・熱 収 支L・ に淑 女 の乎履行ズ態 に あ3ヒ して熱
奴 ば と,峨 支式 と 樋 甫 し,劇 磁 蓋果 観
枯 のワ η組 み 榊 潮 〈耐3・ttgCt?rP-,
豪 陶 二護L紅"T・ 痺 鮫 、1Xlノ ウt)SPtd'tr
(G減 あ 、ρ岬 。雌 ・幽)pnt),晒 顧 賜 毛 プ
・P"り(Rん ・・e・pitvi…ev　 1亀レゆ ル・s・・k
Bγ}4、)ガ を)う 、
動'コ 物 合 喧 の鯛 変 イヒ称 し ・あ
b.!986年8自 束 っ須、足結 粟zご あ うが)8目
1こ〉・っ　zeJeJvた9が 続 き,
1請 ず カ・う 降 μ ・"あ・仁 柏 ナゼず ・taL7
400
年後 の 夕 立5の 再案a
j
っF降 起 り写 ・,状 態 で あ っ仁 ・そqea　 z"3弓 　 eX°　　 一
更面 仁お 、プbユ ケt11;一イ今r－ 魂 ・z・1る が ノ西
面 に お ・ て・詞 ト劇 毒 ・Zし7・ ひ ・3・ と
が 髄 る.ge・ ・θ の擾 か 弓9fi3・ θ の昼 董2。。.
4で 雨tな り,イ ・今 惇弘 様給 のあ ・た〃後 ノ働
釦 巧 纈.、 材 ㍉ 耳 梛 ～2… ♂ 畷
va　@南 西 のfiNgS.才 多窪 ヴて護発散 が進2ナノ翌
?臼319の 細r－ は ず ゴ1てコVlの ・含フr暑 はり%
iliitk－イ6fし て ・・5.コ 物 妬 陶 掴2'詠
傷 う1㍉ 顔.炎 鴫 収 ・3鯛rl3勿'c
雛'・ 降 し直 齪 が纏 庭 注 ら嶋
硝 閣ドI」!～ 五1・ 書ゼ低 干 して・'客三 毛7
りゴケは 〃～zo・c4錠L匿)で イ冷 な真倉・威を
/3m'z・ ・'(伊野,衣 装淘,温 度 の素が ら・碑
,嶋 礁 翻/・ ・A・,・〈下ゼ ・就 合 成1藷 ・く







図 ユ8目26日 かち319書 での ブケの含,}乙号 η
縫 角 疲化
・・え3.穿 お 鼻 面1才 風 ・臼二 あ3存 め磧 雪 が 多
・談 合榊 闊 紅 鶴 い 這 巧.し づ・し含 人漁 期調 躬 ～・・肋 偏 日ゼ躬 が ・そ
の騨r払Z光 舗 桐 齢 楢 ピ・ドあ3ヒ
晃淋 が 斗1崩 し葡 西南鱈 力秒 駆
鮪1・ 卸 τ 瞬 μ あ・躍 鉋 短6・ 一・2-n7Z、}・tlが 蜘 しr・ifrvvr-h')・
箕燗1・ し随 縁 簡 かtい ・エ・・鳴 神 肋 動 鵠 鯛 行 塀 →嶋 伽 嚇 醇
る西 砂 微 縫 い 圃 本山 復 岬 葎 風 輪 綱 開 し絨 冷蹴 緬 ・ひ 弓 と刷
が4し西～ 南砂ガ あ3こ とヒ司照、暗闇 が長 く(面木3.
勾,薫 発散 が進む こLが 生玉 る夢困ずあ るヒ
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富士 山火山荒 原におけ るセ ン類群落 の 微気象 と光合成
゜中坪孝之 ・伊野良夫(早 大・教育 ・生物)
森林限 界以上の山岳地域 は、気 温が低 く
生 育期間が短い という点 で極 地域 と類似 して
い る反面、昼夜 ・夏冬 の温度隔差の点で はか
な り異な ってい る。 したが って、そ こに生 育
す る植物の生理生態的特性 もそれぞれの気候
に応 じて異な って いる もの と予想 される。
セ ン類の生理生態学的研 究は、北極 圏や海
洋性南極において は活発 に行 なわれ、多 くの
知見が得 られつつ あるが、 山岳地域 での研究
は少ない。
演者ち は、富士山森林限界付近 の火 山荒原
に優占す るシモ プ リゴケ　(　Rhacomitrlum
lanugin・ ・um　)'に ついて、 その生理生態的特
性 と環 境条件の研究を行な って いる.今 回 は
光 合成特 性 と群落微気象の関係 につ いて の報
告を行 う。
サ ンプ リング、微気象測定 は富士 山の山梨
県側 の標 高約2400mの 溶岩f也帯 で行 なった。
光 合成 については、サ ンプルを実験室に持
ち帰 り、光 、温度、 水分条件を変えて赤外線
ガ ス分析 計で測定 した。光合成速度 は、光合
成有効放射(400-700nm)300μEm－ユ
s　't　までは光が 強 くな るにつれ急激に増加 し
800μE　 m'ユsソ で も光飽和に は達 しなか っ
た。光合成 の最適温度 は15-25CCの 範囲に
あ った・植物体 の含水 率は光合成速度に大き
く影響 し、含水率約200%の 時 に光合成速度
が最大に遠 した。含水 率200%以 下に なると
光合成速度 は急激 に低下 し、含水率40%以 下
で はCOユ の取 り込み は認 め られなか った
(図1)。 水 ・ilテンシャルは含水率約200%
以上で はほぼ一定で あったが、 含水 率がそれ
よ り低下す ると急激 に低下 した.室 温で異 な
る相対湿度にお ける水蒸気 吸収を調 べた実験
で は、相対湿度79%で は植物体 の含 水率 は約
20%か ら増加 せず、相対湿度93%で も含水率
は約30%で 平衡に遠 した。
微気 象について は、生育期間 中6回 にわ た
? 』??? ?
??
り、 光強度、気温、空 中湿度、群落 の表層約
1cmの 温度、植物体の含水率の1日 の変化
を調 べた。植物体の含水率 は日によ って大 き
く異 なり、一 日中光合成に必要な含水率40%
に達 しない 日もあ った。 このよ うな 日の 日中
には、強 い 日射を受 けて、群落表面 の温度が
50CC以 上に なる}9合 が認め られた。 降水の
あった日、 その翌Hに は、植物体の含水率 は
光合成可 能な範 囲にあ ったが、 この場合に は
E申 、群落表面 の温度は気温よ り10°C以 上
高 くな り、光合成 に最適な温度 範囲に近か っ
た.ま た、晴天 の夜llllには、相対湿 度が80%
前後で も、室内実験 と異 なりす みやかな含水
率の増加が起 こり、 明け方 には含水 率が50%
を こえ る場合が認 められた。 これは、夜間 に
放射冷却に よって植物体表面 の温度 が気温 よ
り低 下す るため、水蒸気 が植物体表面で 凝結
し、 それをすみやか に吸収 するため と考 えら
れ る。
森林 限界以上の山岳地域 では、 セ ン類 はし
ば しば強い 日射に さらされて乾燥す るため、
生育期間 の間で も、実際に光合成が可能な時
間 は短 いと思 われ る。 これ らの地域 に生 育す
る種 は、 こ うした短い時間を有効に利用 して
生長 して い るもの と推測 され る。
Water　 content　 (%)
図1.含 水率 と光合成速度 との関係
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刈取 り法 および 光A成 活 椚から111足したタ マfク 成 長吊の比 較
伊゜ 藤 仲 ・伊 野 良 人(lil人 ・教 育 ・fl物 〉
鮒 灯!θ)光 合 成 活 ・川{よ,そ θ)休 制 θ)特 徴/)、
ら,ソ{',・ 温 度 ・ 含 水 率'こ「iθ)微 環}亮 の 影1響 を 高
首41Mr/IJ　J、 り し 」、り 強 く ・受U(いK).しノこが っ
(.剛 灯!「ノ)1tY,IX:ll1を,ソ ∴〈')INに1」.ζ)!1勿 「i'i午P汀
を し)と に し て 川 止 り る と さ,鮒 類 を と り よ く
微 環 境 のIUIV・i:が 不11|欠 ℃ あ る.
/〉回 θ)報 告c(」、,東 京 人 ・ツピ「県 演{1'{林 内 に
ノti/i～,K)タ/『i、 〃(13ξ')r、1.r、 ξ_n　rTl　i　{a
f)()r1.1i{幽 　()　r、　rTl　i　s　)　を|1}し 、て.)lt"合1戊 速
度 」ぶ」、ぴ 光 ・ 群?'tk/tl(11言語度 首 のi}改 気 象 ブ ータ
」、レ),」)(ト σ)ノ)?'ノ、を}{1し 、 て,1乏 又1～ζ㍍1θ)1ミ 血行変
化 を 出 定 し/こ.
は ば ・ノ 月 お さ に,i,iUf;1を1来 集 し 実 験 室 内
℃,)1',合 成 ・　lll、　ll'f'1吸速 度 の 光(BJ、 び 温 度 依 存
1/1を 測 定 し た.よ た,そ れ とliillLl期 に,約 一
週1川 に わ/こ っ.て,タ ∀ 二iソノ群 落 の 〉ヒ ・ 表1朗 温
度 篶 σ)微 気 象 一ブ.タ を 連 続 測 定 し た.
光 合 成 ・1呼 吸 速 度 は,温 度f〕 ℃ お さ・に,光
強f良 を()～/000μ1三//m2/sの 範1川 で5
～61111ず つ,そ れ ぞ れ 含 水 率 最 適 の 条i'1一で 測
定 し た.各 測 定 温 度 ご と に,最 少 二 乗 法 を 川
し、 て,)t・)ヒ 合1戊llh年 央
??????????
?????????
???? ??? ??? 』???? ? ‥?????ー?? ?
? ????
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第9回 極 域 生 物 シ ンポ ジ ウ ム
講 演 要 旨
(B・ 展 示 発 表)
1Environmental control of 
Antarctic
 lichen epiphytism on 
moss species
some
R. Hancock and R. D. Seppelt
          Antarctic Division 
Department of Science and Technology 
            Channel Highway, 
        Kingston, Tasmania 7150, 
             AUSTRALIA
     Colonization of moss turves by algae and lichen epiphytes is 
primarily controlled by moisture levels of the substrate. The 
major colonising lichen species near Casey Station is Rinodina  
olivaceobrunnea. Colonisation by algae, chiefly 
cyanobacteria, occurs usually in wetter sites and often is 
associated with physical damage of the surface of the moss. 
Lichen colonisation occurs in drier sites and is closely 
linked to summer moisture levels in the moss turves.
1
2Habitat 
   and
specificity and 
Usnea antarctica
ecophysiology of Usnea sphacelata 
near Casey Station, Antarctica
R. D. Seppelt, R. Hancock and M. Wilson
          Antarctic Division 
Department of Science and Technology 
             Channel Highway, 
        Kingston, Tasmania 7150, 
             AUSTRALIA
      Both Usnea sphacelata and U. antarctica occur widely on rock 
outcrops near Casey Station. Usnea sphacelata is saxicolous 
while U. antarctica is saxicolous and muscicolous. 
Microdistribution patterns of the two species show a marked 
preference of U. antarctica for sheltered habitats receiving 
greater distribution of snow. Photosynthetic respones of both 
species differ. Usnea antarctica exhibits a greater tolerance of 
increased nutrient levels.
 -  2  -
3 THE  DISTRIBUTION AND ABUNDANCE OF  CHROOCOCCOID 
     CYANOBACTERIA IN  THE SOUTHERN OCEAN
Harvey J. Marchant  and Andrew T. Davidson
  Antarctic Division 
 Department of Science 
  Channel Highway 
Kingston. Tasmania 7150 
   AUSTRALIA.
Chroococcoid cyanobacteria (blue green algae), ascribed to the genus Synechococcus, occur in 
high concentrations in the world's oceans and contribute significantly to primary productivity. To 
date little has been reported on the factors controlling their distribution and abundance other than 
that they are well adapted to low light environments and to oligotrophic conditions. Their 
distribution and abundance in the Southern Ocean has received little attention. 
Phycoerythrin-containing chroococcoid cyanobacteria in the surface waters of the Southern Ocean 
between Australia and Antarctica were determined by counts of autofluorescent cells on two  cruises 
in the 1985/86 austral summer. Their concentration varied greatly from over 3 x107  cells.1-1 close 
to Australia to being undetectable near the Antarctic coast. The principal determinant of 
cyanobacterial abundance appears to be temperature, with cell number being exponentially related to 
 temperature.
3
4LORICATE  CIIOANOFLAGELLATES FROM ELLIS FJORD, 
               ANTARCTICA
 Ilarvey J. Marchant, John van den  Hoff and Harry R. Burton
  Antarctic Division 
Department of Science 
  Channel  Highway 
Kingston. Tasmania 7150 
   AUSTRALIA.
The ice-free  Vestfold Hills, in which the Australian station of Davis is located, has a number of 
lagoons with seasonal connection to the sea and is deeply dissected by fjords. These present a 
diversity of aquatic habitats which vary greatly in salinity, ice cover, temperature,water depth and 
water column mixing. Recent investigations of the micro- and nanoplankton of these water bodies 
and the inshore region of the Vestfold  Hills have revealed a number of new species of 
choanoflagellates and species not hitherto reported from Antarctica. As part of these ongoing 
studies we have sampled the plankton from a basin at the head of Ellis Fjord, some 10km. from the 
open sea where the temperature was 3.0°C and the salinity  37%.. Here we have found various 
loricate choanoflagellates, including  Acanthoeca brevipoda, Acanthoecopsis unguiculata, 
 Diaphanoeca grandis,  Stephanoeca  complexa and S. norrisi. The variety of species found in this 
unusual marine environment, which supports abundant bacterial and phytoplankton populations, is 
contrasted with that at other coastal and oceanic sites around Antarctica where these organisms have 
been collected.
 —4
5Observations on the structure of the thelycum and spermatophore 
                   in the Antarctic euphausiids, 
            Euphausia superba and E. crystallorophias
Paul Thomas
          Antarctic Division 
Department of Science and Technology 
            Channel Highway, 
        Kingston, Tasmania 7150, 
             AUSTRALIA
      The structure of Euphausia superba and  E. crystallorophias's 
developing thelyca and male spermatophore have been examined using 
both light and scanning electron microscopy. 
      The thelycum has a characteristic structure  in both of the 
species examined, confirming its importance in the systematics of 
 euphausiids. 
      Differences were also observed in the shape, but not in the 
surface structure of the spermatophore between the species. The 
spermatophore in both species were formed from numerous overlapping 
circular chitinous plates. 
      Following spermatophore attachment, the thelycum in each 
species was observed to change. The most noticeable difference 
being the complete covering of  E. crystallorophias's thelycum with 
a chitinous cement substance once the spermatophore has been 
attached.
 —  5  —
6Three new  zooplankton nets designed for under-ice sampling; 
     with preliminary results of collections made from 
             Ellis Fjord, Antarctica during 1985
John M. Kirkwood and Harry R. Burton
          Antarctic Division 
Department of Science and Technology 
            Channel Highway, 
        Kingston, Tasmania 7150, 
             AUSTRALIA
          Three new zooplankton nets have been designed to enable 
improved collection of zooplankters from ice-covered waters. These 
nets enable quantitative collection of species not adequately sampled 
by other methods. The first net is a vertical tow net which can be 
folded like an umbrella to pass through a small ice hole (10 cm). 
This 'Umbrella Net' takes an integrated sample of zooplankton from 
all sample depths. The second net is a collapsible free-fall net 
designed to collect mobile zooplankters capable of avoiding towed 
nets. This was the only net which proved capable of collecting all 
furcilia stages of Euphausia  crystallorophias  from Ellis Fjord, some 
of which have not previously been described. The third net is a diver 
operated push net designed to collect zooplankters from the top 15 Cm 
of the under-ice water column. Because of the high standing crop of 
phytoplankton at and near the under-ice surface at particular times 
of the year some species of zooplankton tend to congregate there. 
These species, particularly Paralabidocera antarctica, were collected 
in great abundance using the push net, but are rare in samples 
collected by other methods.
 -6
7昭 和 基 地 周 辺 の 湖 沼 の 藻 類 相 ・ク ロ ロ フ ィ ル 量 と 環 境 要 因 に つ い て
大 野 正 夫 ・村 山 治 太
(高 知 大)(横 浜 国 大)
昭 和 オ ア シ スに は、 淡 水 湖、 塩 湖 が 点 在 し
て お り、 今 ま で に 藻 類 相 や 地 球 化 学 的 な 調 査
が 行 わ れ て き た が、
査 は 比較 的 少 な く、 秋 山(1974)やTo
・綿 抜 知 彦 ・福 田靖
(神 奈 川衛 研)(熊 本 大)
ぬ る め 池
こ の 池 は 、 表 層 は4.
湖 心 に お け る 層 別 的 な 調 層 か ら 海 水 に 近 い 塩 分 に な り、
て あ っ た。 透 明 度 は6.
rninaga&Fukui(1981)の 報 は2m層 と10m層 で 極 大 値(8.9℃)を
告 が み ら れ る 鶴 で あ る.今 回 の 調 査 は 環 墳 示 し た・Ch;'・ 量 は ・ 表 層 で ・ ・18μ
モ リ タ リ ン グ 調 査 と 共 同 で 、1985年1月9/1、 底 層 で2.!10u8/1と 高 い 値 を
13日 よ り24[]の 期 間 、5つ の 湖 沼 に つ い 示 し た。　 Phaeop.量 は 、 逆 に ド 層 で 低
て 調 査 が 行 わ れ た 。 地 球 化 学 的 な 報 告 は 別 に い 値 を 示 し た ・ 底 層 に は 約o・ 　 8paの 藍 藻 の
行 わ れ る の で 、 本 縄 で は 、 藻 類 相 、 ク ロ ロ フ 堆 積 が あ っ た 。 培 養 し て 出 現 し て き た 藻 類 は ・
イ ル 輩 と 現 場 で 測 定 し た 環 境 要 因 に つ い て 報Ni'tzschia　 palea(Diat
害 す る。
調 査 方 法
画 才 ン グ ル 島 ・大 池 、 ラ ン グ ホ ブ テ"・ ぬ
る め 池 、 ス カ ル ブ ス ネ ス ・ 舟 底 池 、 す り ば ち
池 、 ス カ ー レ ン ・ 大 池 な ど の 昭 和 オ ア シ ス の
56Sで あ り、4rn
底 層 は 高 塩 分
2mで あ っ た。 水 温






(藍 藻)で あ っ た 。
??
5mで あ り、 透 明 度 は2.1m
代 表 的 な 湖 沼 に つ い て 調 査 が 行 わ れ た。 調 査 で あvた 。 塩 分 は 表 層 で102.9、8m層
は 、 プ ラ ス チ ッ ク 二 人 乗 り ボ ー ト に よ り、 ロ て240.26の 高 塩 湖 で あ る。 水 温 は 特 異
_ブ で 距 離 や 位 置 の 確 認 を 行 っ て 、 湖 心(付 な 分 布 を 示 し 、 表 層 は9・0℃ ・1・6m層
近)で 、 垂 直 的 な 測 温 、 採 水 を 行 っ た。 透 明 で22.6℃ と 高 温 に な り、3m層 で0℃ 、
度 、 溶 存 酸 素 量 も 測 定 し た 。 採 水 に よ り、 藻 底 層 で 一7.9℃ て あ っ た。 溶 存 酸 素 量 は 、
類 相 の 固 定 試 料 と、 培 養 の た め の 試 料 を 得 、 表 層 で4.51ml/1で あ り、 徐 々 に 低 下
Chlorophyll　 a量 、Phaeo　 し、8m層 で0.55ml/1で あ っ た。
phytine量 の 測 定 の た め、101の 水 舟 底 池 は、 以 前 か ら緑 藻 類 のDunali
を 持 ち帰 っ た。　 ella　 sp.の 繁 殖 が 認 め ら れ、 夏 期 に
調 査結 果 高 いChl.　 a量 の 植 が 報 告 さ れ て い る が、
西 オ ン グ ル 島 ・ 大 池 今 回 は ・ ° ・ °5～ °・ ° 叫 ・/1で あ り
淡 水 湖 て あ り、 水 深 は11mで あ っ た。 透 明 予 想 外1こ 低 か っ た。　 Phaeop.　 量 は4m
度 は 底 まで 見 え た・ 水 温 は・7・3℃ で 比較 層 で1・91179/1と 高 い 齪 示 し た゜
す り ば ち 池的 高 く、 底 層 ま で ほ と ん ど 差 が み ら れ な か っ
た 。 宿 存 酸 素 量 は8.39～8.65ml/水 深 は31.4mで あ り ・ 透 明 度 は4・2
1で 、 底 層 ま で 大 き な 差 が み ら れ な か っ た。mで あ っ た 。 塩 分 は 表 層19.88、20m
Ch　 1'　 aの 量 は0・02～0・05y9/層 で21・812の 塩 湖 で あ る 。 水 温 は 表 層
1で あ り、　 P　ll　aeo　 P.　 は1.90～3.は5・3℃ で あ り・1・8m層 で12・85
93y・/1で あ っ た・ 底 層(・ は 藍 藻 の 堆 積 ℃ ・1° ・5m層 で7・22℃ の ピ ー ク が み
が 、 約0.3mみ ら れ た。 培 養 に よ り 出 現 し ら れ 、 底 層 は 一1.99℃ で あ っ た 。 溶 存 酸
た 藻 類 は 、Navicula　 mutilo　 素 量 は 、 表 層 で8.07ml/k15m層
Rasia(Diatom)で あ っ た
一7一
委 か は 無 酸 素 状 態 で あ っ た 。　 Chl.a量 は0.0
㍍:㍊1ノ附::㌘ ㌶1鷺 ξ
;㌫1二 蕊 晶 二霰 鷲 ㌘:°。誓ご
is　 sp、 　 とPharmidiumで あ っ
た 。
ス カ ー レ ン ・ 大 池
こ の 湖 は 淡 水 湖 で 、 解 氷 面 が 岸 付 近 だ け て
あ り、 湖 心 の 調 査 が 出 来 な か っ た。 水 温 は3 .
8～4.0℃ で あ り、 溶 存 酸 素 量 は9.32
～9.46ml/1で あ っ た。　 Ch　 l.　 a量
は ゜ ・ °3ノ ・/1と 低 い 値 で あ っ た カs・　 P
l二二還漂 警::㌫ 言二二ニ豊 ㌶
遊 が み ら れ 、 培 養 に よ り 緑 藻 のGloeoc
apsa　 sp.　 と 、Pleurococ
L§ 　 sp・ 　 が 出 現 し た 。
淡 水 池 の 商 才 ン グ ル 島 ・大 池 及 び スカ ー レン
大 池 のCh
.1・ …h・ 日 ・量(y・/1)
とPhae・ph・ti・ ・ 量(y・/1)
Depヒh西 オ ン グ ル 島'大 池 ス カ ー レ ン ・大 池
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OF THE VISUAL OBSERVATION OF 
SOUTHERN OCEAN IN THE SUMMER
SEA BIRDS IN THE THREE SECTORS OF 





Nakamura (Kanagawa Prefectural Museum ) 
Takayanagi (Fisheries Agency, the Kaiyo Maru) 
Naganobu (Ocean Research Institute, Univ. of Tokyo) 
Ohyama (National Institute of Polar Research)
    The visual observations of sea birds are carried out in the Southern Ocean 
in the summer seasons between  1983 and 1985 by the Kaiyo Maru as part of the 
BIOMASS program. The records of the visual observations were taken by 
Takayanagi, who is a crew of the Kaiyo Maru. The observation areas are eight 
lines along longitude in the Indian, Pacific and Atlantic sectors of the 
Southern Ocean as follows (Fig. 1) . 
  1) Nov. 26  -- Dec. 15, 1983: From Fremantle (Australia ) to the Antarctic 
      Ocean. 
  2) Dec. 16, 1983  -- Jan. 3, 1984 : From the Antarctic Ocean to Port Elizabeth 
     (South Africa) . 
  3) Jan. 9  -- Jan. 26, 1984: From Port Elizabeth to the Antarctic Ocean. 
  4) Jan.  27  -- Feb. 12,  1984: From the Antarctic Ocean to Fremantle. 
  5) Nov. 14  -- Dec. 5, 1984: From Valparaiso (Chile ) to the Antarctic 
      Ocean. 
 6) Dec. 6  -- Dec. 22,  1984: From the Antarctic Ocean to Montevideo 
     (Uruguay ) . 
  7) Dec. 29, 1984  -- Jan. 21, 1985: From Montevideo to the Antarctic Ocean. 
  8) Jan. 22  -- Jan.  30,  1985: From the Antarctic Ocean to Port  Elizabeth. 
    The above records of sea birds were arranged to the appearance tables of 
each species with sea surface temperature every line. The appearance pattern of 
each species were compared among eight lines.
 _g
Fig. 1 :Visual 
by the
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Wednesday, 3 December - Friday, 5 December,1986
                   at 
National Institute of Polar Research 
          (Host Institution)



















- A. Contributed Papers  
I. Marine Environments  (10:00 - 10:45)
   Chairman: Keiji Nasu (Tokai Reg. Fish. Lab.) 
1. Characteristics of ocean structure along 155 E and 170 W in 
   the Southern Ocean. 
        Mikio Naganobu  (Ocean  Res. Inst., Univ. Tokyo) 
                                                 (10:00 - 10:15)
2. Phosphorus in 
        Fukashi 
        Nobuyuki 
            Tech.,
Discussion
 the water Antarctic Ocean. 
Fukui (Envir. Div. Shimizu City) 
 Kadoya and Shiro Okabe (Fac. Marine Sci. 




II. Temporal and 





   the Southern 
        Hiroshi 
         Mitsuo
Distribution of
Taniguchi











  (10:45 -
Agr., Tohoku
phytoplankton






4. Fine-scale distribution of sub-surface chlorophyll-a in the 
   Indian Antarctic Ocean observed by a continuous monitoring 
   system on board in 1985/86 (JARE-27) 
        Mitsuo Fukuchi (Natl Inst. Polar Res.) 
         Hiroshi Hattori (Fac. Agr., Tohoku Univ.) 
 (11:00 -  11:15)
5. Vertical distributions of phytoplankton stocks in the 
   Indian sector of the Antarctic Ocean. 
         Hiroshi Hattori (Fac. Agr., Tohoku Univ.) 
        Mitsuo Fukuchi  (Natl Inst. Polar Res.) (11:15 - 11:3G)
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   Chairman: Mitso Fukuchi  (Natl Inst. Polar Res.) 
6. Phytoplankton bloom observed in the vicinity of  Balleny 
   Isles, Antarctica. 
         Yukuya Yamaguchi  (Coll. Lib. Art., Saitama Univ.) 
        Hiroo Satoh (Tokyo Univ. Fish.) (11:30 - 11:45) 
7. Distribution of chlorophyll-a, particulate organic carbon 
   and nitrogen in the southern beaufort Sea in late summer. 
         Kazuo Iseki, Robie W. Macdonald and Eddy Carmack 
          (Ocean Chem. Div., Inst. Ocean Sci., Alaska Univ.) 
 (11:45 -  12:00) 
 Discussion --- (12:00 - 12:20)
  Lunch Time (12:20 - 13:30) -
 8. Long-term continuous measurement of in-situ chlorophyll-a 
    with a moored system in Breid Bay, Antarctica, December     1985 
- February 1986. 
          Mitsuo Fukuchi (Natl Inst. Polar Res.) 
          Hiroshi Hattori (Fac. Agr., Tohoku Univ.) 
         Takao Hoshiai (Natl Inst. Polar Res.) (13:30 - 13:45) 
 9. Primary production under fast ice near Syowa Station, 
     Antarctica. 
          Hiroo Satoh (Tokyo Univ. Fish.) 
          Kentaro Watanabe  (Natl Inst. Polar Res.)(13:45 - 14:00) 
10. Seasonal variation of downward flux of particulate organic 
    matter under the Antarctic fact ice. 
          Osamu  Matsuda (Fac. Appl. Biol. Sci., Hiroshima Univ.) 
          Shingo Ishikawa (Fac. Sci., Kochi Univ.) 
          Kouichi Kawaguchi (Ocean Res. Inst., Univ. Tokyo) 
                                                    (14:00 - 14:15) 
    Chairman: Yukuya Yamaguchi  (Coll. Lib. Art., Saitama Univ.) 
11. Seasonal succession of ice algal assemblage in bottom layer 
    of fast ice near Syowa Station. 
          Kentaro Watanabe (Natl Inst. Polar Res.) 
                                                    (14:15 - 14:30)
12. Phytoplankton and microzooplankton communities in the water 
    column beneath the sea-ice coverings in Lagoon Saroma in 
    winter 1986. 
          Akira Taniguchi (Fac. Agr., Tohoku Univ.) 
 Nishiyama tsuneo (Inst. Marine Sci., Univ. Alaska) 
          Atsushi Tanimura and Kentaro Watanabe  (Natl Inst. Polar 
    Res.) (14:30 - 14:45)
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 13. Ice algae in lake Saroma, northern part of Japan. 
           Kentaro Watanabe, Mitsuo Fukuchi, Atsushi Tanimura and 
           Takao Hoshiai  (Natl Inst. Polar Res.) (14:45 - 15:00) 
 14. Quantative measurement of endotoxin in ice - Endotoxin in 
     the sea ice of Lake Saroma. 
           Tsutomu Kurosawa (Inst. Exper. Anim. Sci., Osaka Univ. 
             Med. School.) 
           Atsushi Tanimura and Takao Hoshiai  (Natl Inst. Polar 
    Res.) (15:00 - 15:15) 
 15. Lipopoly sacharide in the water of Antarctic Ocean and its 
      adjacent  sea. 
            Hiroyuki Tominaga (Water Res. Inst., Nagoya Univ.) 
           Fukashi Fukui (Envir. Div. Shimizu City) 
           Shigenori Tanaka (Tokyo Inst., Seikagaku Kogyo Ltd.) 
                                                     (15:15 - 15:30) 
  Discussion ----  (15:30 - 15:50 
  Tea Time (15:50 16:00)   
III. Ecology of Zooplankton (16:00 - 18:05) 
     Chairman: Tsutomu Ikeda (Jpn. Sea Reg. Fish. Res. Lab.) 
 16. Distribution of an appendicularian, Oikopleura vanhaeffeni  
     in the northern Bering Sea shelf during summer. 
           Naonobu Shiga (Fac. Fish., Hokkaido Univ.) 
                                                     (16:00 - 16:15)
 17. Abundance of zooplankton collected with the N7OV net during 
     the "Shirase" cruise, JARE-25 (1983/84). 
           Akito Kawamura (Fac. Fish., Hokkaido Univ.) 
                                                     (16:15 - 16:30)
 18. Horizontal distribution of the zooplankton community in the 
     Australian sector of the Southern Ocean. 
           Satoshi Yamada (Fac. Fish., Hokkaido Univ.) 
                                                     (16:30 - 16:45)
 19. Latitudinal variation in Salpa thompsoni (Tunicata, 
     Thaliacea). Implications for validity of the species Salpa  
      gerlachei. 
           Beatriz Estela Casareto and Takahisa Nemoto (Ocean Res. 
        Inst., Univ. Tokyo) (16:45 - 17:00) 
      Chairman: Naonobu Shiga (Fac. Fish., Hokkaido Univ.)
 20. Gut contents of ice-associated copepod, Paralabidocera  
      antarctica, near Syowa Station. 
           Atsushi Tanimura, Kentaro Watanabe and Takao Hoshiai 
 (Natl Inst. Polar Res.) (17:00 - 17:15) 
                              3
21. Zooplankton biomass under the sea ice in Lake Saroma, 
    northern part of Hokkaido, Japan. 
          Tsuneo Nishiyama (Inst. Marine Sci., Univ. Alaska) 
          Atsushi Tanimura, Kentaro Watanabe and Mitsuo Fukuchi 
        (Natl Inst. Polar Res.) (17:15 - 17:30) 
22. An observation on abundance and vertical under the sea ice 
    in Saromako, a lagoon on Hokkaido facing the Okhotsk Sea. 
          Moriyuki Kotori (Hokkaido Central Fish. Exper. Station) 
          Tsuneo Nishiyama (Inst. Marine Sci., Univ. Alaska) 
          Atsushi Tanimura and Kentaro Watanabe  (Natl Inst. Polar 
    Res.) (17:30 - 17:45) 
  Discussion --- (17:45 - 18:05)
Thursday, 4 December,  1986
IV. Ecology of Euphausiids (10:00 - 11:20) 
     Chairmen: Makoto Terasaki (Ocean Res. Inst., Univ. Tokyo) 
                Moriyuki Kotori (Hokkaido Central Fish. Exper. 
                Station) 
 23. Characteristics and comparison on ecological distribution of 
     Euphausia superba DANA in the Southern Ocean. 
           Mikio Naganobu (Ocean Res.Inst., Univ. Tokyo) 
          Yuzo Komaki (Far Seas Fish. Res. Lab.) (10:00 - 10:15) 
 24. Diurnal vertical migration of Antarctic krill swarms under 
     varying light conditions during different months. 
          Taro Ichii (Far Seas Fish. Res. Lab.) (10:15 - 10:30) 
25. Extremely long lives of Antarctic krill (Euphausia superba) 
     as shown in the laboratory experiment. 
           Tsutomu Ikeda (Jpn. Sea Reg. Fish. Res. Lab.) 
 (10:30 -  10:45) 
26. On the feeding and filter structure of Euphausia pacifica. 
           Hae-Lip Suh, Makoto Terasaki and Takahisa Nemoto (Ocean 
         Res.  Inst, Univ. Tokyo) (10:45 - 11:00) 
  Discussion --- (11:00 - 11:20)
V. Distribution of Fishes and Benthos 
     Chairman: Kouichi Kawaguchi (Ocean Res. 
 27. Cephalopods collected with a beam-trawl 
 1985) 
          Takashi Okutani and Hideki Numanami 
            Fisheries)
      (11:20 - 12:30) 
Inst., Univ. Tokyo) 
by JARE-26  (1984- 
 (Tokyo Univ. 
     (11:20 - 11:35)
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28. Possible scraping influence by bottom of iceberg on benthos 
    distribution. 
          Hideki Numanami and Yoshiyuki Hamada (Tokyo Univ. 
           Fish.) 
          Yasuhiko Naito (Natl Inst. Polar Res.) 
          Akira Taniguchi (Fac. Agr., Tohoku Univ.) 
 (11:35 -  11:50)
29. On some cumaceans and isopods found in a small collection of 
    smaller crustaceans from the Antarctic Sea. 
          Sigeo Gamo (Dept. Biol., Fac. Educ., Yokohama National 
    Univ.) (11:50 - 12:05) 
30. Studies of the intestinal flora isolated from fish, bird and 
    penguin living in near the place of syowa Station. 
         Takeji Sasaki (Kitasato Inst.) 
         Takao Hoshiai (Natl Inst. Polar Res.) (12:05 - 12:20) 
  Discussion --- (12:20 - 12:30)
  Lunch Time  (12:30  13:45)  
VI. Ecology of Sea Birds and Sea Mammals, and Ecosystem 
  Simulation. (13:45 - 15:45) 
     Chairman: Akito Kawamura (Fac.  Fish., Hokkaido Univ.) 
 31. Breeding ecology and food habit of Rhinoceros  Auklet on 
      Teuri Island. 
           Yutaka Watanuki and Hisashi Abe (Inst.  Appl. Zool., 
       Hokkaido Univ.) (13:45 - 14:00) 
 32. The distribution of mottled petrels in the North Pacific. 
           Haruo Ogi, Hidetsugu Yoshida, Hiroyuki Tanaka (Fac. 
            Fish., Hokkaido Univ.) 
          Hitoshi Fujimura (Wild Bird Soc. Jpn) 
           Senichi Shiratori (T/S Hokusei Maru, Fac. Fish., 
            Hokkaido Univ.) 
          M.W. Newcomer (Stanford Univ.)  (14:00 -  14:15) 
 33. Mass mortality occurrence and chick growth of short-tailed 
     shearwaters as indices of fluctuations of Nyctiphanes  
      australis population in Australian waters. 
           Nariko Oka (Yamashina Inst. for Ornithology) 
            Naoki Maruyama (Lab. Nat. Conserv., Fac. Agr, Tokyo 
      Noko Univ.)  (14:15 -  14:30)
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    Chairmen:  Yasilhiko Shimazu (Far Seas Fish. Res. Lab.) 
                Akito Kawamura (Fac. Fish., Hokkaido Univ.) 
34. Breeding ecology of the Antarctic petrel Thalasssoica  
    antarctica in  Muhlig-Hofmannfjelia, Dronning Maud Land. 
          F. Mehlum (Norwegian Polar Res. Inst.) (14:30 - 14:45) 
35. Feeding rate of the southern minke whales 
          Hidehiro Kato (Whales Res. Inst.)
          Yasuhiko Shimadzu (Far Seas Fish. Res. Lab.) 
 (14:45 -  15:00) 
36. Model simulation of Antarctic ecosystem. 
          Masaki Ejiri, Takao Hoshiai, Yasuhiko Naito, Mitsuo 
          Fukuchi and Haruo Sakurai  (Natl Inst. Polar Res.) 
                                                  (15:00 - 15:15)
  Discussion ---  (15:15 - 15:45)
--- Tea Time (15:45 - 16:00) ---
VII. Bioaccumulations of PCB and Heavy Metal (16:00 - 17:15) 
     Chairman: Kunihiko Watanuki ( Dept. Chem., Fac. Arts and 
                   Sci., Univ. Tokyo) 
 37.  Bioaccumulation of PCB isomers and congeners in the tufted 
     puffin Lunda cirrhata. 
           Hiroyuki Tanaka, H. Ogi (Res. Inst. North Pacific Fish., 
            Fac. Fish., Hokkaido Univ.) 
            Ryo Tatsukawa (Dept. Envir. Conserv., Fac. Agr., 
      Ehime Univ.) (16:00 - 16:15) 
 38. Use of  organochlorines as chemical tracers in determing 
     certain reproductive parameters in  Dall's porpoises. 
           An. Subramanian, Shinsuke Tanabe and Ryo Tatsukawa 
             (Dept. Envir. Conserv., Ehime Univ.) 
                                                   (16:15 - 16:30) 
 39. Heavy metal accumulations of  krills in the Antarctic. 
           Yoshiyuki Yamamoto, Katsuhisa Honda and Ryo Tatsukawa 
             (Dept. Envir. Conserv., Ehime Univ.) 
                                                   (16:30 - 16:45) 
 40. Accumulation of Cd and Hg in marine mammals. 
           Katsuhisa Honda and Ryo Tatsukawa (Dept. of Envir. 
         Conserv., Ehime Univ.) (16:45 - 17:00) 
  Discussion --- (17:00 - 17:15)
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VIII. Glacial Biota
    Chairman: Hiroshi Tamura (Fac. 
 41. Biotic community of Patagonian 
          Shiro Kohshima (Dept. Zool
Sci., Ibaragi 
glaciers. 




---- Reception (Lecture Room, 2ndFloor in Research  Building)----
          (18:00 - 20:00)
Friday, 5 December, 1986
IX. Freshwater Algae and Inland Water (10:00 - 12:00) 
     Chairman: Eiji Takahashi (Fac. Sci., Kobe Univ.) 
 42. Eutrophication in Antarctic terrestrial environment with 
     special reference to the ecological meaning of allelopathic 
     effects of some soil organic substances on the growth of 
      soil algae. 
            Masaru Akiyama (Fac. Educ., Shimane Univ.) 
           Hiroshi Kanda and Yoshikuni Ohyama (Natl Inst. Polar 
    Res.)  (10:00  -  10:15) 
 43. Morphological studies on cyanobacterial mats from Antarctica. 
            Akira Shimizu (Fac. Sci., Nara Women's Univ.)
           Shuji Ohtani and Hiroshi Kanda (Natl Inst. Polar Res.) 
          Kenji Kimura (Suidokiko-Kaisha Ltd.) (10:15 - 10:30) 
 44. Vertical distribution of organic substances in Lake Vanda, 
      Antarctica. 
           Genki I. Matsumoto and Kunihiko Watanuki (Dept. Chem., 
 Coll. Arts Sci., Univ. Tokyo) (10:30 - 10:45) 
  Discussion --- (10:45 - 11:00)
45.  Floristic study of algae of inland waters, Antarctica. 
    1.  Planktonic algae in ponds at East Ongul  Isl. 
          Akinobu Oguni, Hiroko Tanaka, Momoko Uemura (Kobe 
           Tokiwa  Coll.) 
          Makiko Yamamoto and Eiji Takahashi (Fac. Sci., Kobe 
    Univ.)  (11:00 -  11:15)
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46. Epiphytic algae on the 
    around Syowa Station,
         Shuji Ohtani and
 moss community of 
Antarctica. 






47. The epiphytic algae of bryophyte 
    southern South America.
          Tarow Seki and Taketo Nakano 





 (11:30 -  11:45)
Discussion --- (11:45 - 12:00)
- Lunch Time (12:00 - 13:15)  --
X. Ecology of Bryophytes (13:15 - 14:45)
48. Flora and distribution of 









49. Distribution of mosses on the top of Mt. Fuji in relation to 
microenvironment. 
     Emiko Maruta (Fac. Sci., Univ. Tokyo) (13:30 - 13:45)
50. Microclimate 
developed on 
     Takayuki
        Educ.,
and photosynthesis of 
a volcanic desert of 





 moss communities 
 Fuji. 
 (Dept. Biol., School 
       (13:45 - 14:00)
 51. Estimation of primary production in  
different two methods. 
     Shinji Ito and Yoshio  Ino (Dept. 








Discussion (14:15 - 14:45)
Closing Address: Hiroshi Kanda  (Nat  l Inst. Polar Res.)
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Environmental control of lichen epiphytism some Antarctic 
moss species 
       R. Hancock and R.D. Seppelt (Austral. Ant. Div.) 
Habitat specificity and ecophysiology of Usnea sphacelata and 
Usnea antarctica near Casey Station, Antarctica. 
       R.D. Seppelt, R. Hancock and M. Wilson (Austral. Ant. 
         Div.)
The distribution and abundance of chroococcoid cyanobacteria 
in the Southern Ocean. 
       H.J. Marchant and A.T. Davidson (Austral. Ant. Div.)
4. Loricate choanoflagellates from Ellis Fjord, Antarctica. 
           H.J. Marchant, J. van den Hoff, H.R. Burton (Austral. 
            Ant. Div.) 
5. Observations on the structure of the thelycum and spermato-
   phore in the Antarctic euphusiids, Euphausia superba and 
   E. crystallorophias  
          P. Thomas (Austral. Ant. Div.) 
6. Three new zooplankton nets designed for under-ice sampling; 
   with preliminary results of collections made from Ellis 
   Fjord, Antarctica during 1985. 
           J.M. Kirkwood and H.R. Burton (Austral. Ant. Div.) 
7. Algal florae and environmental factors of some lakes in the 
   vicinity of Syowa Station. 
          Masao Ohno ( Educ. Center Marine Biol., Kochi Univ.) 
           Haruta Murayama (Fac. Educ., Yokohama Nat. Univ.) 
          Tomohiko Watanuki (Kanagawa Pref. Public Health Lab.) 
           Yasushi Fukuda (Fac. Sci., Kumamoto Univ.) 
8. Results of the visual observation of sea birds in the three 
   sectors of the Southern Ocean in 1983 - 1985. 
          Mikio Takayanagi (Jpn Fish. Agency) 
           Mikio Naganobu (Ocean Res. Inst., Univ. Tokyo) 
          Yoshikuni Ohyama (Natl Inst. Polar Res.) 
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